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俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している６








春日部タケル
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき







今までの「のうコメ」










　奏かなで、ショコラ達三人をちょっとだけ好きになりかけるも、寸止め。

　恋れん愛あい感情を持てないのには、何か理由がある模様。

　何かってなんだよ、引っ張ってないで早く言えよ。







　第一章　夏彦降臨～ホモ～
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　　　　１




　夏休みも半分を過ぎた、とある夏の日。




【選べ　①マッハで家の壁かべに激げき突とつする　②マッパで家の壁に激突する】




　……選せん択たく肢しさん。暑いのに、あんたもよく働きますね。

「…………」

　心の中で呼びかけつついくら待ってみても、選択肢に変化は現れなかった。

「……駄だ目めか」

　でも、この間の夏祭りの夜たしかに……たしかに選択肢が消え去ったんだ。身をもって体験したんだから間ま違ちがいない。

　しかしそれ以降はいつも通りの仕様に戻もどり、消える素そ振ぶりなんぞ全く見えない。

「うぐっ……」

　そこで恒こう例れいの頭痛が襲おそってくる。

　……しょうがない。

　ぬぎぬぎ[image: →]深呼吸[image: →]躊躇ためらい[image: →]強きよう烈れつな頭痛[image: →]決意[image: →]再び深呼吸[image: →]再びの躊躇い[image: →]洒落しやれにならない頭痛[image: →]助走[image: →]うおおおおっ！[image: →]びたーん[image: →]マッパで大の字[image: ←]イマココ

　俺、一体何をやってるんだろう……

「うふふふふふ」

　自じ嘲ちようを込めた気持ち悪い笑いが漏もれてしまった。精神がちょっとダークサイドに傾かたむきそうになる。

　俺が学校で変態チックな行動を強要されているのも、女子達に白い目で見られるのも、夏休みにマッパで大の字になっているのも、全すべては……全てはこの絶対選択肢のせいだ。

　服を身につけながら、選択肢を消し去る為ための方法を考える。

　というか、方法自体は既すでに分かっている。

　どういう理り屈くつかは分からないけど、この忌いま々いましい選択肢を完全に消し去るには、俺が誰だれかを好きになればいいという話だった。

　……が、そこには根本的な問題が。

　今の俺は、恋愛をする事ができないらしい。

　自分の事なのに、らしい、なんてはっきりしない物言いだけど、どうやら過去に何かがあったらしく……俺は忘れているが、その何かのせいで他人に恋愛感情を抱いだく事ができなくなっているらしい……ほんとにらしいばっかりだな。

　黒こく白びやく院いん会長はその何かを知ってるみたいなんだけど、まともに聞いた所であの人が教えてくれるわけないし、自分で思い出そうとすると、妙みような頭痛が襲ってきて、思考が阻そ害がいされてしまう。

　一体、過去の俺に何があったんだろう……

「ん？」

　そこまで考えた所で、リビングのドアが開いてショコラが現れた。

「……ふみゅ」

　髪かみはボサボサ、目もどことなくとろんとしているし、足取りはよたよた。なんかまだ寝ねぼけているような感じだった。

「おそよう」

　時間は既に昼前。いくら夏休みだからといって、少し寝過ぎだろう。だって、こいつ、昨日九時に寝たんですよ、奥さん。

「えへへ。おそよーございますぅ」

　……駄目だ、皮肉が通じるような奴やつじゃなかった。

「奏かなでさぁーん」

「ひっついてくるなっ！」

　寝ぼけたまましなだれかかってくるショコラ。

　……正直、心臓に悪い。

「えへへ、奏さん、だいすきです～」

「く……」

　ショコラが俺に好意を向けてくれている事は分かっている。それが、『ライク』ではなく『ラブ』の意味合いだという事も。

　でも……でも今は、その気持ちを受け入れる事はできない。

「よ……せっ！」

　馬ば鹿かみたいな力でくっついているショコラを、無理矢理引きはがそうとした所で──

　ぐうう～。

　盛大にショコラの腹の音が鳴った。

「奏さん……」

　捨てられた犬みたいな、悲しそうな表情をみせるショコラ。

「腹、減ったのか？」

　ぐうう～。

　なんか、腹の音が返事してるみたいになってるな……

「冷蔵庫に肉じゃが入ってるから、チンして食べていいぞ」

　ぐうう！

　妙に嬉うれしそうな感じで腹が鳴る……なんだこれ。

「お前……まさか腹の音、調節できるのか？」

「ふふん、わたしのおなかは口ほどにものをいいます」

　なんか偉えらそうにドヤ顔しだしたんで、ちょっとイラッとする。

　しかし、しっぽ毛での感情表現はまだ分かるにしても、腹の音でそれをやるとは……

　どこまで調節が可能なのか、ちょっと試ためしてみる。

「悔くやしい時のセリフは？」

　ぐ、ぐうう……

　うわ、すげえ……もうちょっと確かく認にんしてみよう。

「じゃんけんでチョキに勝つのは？」

　グー。

　うおお、なんだか分かんないけど、ちゃんとカタカナっぽいぞ。

「前にはやった女芸人のギャグは？」

　グーググーググーググーッ！

「調節ってレベルじゃねーぞ！」

　コォォォォ～！

「それ最も早はや腹の音じゃねえだろ！」

　い、一体どういう仕組みになってんだ？……さすがに何か仕込んでるんじゃないかと思い、ショコラの腹をまじまじと確認する。

「どーしました？　中にだれもいませんよ？」

　……天然で恐おそろしいセリフを口にするショコラ。誠死ね。

　ぐうううううう～。

　そこで、一ひと際きわ大きくショコラの腹が鳴った。

「えへへ、運動したらよけいおなかすいちゃいました」

「あれ、運動なのかよ……」

　呆あきれる俺をよそに、いそいそと冷蔵庫に向かうショコラ。そして、ドアを開けて中身を確認し──

「た、たいへんです奏さんっ！」

　肉じゃがを抱かかえ、血相を変えて戻ってくるショコラ。

「ど、どうした？」

　その表情があまりに切せつ羽ぱ詰つまっていたんで、こちらも身構えてしまう。

「ぜんぜんたりませんっ！」

「餓が死ししてしまえ！」

　ここで甘やかすと、調子に乗って際限なく食べ物をねだってくるのは目に見えている。

「寝ね坊ぼうした罰ばつだ、それで我が慢まんしろ」

「ひ、ひどいですっ。奏さんのあくま、おに、わしずっ！」

「悪口おかしいだろ⁉」

　いや、最近の展開を見てると無関係ではないけども……ネタバレなんでこれ以上は言えない。

「うう～、このすくなすぎるりょうでは、ぺろり、で終わってしまいます……」

　……大きい器うつわにてんこ盛りになっているこれの、どこが少ない。

「いただきますっ」

「うおっ……」

　その様は、正にぺろり、としかいいようがない程ほどに、ぺろりとしていた。空中にぺろり、という擬ぎ音おんが浮うかんでいても違い和わ感かんがないレベル。このぺろり感は他ほかの奴ではそうそう出せないだろう。

『ひらり』とか『あぐり』に続いて、『ぺろり』とかやらないだろうか。最近のにちなんで『ぺろちゃん』でもいいかもしれない……自分でも何言ってるのか分かんなくなってきた。

「うう～やっぱりたりません」

　机にほっぺを当ててつっぷしながら、箸はしで器の縁ふちをカンカン叩たたくショコラ。

「おいおい、行ぎよう儀ぎ悪わるいからやめろ」

「はい……でも奏さん……もっとごはん欲しいです」

　ものっすごい上目づかい。

「う……だ、駄目だ駄目だ」

「ごはん……」

「だ、駄目だって言ってるだろ」

「おなか……すきました」

「…………」




　十数分後、ショコラの目の前には、数品のおかずが並んでいた。

「ほああ……」

　目を輝かがやかせ、料理をぱくつくショコラ。

「やっぱり奏さんのごはん、おいしーです！」

　……甘いな、俺も。

「はああ～、しあわせです～」

　とろけそうな笑え顔がおってこういうのを言うんだろうか。こんなのを見せられると、駄目だとは思いつつ、ついつい食べ物を与あたえてしまいたくなるから困る。

「ん？」

　そこで、携けい帯たいにメールの着信音が。

　開いてみれば、こちらももう恒例になった『神』からの『呪のろい解除ミッション』だった。

　この前は、選せん択たく肢しに拒きよ否ひ権が発生するなんていう、変則的な内容だったけど──

「さて、今回は……」

　ため息をつきながら、開いてみる。




《ショコラ・雪ゆき平ひらふらの・遊ゆう王おう子じ謳おう歌かのいずれかに、甘あま草くさ奏がキスしている姿を見せる事　期限　夏休み終しゆう了りようまで》




　なん……だと。

　いくら見直してみても、文面は微び動どうだにしない。

　キスってお前…………あのキスだよな。

　いわゆる一つのチュー、もしくはベーゼ、あるいは接せつ吻ぷん。どうでもいいけど、チュウって表現するとキテレツを想像してしまうのは俺だけだろうか……ほんとにどうでもいいな。

　ちょっと思考が脇わき道みちに逸それてしまったけど……キスなんてただでさえハードルが高いのに、それをショコラかふらのか謳歌に見せろ？……いや、無理ゲーだろ、これ。

　食事を終えたショコラが、後ろから抱きついてきた。

「奏さーん、こんかいはどんなミッションだったんですか？」

「こ、この夏のクソ暑い時にくっつくなっ！」

　密着しようとするショコラを、理由をつけて引き離はなす。

　少し不満そうに、むうう～、と唸うなっていたが、何かに気がついたように、ぽん、と手を打った。

「あ、奏さん、夏といえばですね」

「どうした？」

「夏といえばほもですっ！」

「……はい？」

　ショコラは嬉き々きとして続けた。

「夏といえばほもですっ！」

　なぜ二回言ったし。

「そして、夏といえば夏なつ彦ひこさんですっ」

「だから誰だれなんだよそれは……」

　夏彦……それはショコラの口から良く出る名前だった。こいつの腐くさった脳内では、俺のホモ相手として認識されているらしいが……

「ちょっとまっててくださいねっ」

　ショコラは嬉しそうにリビングから出て行き、数分後、更さらに嬉しそうに戻もどってきた。

　その背中に、なにやら人型の物体を背負っている。

「……なんだ、それ？」

「夏彦さんにんぎょーです」

　ショコラが笑顔で俺の前につきだしたのは、夏彦（？）の等身大のフィギュアだった。

　眼鏡の奥に光る切れ長の目、ぴっちりと分けられた髪かみ型がた、胸むな元もとが開きまくった服装。

　なんというかこう……薔薇ばらの花でも咥くわえていても違和感がないようなビジュアルだった。

　そして、なんの素材で出来ているのかは分からないが、細部まで精せい巧こうに作り込まれていて、無む駄だにクオリティが高かった。これ、商品化すればそのまま売れそうだな……

「さあさあ、奏さんっ」

　目をキラキラさせているショコラ。

「さあさあって……これで何をしろと？」

「ぞんぶんに愛しあってくださいっ！」

「誰がするかっ！」

「あまがみしてもいいですし、なめてもいいですし、くわえてもいいですよっ」

「何を⁉」

　前々から腐っているのは承知していたが……これはもう、それを通り越こして、発はつ酵こうとかしてるレベルじゃないだろうか。

「さらに、この夏彦さん……なんとしゃべりますっ」

　ショコラはやたらとハイテンションにスイッチを押した。

『すごく……おおきいです』

「いきなり何言ってんだこいつ⁉」

『奏君のは……標準よりやや小さいです』

「うるせえっ！」

『一度でいいから見てみたい、奏が前だけ隠かくすとこ』

「なんで歌うた丸まるさんみたいに言ってんだ！」

『ちなみに、僕は洗える素材なんで、何回でも使えます』

「ダッチワイフか！」

『いいえ、夏彦です』

「黙だまれっ！」

『これはゾ○ビですか？　って聞いてください』

「……これはゾン○ですか？」

[image: ]

『いいえ、夏彦です』

「うぜえええええっ！」

『そうです、私が変なおじさんです』

「夏彦じゃねえじゃねえか！」

『いいえ、夏彦です』

「うがああああああああっ！」

『奏君のは……標準よりやや小さいです』

「なんで二回言った⁉」

　俺は、声を荒あらげながら夏彦人形を床ゆかに叩きつけた。

「奏さんがせめ……奏さんがせめっ！」

「お前ももう黙れっ！」

　興奮しているショコラを怒ど鳴なり、床で四し肢しをだらんとさせている夏彦人形に目をやる。

「こんなもん、即そつ刻こく捨ててや──」

　そこで、とある考えが頭に浮かんだ。

「…………」

「奏さん、どーしましたか？」

　考え込む俺に、首を傾かしげるショコラ。

「いや、ちょっと……」

　歯切れ悪く返し、床の夏彦人形を抱だき起こす。そして、その顔をまじまじと見つめた。

「……………………」

　……もしかしたら、という事もありえるからな。

「いいか、ショコラ。今から俺のする事を……しっかり見てろよ」

　決意した俺は、躊躇ためらいつつも顔を近づけていき──

　夏彦に口づけをした。

「は、はうっ！」

　ショコラが歓かん喜きの声をあげた。

「や、やりました……奏さんがついに……ついに真のほもにっ！」

　ツッコミたかったが、口が塞ふさがっているんで、それも叶かなわない。

　しかしなんなんだこの唇くちびるの感かん触しよく……ぷるぷるしていて、妙みように気持ちいいのが逆に腹立たしい。

「くせつ三ヶ月……寝ねている奏さんの横で、『人をホモに目覚めさせる為ためのＣＤ』を流し続けたかいがありました」

　お前そんな事してたのか⁉

　俺はショコラを睨にらみつけながら、夏彦人形から唇を離した。

　さあ……どうだ？

「………………………………」

　しかし、いくら待ってみても、ミッション達成のメールは届かなかった。

「やっぱり人形相手じゃ駄だ目めか……」

　俺の呟つぶやきを聞いていたショコラは、何かを勘かん違ちがいしたようで、しっぽ毛をビンビンに立てていた。

「わかりました、では、こんどはほんものの夏彦さんをつれてきますねっ」

「いらんわ！」

　というか夏彦実在するのかよ……

　まあそれはともかく、今回のミッションはショコラには伝えない方がよさそうだな。内容を知ったらショコラは嬉々として、

『じゃあわたしが、謳歌さんとふらのさんの前で、奏さんときすしますっ』とか言い出しそうだ。

　いくらショコラが俺の事を好いてくれているとはいえ、ミッション達成の為だけにそれを頼たのむのは人の道に反するだろう。

　ミッションなんか関係なく、キスっていうのは、純じゆん粋すいに好きな人間とするもので……

　……ん？

　ふと、自分のその考えが何かひっかかった。

「う……」

　急にこみ上げてきた吐はき気に、口をおさえる。な、なんだ……この猛もう烈れつに気持ち悪い感じは。

「奏さん？」

　ショコラが、心配そうな目線を向けてくる。

「なんでもない……大だい丈じよう夫ぶだ」

　手で制して、呼吸を落ち着ける。幸いにも吐き気はすぐに治まってくれた……一体なんだったんだ？

「ふう……ん？」

　俺が、一息ついたタイミングで玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「あ、夏彦さんかもしれませんっ」

「んなわけあるか！」

　と言いつつも、ちょっとドキドキしながら玄関に向かい、ドアを開ける……本当に夏彦だったらどうしよう。

「こんにちはー、宅配便です」

　普ふ通つうに、配送業者のお兄さんだった。ほっと胸を撫なでおろす。

　俺の後ろにいたショコラは、ちょっと残念そうな顔をしていたが、何かを思いついたようで、表情をぱっ、と輝かがやかせた。

「この際、この人とでもいいですっ」

「何がだ⁉」

　怪け訝げんな表情を見せるお兄さんに、何でもないです、とごまかしながら荷物を受け取る。

　リビングに戻りつつ、その箱の届け依い頼らい人の欄らんを見ると『アラブルトラベル』とあった。

　たしか奇き抜ばつなツアーを企き画かくする事で有名な旅行会社の名前だったはずだ。受け取り人を確かく認にんしてみると、甘草奏となっている。

　宣伝のダイレクトメールくらいは誰にでも来るだろうが、わざわざ宅配で何を送ってきたんだろうか？

　疑問に思いつつ、開かい封ふうしてみる。

「うおっ！」

　ぱあん！　という破は裂れつ音と共に、中から紙かみ吹雪ふぶきが飛び出してくる。

　あまりにいきなりだったんで、箱を落としてしまった。

「な、なんなんだ、いきなり」

　拾い上げてみると、箱の底には封ふう筒とうが。開封して中に入っていた文書を確認する。

《平素は格別のお引き立てにあずかり、厚くお礼申し上げます。まずは差し当たり、同どう梱こんされたサプライズ用のクラッカーについての無礼をお詫わび申しあげます。お客様におかれましては、さぞかし驚おどろかれた事かと思います……ねぇねぇ今どんな気持ち？　いきなりぱあん、って鳴ってびっくりしてどんな気持ち？　ねぇねぇ》

　ケンカ売ってんのか！

《さて、打ち解けた所でここからはタメ語いいでしょうか？》

　いやいやいや、いい訳ないだろ……

《あ、いいんですか、すみませんね。じゃあ、早さつ速そくパン買ってこい》

　タメ語ってレベルじゃねーぞ！

《冗じよう談だんです。ほんのマイケルジョーダンです》

　うわ……最高につまんねえ。

《マイケル富とみ岡おかはヤキソバン》

　それがどうした！

《じゃあ、早速やきそばパン買ってこい》

　うぜええっ！

《すみません、ふざけすぎました。そろそろ前置きに入ります》

　今までのは何だったんだよ！

《前置きといえば……前がおっきくなる事を勃ぼつ起きといいますよね》

　下ネタかよ！

『奏君のは……標準よりやや小さいです』

「なんで夏彦喋しやべり出してんだ⁉」

　こいつらネタ合わせでもしてたのかよ……

《さて、いい加減に本題に入ります。本年八月をもちまして、弊へい社しやは創立二十五周年を迎むかえ──》

　そこから先は、普通の丁てい寧ねいな文章だった。なぜこれを最初からやらない……

　内容を要約すると、アラブルトラベルが創立二十五周年を迎えるにあたり、キャンペーンの一いつ環かんとして、過去の利用客の中から抽ちゆう選せんを行い、当選者を二泊はく三日のバスツアーに招待する、という企画があり、それに当選したという事だった。

　うちの両親は結構な旅行好きで、俺も小さい頃ころから随ずい分ぶんと色んな所に連れていってもらった記き憶おくがある。

　なので旅行会社からこういう通知が来る事自体は何も不思議じゃないけど、なんで親父おやじ名義じゃなくて、俺宛あてに来てるんだろう？

　この会社、明らかにずさんそうだし、ただ単に間違っただけだろうか。

「……一応、親父に確認してみるか」

　遠く九州の地にいる親父に電話をかける。

　疲つかれるからなるべく相手したくはないんだけど……そういえば、もう何ヶ月顔を見ていないだろう。少なくとも、ショコラがうちにきてからは、一回も帰ってきていない。

　放任といえば聞こえはいいが、ただ単にほっとかれてるだけな気がするな……

『とうおるるるるる。あ、ボスですか？』

「……切っていいか？」

　……息子むすこが久しぶりに電話したのに、第一声がドッピオの真似まねかよ。

『すまんすまん。息子との久しぶりの電話で笑いをとろうと思って、虎こ児じ郎ろうちょっとはりきっちゃったよ』

「オッサンが自分の事を下の名前で呼ぶな！」

『な……じ、自分ではまだまだ若いと思ってたのに、まさか……息子にオッサンなんて言われるとは……そ、そんなバナナ』

「ネタが完全にオッサンじゃねえか！」

『まあ冗談だ。ところでパパに何の用だ？』

「気持ち悪いな！　今まで一回もパパなんて言った事ねえだろ！」

『あ、ちなみにこのパパっていうのは、変な意味じゃなくて本当のお父さんって意味だからな』

「分かってるわ！　誰だれが勘違いするか！　今あんたと話してるの実の息子だろうが！」

『何を言ってる、俺の息子は股こ間かんのこいつだけだ』

「最低のネタだな！」

『なるほど、このおいなりさんと寿す司しネタをかけたわけか』

「もう黙だまれ！」

『奏……そんなに声を荒あらげて……もしかして遅おそめの反はん抗こう期か？』

「あんたがふざけるのやめればすぐにでも黙りますけど！」

『奏……いい加減にしないと、俺もそろそろ激おこぷんぷん丸まるだぞ』

「いや……いい加減にするのはあんただし、無理して若者言葉使わなくていいから」

『もしくは駅えき近ちか三さん分ぷん丸まるだぞ』

「ただの優良物件じゃねえか！」

『またそんなに反抗して……口で言って分からないなら、別の方法をとるしかないな……いいか、今からものすごい悪口言うから覚かく悟ごしろよ』

「口じゃねえか！」

『お、お前の母ちゃんデベソ！』

「それあんたの嫁よめだろ！」

　く……ツッコミすぎて息切れしてきた。

　俺が他人の変な行動に、必要以上にツッコんでしまうのは、この親父の影えい響きようによる所が大きい。

　生まれた時からずっと、こんなボケ倒たおす人間が傍そばにいたら、そりゃツッコミ人間になってしまうのも仕方ないだろう。

『で、どうした？　電話をかけてくるなんて珍めずらしいな』

　親父はやっと話を聞く気になったようだった。

「ああ、実はさ……」




『…………』

　数分後、チケットが送られてきた経けい緯いを聞き終わった親父は、なぜか黙りこくってしまった。

「親父……どうしたんだ？」

『奏……そのツアーには行くな』

　その声は、非常に重苦しいものだった。親父がこんなにシリアスな声を出すのは数年に一度ってくらいのレベルなんでちょっと面めん食くらってしまう。

「ほんとにどうしたんだよ、親父。そんなにマジモードで……」

『……いや、そのアラブルトラベルって会社は何回か利用したんだが、企画内容がひどくてな……危あやうく全国コエダメ巡めぐりとか行かされそうになった事がある』

「マジか⁉」

　なんだそれ……もうクレームってレベルじゃ済まない気がするけど……

「いや、俺、別に旅行はそこまで好きじゃないし、夏休み後半は家の掃そう除じを徹てつ底てい的にやろうと思ってたから、元から行く気はなかったけど。親父達が帰って来て使う気があるなら、と思って電話しただけだし」

『そうか……ならいい』

　電話の向こうで、親父が明らかに安あん堵どしたのが分かった。さっきのコエダメ云うん々ぬんはさすがに冗談だろうけど、この会社、そんなにろくでもないのか……

『お、奏。丁度いいタイミングで調しらべが帰ってきたぞ』

　いつものテンションに戻もどった親父の口から、お袋ふくろの名前が発せられる。

『ちょっと替わるな』

「え？　いや、別にいいんだけ──」

『やっほー、奏ー』

　電話口からやたらに脳天気な声が響ひびいてきた。

「お、お袋、久しぶり」

『おーおー、お久しぶりぶり、ブリ大根。あ、そういえば、この前調理したブリのお尻しりがぷりっぷりでね……はっ！　私、凄すごい商品を思いついたわ。その名も《ブリプリン》うん……語感もいいし、これは大ヒット間ま違ちがいなしね！　でもブリとプリンをかけてブリプリンとか……ぷ……くく……やだ私、てんさ──』

　ブツリ。

　……俺は、強制的に通話を終しゆう了りようさせた。

　そう、俺の母親である甘草調は、父、虎児郎に輪をかけたボケ体質だ……しかもそのボケが異様につまらないというおまけ付きだ。まともにとりあっていると体がもたない。

　かといって、俺のツッコミはもう反射みたいなもんなんで、受け流す事もできない……つまり、さっきのブツ切り対応しか道がなかったって事だ。

「ふう……」

　思わずため息をつく。なんで実の両親と話をするだけでこんなに疲れなきゃならないんだろうか。

「さて……このチケットどうするかな」

　そんなにひどい会社のものなら、他ほかの人に譲ゆずる訳にもいかないし……手にしたチケットを眺ながめていると、お菓か子しをぱくついていたショコラが、ててて、と寄ってきた。

「奏さん、それはなんですか？」

「ああ、なんか、旅行のチケットが当たったみたいなんだ」

「りょこう！」

　ショコラのしっぽ毛が、瞬しゆん間かん的にぴょこりと立つ。

「ああ、二泊三日のバスツアーらしいんだけど、この会社ひどいらしいか──」

「いきたいですっ！」

　キラキラと目を輝かがやかせるショコラ。

　まあ、俺としてはどっちでもいいんだけど、親父からあんな話を聞かされたばっかりだしな……避さけられるなら避けた方がいいだろう。

「ショコラ、今回はちょっとやめ──」




【選べ　①ショコラと二泊三日ツアーに参加する　②ショコラとコエダメ巡りツアーに参加する】




　……やめるな、と。

　選せん択たく肢しは基本、ろくでもないものと、それに輪を掛かけてろくでもないものが提示されるはずだ。

　ここで問題になってくるのは、②がそのどっちにあたるかだけど……流石さすがに現時点でコエダメを選ぶ気にはならなかった。①が、コエダメよりマシなものである事を祈いのるしかない。

『奏……そのツアーには行くな』

「……」

　親父のシリアスな声が脳のう裏りに浮うかんで来て、少し躊躇ためらったが……結局①を選ぶ。

「じゃあ……行くか」

「やりましたっ」

　ショコラが更さらに目を輝かせる。

「旅先で、わたしと奏さんの熱いよるが──」

「いや、ないから……」

「じゃあ、奏さんと夏彦さんの暑苦しいよるが──」

「いつまでそのネタ引っ張るんだ！」

『奏君のは……標準よりやや小さいです』

「黙れえええええっ！」

　俺は、夏彦人形を力の限り蹴けり飛ばした。




　　　　２




「あぢい……」

　真夏のうだるような日差しの中、げんなりしながら集合場所の駅前バス停に向かう。

　選択肢が出てしまった以上、もう行くしかない訳だけど、親父の話を聞く限り内容にはあんまり期待できそうにないよな……

「奏さんとりょこーですっ」

　うなだれる俺に対して、暑さを全く気にする様子もなくはしゃぐショコラ。

　ショコラにしては珍しく、長い丈たけのワンピースという大人しめな恰かつ好こうだった。見慣れないんで違い和わ感かんこそあるものの、よく似合っている。

「しかしお前……なんでそんなに荷物多いんだ？」

　ショコラのバッグは、極限までパンパンに膨ふくらんでいた。いくら女の子とはいえ、二泊はく三日の旅行でこれは多すぎるんじゃないだろうか。

「そこはほら、色々入ってますから、えへへ」

　やたらに嬉うれしそうなショコラ。

　その時、バッグの中から籠こもったような声が漏もれてきた。

『いいえ、夏彦です』

「持ってきてんのかよ！」

「えへへ、じつは夏彦さんがばしょをとりすぎて、パンツがはいりませんでした」

「今すぐ捨てろ！」

　マジでなにしてんだこいつ……後で、コンビニでパンツ買わせよう。

「そして、夏彦さんには、奏さんのちゃくようずみパンツをはかせてあります」

「今すぐ脱ぬがせて捨てろ！」

「ひ、ひどいです奏さん……『旅の恥はじはかき捨て』、『旅のパンツははき捨て』、『旅の夏彦は使い捨て』なんてっ……」

「なんで三段活用みたいにしてんだ！」

　というか夏彦使わないし……

「だいじょーぶです、夏彦さんは、あらえば何回でもさいりようできますっ」

「だから使わねえから！」

　……俺は、更にげんなりしながらバス停へと歩を進めていった。




　そして数分後。

「お、いたいた、もう停とまってるな」

　ロータリーに停車しているバスを発見したタイミングで、二方向から同時に声がかかった。

「あら」

「おお、奏っちだ」

　その方を見回してみると……なぜかふらのと謳歌の姿が。

「ふ、二人とも……なんでここに？」

「黒白院会長からチケットを貰もらったのよ。余っているけど自分は行けないからって」

「あたしも同じだよ。会長さんがわざわざ届けてくれたんだっ」

　あ、あの人の差し金か……

「奏さん、きょろきょろしてどーしたんですか？」

「……いや」

　どっかで俺らを観察してるんじゃないかと思い、辺りを見回してみても、その姿は見えない。まあ、あの人が本気で隠かくれたら、見つけられる気がしないけども……

　しかしそうなると、俺の元に送られてきたチケットも……会長が裏で手を引いてたって事だよな。

　そして今回のミッションを思い出す。

《ショコラ・雪平ふらの・遊王子謳歌のいずれかに、甘草奏がキスしている姿を見せる事》

　対象者全員が集まっての旅行……会長は、この二泊三日で俺にミッションを達成させるのが目的なんだろうか？

　しかし、全員を集めるだけだったら、何も旅行までさせる必要はないような……何か他に思おも惑わくがあるのか？

　考え込む俺の横で、ふらのが口を開いた。

「……でも、甘草君も来るなんて知ってたら、私は絶対に来なかったわ」

「え？」

「だって、甘草君の半径百メートル以内で寝ねたら、妊にん娠しんさせられるという話を聞いたわ」

「そんなわけねえだろ！」

「だって、甘草君の異能力は精子の遠えん隔かく操作でしょう？」

「最低の能力だな！」

「はあ……甘草君が来るなら、私は絶対に来なかったのに」

　あからさまにため息をつくふらの……そこまで俺の事嫌きらいなのかよ。

　その様子を見て、謳歌が不思議そうな表情をしていた。

「え？　そーなの？　会長さん、あたしには奏っちもショコラっちもふらのっちもみんな来るからお楽しみに、って言ってたけど」

「……う」

「そっかー。ふらのっちには言わなかったんだ」

「…………う」

　ふらのの顔が、ちょっとだけ赤く染まった。

「……何よ」

　それを見ていたら、思いっきり睨にらまれた。

「い、いや別に……」

　……ここは、話題を逸そらした方がよさそうだな。

「し、しかし謳歌。お前の恰好、すごいカラーリングだな」

　そう言って謳歌の方に視線を向ける。

　その服装は麦むぎわら帽ぼう子し、赤いキャミソールと青いジーンズ生き地じのホットパンツ（極短）というもの。

　なんかいまにもゴムゴムの○○とか言い出しそうな勢いだった。

「そうかな？　どうどう？　変じゃない？」

「変じゃないどころか、ものすごいはまってると思うぞ」

「やったーっ！」

　とても素す直なおに喜ぶ謳歌。

「でもでも、気合いの入り方ではふらのっちに負けちゃうかなー」

　謳歌が、せっかく逸らしたふらのの方に話題を振ふってしまう。

「……何かしら？」

　そうして睨み付けてくるふらのの恰好は、今まで見た事がないような超ちようミニスカートだった。

「い、いや……」

　いつも謳歌がはいてくるのも相当なミニだけど、ふらののこれは、それを凌りよう駕がするような短さだった。正直、目のやり場に困る。

「……気持ち悪いから、ジロジロ見るのをやめてもらえるかしら」

「そ、そんなにジロジロは見てないだろ」

「気持ち悪いから、自じ慰い自じ慰い見るのはやめてもらえるかしら」

「なんて⁉」

「まあ、甘草君は何をしていても気持ち悪──あっ」

　そこでふらののバッグから、何かが転げ落ちた。

「ん？　これは……」

　それはＵＯＧ玩がん具ぐのキャラクター、しろぶた君の形をした枕まくらだった。

　なんでこんなもの……ひょっとして、枕が変わると眠ねむれないタイプなのか？

[image: ]

「……」

　ふらのの顔が微び妙みように赤く染まっていた……まあ、恥はずかしいんだろうな。可愛かわいいもの好きなの、隠そうとしてるみたいだし。

　地面に転がったしろぶた君枕を拾い上げる。

「ほら」

「……」

　差し出してもふらのは中々受け取ろうとしない。

「どうした、いらないのか？」

「……」

　さらに促うながすと、無言のまま手を伸のばし──

「ふべっ！」

　そのまま、枕に強きよう烈れつなパンチをかました。哀あわれふっとばされたしろぶた君は、俺の顔面に直ちよく撃げきした。

　そのまま跳はね返って、地面に転がってしまうしろぶた君。

　ふらのは、すぐさまそれを拾い上げて、ぎゅっと抱だきしめた。

「……勘かん違ちがいしないでほしいんだけど、こういう風に、暴力衝しよう動どうのはけ口にする為ために持ってきただけだから」

　……そんな、思いっきり泣きそうな顔で撫なでながら言われても、まるで説得力がない。顔に『ごめんね、ごめんね』とでも書かれているようだ。

「……何かしら」

「い、いや、別に……」

　ものすごい形相で睨まれた……しろぶた君に対する優やさしさを、十分の一でいいから俺に向けてほしい所だ。

「むー」

　そこで、後ろから謳歌の声が聞こえてきた。

「やっぱり……奏っち、ふらのっちと話してると楽しそう」

「は？　お前、これのどこが楽しそうに見えるんだ」

「……分かってないの、奏っちだけだよ」

　俺の頭には疑ぎ問もん符ふしか浮うかんでこなかった。しかも謳歌まで微妙にジト目で睨んでくるし……最近、謳歌もこんな感じになる事が増えてきたよな。

　前は、いつでもどこでもにこにこ笑ってるだけだったのに……ふらのから変な影えい響きようでも受けてるんだろうか。

「あれあれ、あっれー？」

　そこで後方から声がかかる。

「ん？」

　振り向いた先にいたのは、見知らぬ女性だった。

「ふむふむ……この顔は……」

　そう言って、俺の顔をジロジロと眺ながめるその声の主は、バスガイドの恰かつ好こうをしていた。

「もしかしてもしかしてー、君って甘草ちゃんじゃない？」

「そう……ですけど」

　綺き麗れいな人だった。アップにまとめた長ちよう髪はつが、日差しを受けてキラキラと輝かがやいている。

「やっぱりー。うっはー、三年経たってもかわいー顔してるねー」

　なぜか俺の事を知っているような話しぶりだけど……俺には全く覚えがない。こんな綺麗な人、一回見たらそうそう忘れないと思うんだけど……

「え？　なになに、もしかして私の事忘れちゃった？」

「あ、いや……その……」

　顔を近づけられて、なんだかしどろもどろになってしまう。

「さみしーなー、おねーさんいじけちゃうなー」

　そのガイドさんはわざとらしく、体をくねらせる。

「すみません……正直、全く覚えがありません」

　ガイドさんは、何かに納なつ得とくしたように、頷うなずいた。

「うーん、その反応からすると、ほんとに忘れちゃってるみたいだね。君さ、三年前にこのアラブルトラベルの二泊はく三日バスツアー、参加してたんだよ」

「……え？」

「その時は、お父さんとお母さんと三人だったけどねー」

「……親父おやじとお袋ふくろと？」

　全く……全く身に覚えのない話だった。

　三年前といえば、中学二年生。幼よう稚ち園えん児じとかならともかく、その年ねん齢れいで、二泊三日の旅行に参加した事を覚えていないなんて、普ふ通つうはあり得ない。

　かといって、このガイドさんが俺に噓うそをついているとも思えない。

　中学二年生の夏……俺は何をしていただろうか。

　普通に部活をして、普通に友達と遊んで普通に宿題をして……うん、その当時の記き憶おくはあるけど、やっぱり旅行に行った覚えなんて──

『奏……そのツアーには行くな』

　唐とう突とつに親父のそのセリフが脳のう裏りに浮かんだ瞬しゆん間かん──

「うっ……」

　急に吐はき気が襲おそってきた。

　これは……この前と同じ気持ち悪さだ。別に体調は全然悪くないのに……この突とつ発ぱつ的な吐き気は一体なんなんだろう。

「あれあれ、だいじょぶかな？」

　口を押さえる俺を、ガイドさんが覗のぞき込んでくる。

「……」

　言葉を返せずに、見つめ返す俺。

「いやーん、そんなに見つめられたら、おねーさん、照れちゃうなーっ」

　この軽いノリ……見た事あるような……

「ううっ……」

　そこで、更さらに強烈な吐き気が。

　そして、脳内に一つの名前が浮かび上がった。

「みちる……さん？」

　みちる……窓まど辺べみちる。そうだ、このガイドさんの名前は窓辺みちるだ。

　吐き気を鎮しずめる為に、ゆっくりと深呼吸しながらその顔を見る。

「おーっ、甘草ちゃん、思い出してくれたんだ。やったねイェイイェイ！」

　みちるさんは、その場で一回転してＶサインをしてみせた。このウザいくらいのノリ……そうだ、俺はこういう感じの人をみちるさんと呼んでいた……ような気がする。

　しかし、思い出せたのは名前のみだった。三年前にツアーに参加したという記憶も、このみちるさんと具体的にどういう風に絡からんだかという記憶も、全く思い出せない。

「いや……まだ名前だけしか」

「そっかー。でも、おいおい思い出していけばいいんじゃないかな？　何しろ、今回のバスツアーは、三年前と全く同じコースを巡めぐるんだからさ」

「……え？」

　なんだ、そのお膳ぜん立だてされたような状じよう況きようは？　黒白院会長は一体何を考えているんだ？

　そして……このガイドさんとは別に、とてつもなく重要な事を忘れているような気がする。

　三年前にあった……何かを。







　幕間　ある三年前の話１
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「あぢい……」

　真夏のうだるような日差しの中、げんなりしながら集合場所の駅前バス停に向かう。

　親父が急に誘さそってきた二泊三日のバスツアー。

　自分で言うのもおかしいかもしれないけど、俺には今まで反はん抗こう期というものが存在しなかったので、両親と一いつ緒しよに旅行する事に抵てい抗こうはない。

　ただ……

「虎こ児じ郎ろうさん……」

「調しらべ……」

　……この炎えん天てん下かの中、二人でベタベタするのはやめてほしい。

　父、甘あま草くさ虎児郎。母、甘草調。

　二人とも、実じつ年ねん齢れいより相当若く見える容姿をしているので、傍はた目めからは二十代のカップルがイチャイチャしているようにしか見えないかもしれないが……中学二年生の息子むすこがすぐ後ろにいる事を、少しは気にした方がいいと思う。

　そしてこの二人は……

「奏かなで……さっきから通行人がこっちをジロジロ見てくるんだが、お前……俺達が見てない隙すきにパンツ上げ下げ運動とかしてないだろうな？」

「なんだそれ⁉　自分の息子をなんだと思ってんだ！」

　見られてんのは、あんたらのいちゃつき具合が尋じん常じようじゃないからだろ……

「正直、俺の息子だから何をしでかしてもおかしくない」

「なんでドヤ顔だ⁉」

「虎児郎さん、私達の息子はそんな中ちゆう途と半はん端ぱな事はしないわ。やるとすれば、パンツ下げっぱなし運動よ」

「ただの露ろ出しゆつ狂きようじゃねえか！」

「奏……人間誰だれしも生まれてくる時は丸まる裸はだかなのよ」

「そういう問題じゃねえだろ！」

「奏……人間誰しも生まれてくる時はマッパなのよ」

「言い回しの問題でもねえよ！」

「奏……人間誰しも路上でマッパになるとワッパをかけられるのよ」

「なんでちょっと上手うまいこと言ってんだ！」

　……俺は学校でもよくツッコミ体質と言われる事があるけど、それは間ま違ちがいなく、このボケ倒たおしの両親に育てられたからだと言える。

「駄だ目めだ、もう相手にしてられない……」

　二人にうんざりしている内に、ロータリーに辿たどり着いた。

　後方の座席に陣じん取どって、早さつ速そくイチャイチャしだす二人。座席は自由という事だったんで、なるべく二人から離はなれたいと思って、前の方に腰こし掛かけた。

　人数的には余よ裕ゆうがあるらしく、俺の隣となりには誰も座る事なくバスは出発した。




「はーい、みなさーん、元気ですかーっ！」

　程ほどなくしていきなりハイテンションな声が飛んできた。

「本日、ご案内をさせていただく窓まど辺べみちるでーっす。よろしくお願いしまーっす、きゃるーんっ」

　……窓辺さんというらしいそのガイドさんは、随ずい分ぶんと綺麗な人だったけど、ノリは随分と痛々しかった。

　きゃるーんって……今時そんなのぶりっ子アイドルでも言わないだろ。

「あれあれ～、そこの少年、おねーさんの顔見つめてどうしたのかなー？」

「え？　俺ですか？」

「そそ、キミキミ、お名前は？」

「甘草……奏ですけど」

「おー、甘草ちゃんかー」

　おまけにものすごく馴なれ馴れしかった。

「それじゃー童どう貞ていの甘草ちゃん」

「ぶっ！」

　い、いきなり何言ってんだこの人⁉

「むふふー、その反応は図星ですにゃ」

　く……た、確かに俺は童貞だけど、まだ中学二年生だぞ。別にそういう経験がなくても、なんら恥はじる事はないはず……ないよね？

「ど、童貞じゃ……ないです」

　俺は咄とつ嗟さに見み栄えを張ってしまっていた。

「噓つくなー、童貞（笑）」

「そうよー、童貞（笑）」

「後ろの奴やつら黙だまってろ！」

　息子が見知らぬ人達の前で、童貞呼ばわりされているのに、止めないどころか便乗してふざける両親……俺、今までよくグレなかったな……

「にゃはは、じゃー次は……お、そこの自宅警備員っぽいお兄さん！」

　続いて窓辺さんは、後ろの方に座っている太めの男性をイジりはじめた……一体なんなんだこの人……こんなんで苦情とかこないんだろうか？

　ラックにパンフレットが挟はさんであったんで確かく認にんしてみると、『ガイドにイジり倒される、上級者向け二泊三日ツアー』とあった。

　なんだよこの企き画かく……よくこんなの会議通ったな……

　しかし、客はみんなそれを承知でこのツアーに参加してるって訳か……いかにもうちの両親が好きそうなくだらない内容だ。

「……はあ」

　俺が軽くため息をついたその時、

「くすくす」

　横から声がして、反射的に向き直る。

「──っ」

　そして、目を奪うばわれる。

　透すき通るような、鮮あざやかな青い髪かみの少女が立っていた。

　その姿に俺は……完全に見とれてしまっていた。

「あ、ごめんね、いきなり笑ったりして」

　その少女は、俺の沈ちん黙もくを違う意味に受け取ったらしく、少し申し訳なさそうな表情をしていた。

　俺は、手をぶんぶんと振ふって否定する。

「い、いや……それを気にしてたんじゃなくて……」

　その女の子は、にっこりと微笑ほほえんだ。

「よかったあ」

「う……」

　その笑顔を見た瞬しゆん間かん、心臓がどくん、と一ひと際きわ強く脈打った。な、なんだこれ……

「ねえ、隣に座ってもいいかな？」

「あ……うん」

　上の空状態で頷うなずく俺。

「それじゃあ……よいしょっと。お邪じや魔まするね」

　腰こしを下ろしたその女の子からは、もの凄すごくいい匂においがした。

「ごめんね、ずうずうしく押しかけちゃって。一人でゆっくりしたかった？」

「あ、いや、全然そんな事ないです……」

　思わず敬語を使ってしまう。

「そっか、よかったあ。あ、まずは自己紹しよう介かいしなくちゃだね。私は、天あま上がみ空そら。中学三年生」

　そう名乗った少女は、穏おだやかに微笑んだ。

　中学三年生って事は、俺より一つ上か。

「君の名前、甘草奏君だったよね」

「う……」

　ちょっと身を乗り出して来る天上さん。

「そ、その……そ、そうです……け、けど」

　天上さんからの香かおりが更さらに強くなり、思いっきりキョドってしまったが、彼女は気にしていないようだった。

「甘草奏君かあ……うん、いい名前だね」

「あ、ありがとうございます」

「奏君は何年生かな？」

「いや、あの、俺……二年生です」

「ふふ、じゃあ私の方がいっこお姉さんだね」

　天上さんはそう言って、俺の頭を軽く撫なでた。

「う……あ……」

　な、なんだ、この感覚は？……体の……体の芯しんに熱した鉄棒でも打ち込まれたみたいに体が熱い……

　顔面まで真っ赤に染まってしまい、天上さんの顔をまともに見る事ができない。




　この気持ちは……一体なんなんだ？







　第二章　童貞否定～プライド～
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「はーい、みなさーん、元気ですかーっ！」

　バスが出発してから程なくして、ハイテンションな声が響ひびく。

「本日、ご案内をさせていただく窓まど辺べみちるでーっす。よろしくお願いしまーっす、きゃるーんっ」

　きゃるーんって……今時ぶりっ子アイドルでもそんな事言わないだろ。

　この無む駄だに強きよう烈れつなキャラクター……普ふ通つうなら忘れるわけないんだけど……駄目だ、思い出せそうで思い出せない。

「それじゃー童貞の甘あま草くさちゃん」

「ぶっ！」

　い、いきなり何言ってんだこの人⁉

「むふふー、その反応は図星ですにゃ」

　く……た、確かに俺は童貞だけど、まだ高校二年生だぞ。別にそういう経験がなくても、なんら恥じる事はないはず……ないよね？

「ど、童貞じゃ……ないです」

　俺は咄とつ嗟さに見栄を張ってしまっていた。

「ガイドさん、この男は噓うそをついているわ。実際の所は、もうどうしようもないくらいに童貞よ」

「お前何言ってんだ⁉」

　俺の隣に座ったふらの（ちなみに女子三人はじゃんけんで席順を決めていた。負けたから仕方なく俺の隣に座ったとふらのに言われて、何気に傷ついた）が、淡たん々たんと言い放つ。

「あら、私は真実を告げているだけよ……遊ゆう王おう子じさん、確認してもらえるかしら」

「な、なにを……うわっ⁉」

　俺の首筋を、後ろの座席から身を乗り出した遊王子の指がなぞる。

「むふふ……このうなじは、噓をついてるうなじだぜっ！」

「味じゃねえのか⁉」

「奏さんの、おしりの方のじゅんけつは、すでに失われています」

「ねえよ⁉」

　その隣となりのショコラまで、おふざけにのっかる。こ、こいつら……

「なるほど、お尻しりと純潔のケツをかけたのね」

「深読みしすぎだろ！」

　俺達のやりとりを見て、みちるさんは満足そうに頷うなずいた。

「おお、チミ達、なかなかいい反応するねー。お名前は？」

「雪ゆき平ひらふらのよ」

「遊王子謳おう歌かだよっ」

「ショコラですっ」

「オッケーオッケー。雪平ちゃんに遊王子ちゃんにショコラちゃんね。これで甘草ちゃんのイジり態勢は万ばん全ぜんだね」

「いやいや、そんなもん整えなくていいですか──」






【選べ　①「俺をイジるんなら、まずここからにしてもらおうか！」（乳ち首くびを露ろ出しゆつ）

　　　　②「俺をイジるんなら、まずここからにしてもらおうか！」（チン○を露出）

　　　　③「俺をイジるんなら、まずここからにしてもらおうか！」（アナ○を露出）】








「できるか！」

「ん？　甘草ちゃんどしたの？」

「い、いや、これはぐああああっ！」

　……俺は、泣く泣くＴシャツを脱ぬいで……言った。

「俺をイジるんなら、まずここからにしてもらおうか！」

「あ、甘草ちゃん……」

　口に手を当てて、眉まゆを引き攣つらせるみちるさん。さすがにこの人でもこれは引くよな……

「成長したね……おねーさんは嬉うれしいよ」

「リアクションおかしいだろ！」

「みなさん、甘草ちゃんのビーチクに盛大な拍はく手しゆをお願いしまっす」

「拷ごう問もんか！」

　パチパチパチパチ！

「やらんでいいわ！」

　他ほかのお客さん、ノリよすぎぃ！

「にゃはは、じゃー次は……お、そこの自宅警備員っぽいお兄さん！」

　続いてみちるさんは、後ろの方に座っている太めの男性をイジりはじめた……一体なんなんだこの人……こんなんで苦情とかこないんだろうか？

　ラックに挟はさんであったパンフレットを確かく認にんすると『創立二十五周年特別招待　ガイドに再びイジり倒たおされる、上級者向け二泊はく三日ツアー』とあった。

　……以前にこんなツアーに自発的に参加した人達の中から抽ちゆう選せんされてるから、ここまで訓練されてるのか。

　そしてこのパンフによると、アラブルトラベルには、イジりツアー専用のガイドさんだけで十人以上いるらしい……赤字になったら真っ先に削さく減げんされる人員だろうな。

　そして、みちるさんが他の数人をイジり倒す事十数分、

「さてさて、みなさんイジられてばっかりではつまらないでしょうから、何かゲームでもしましょーっ」

　ゲーム？　修学旅行じゃないんだから、わざわざそんな事しなくてもいいと思うんだけど……

「何かやりたい事ある人、いますかー？」

　いやいや、見ず知らずばっかりの人が集まってるこの状じよう況きようで、そんな意見なんて出るはず──

「はい」

「あ、雪平ちゃん、どーぞ」

　あんのかよ……

「こうして同じバスに乗り合わせたのだから、皆みんなで事後紹しよう介かいをするというのはどうかしら」

「いやお前、学校じゃないんだから自己紹介なんて……」

　思わず口を挟んでしまった俺に、ふらのはいつも通りの無表情で言い放った。

「甘草君、どうやら耳が腐くさっているようね。私は事後紹介と言ったのよ」

「は？……事後？」

「ええ、自分のベッドでの衝しよう撃げき的な体験を紹介しあうのよ」

「そんなもん誰だれがすんだ！」

　みちるさんが、すっ、と手を挙げた。

「はいはーい、私は高校生の時、学校の先生に──」

「のるなよ！」

「奏さんがねているあいだに、夏なつ彦ひこさんがうしろのあなを──」

「腐ってる奴やつも黙だまってろ！」

「ベッド？　あ、うちのお母さんは、ムチで打たれると興奮するって──」

「やめろおおおおっ！」

　後ろに座ったショコラと謳歌までまた悪ノリを始めた。こいつら……完全に学校と同じ感じでふざけている。

　こんな事したら、他の乗客の人だって引いちゃうだろ。

「そこのお父さんはどうですかー？」

　そんな俺の懸け念ねんをよそに、ガイドさんが、中年男性にマイクを向ける。いや、そんなの答えるわけないだろ……

「え？　俺？　俺はこの前会社の倉庫で──」

「答えんのかよ！」

　だからあんたらノリよすぎぃ！

「そちらのお姉さんはどうでしょうかー？」

「わ、私はその……実は……小さい男の子相手じゃないと興奮できなくて……」

「アウトォォォォォッ！」

　いやいやいや、だからなんで答えてるんだおかしいだろ……

「じゃあー、もっかい自宅警備員ちゃん、いってみましょーっ」

　再び太めの男性に声をかけるみちるさん。

「お、俺、後三ヶ月で魔ま法ほう使つかいに……」

「それ言わなくていいからああああ！」

　俺の童どう貞ていイジりとはレベルの違ちがう深刻さだった。

「はい、事後紹介のおかげで、とってもアットホームな雰ふん囲い気きになった所で──」

「どこがだ！　目ェ腐ってんのか！」

　……このバス、俺以外にまともな人間が乗っていない気がする。
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「海だーっ！」

「うみですっ！」

　バスの窓に顔を貼はり付けてはしゃぐ謳歌とショコラ。

　そう、ツアーの最初の目的地は海だった。

　この二人はさすがにはしゃぎすぎだと思うけど、実は俺もちょっとテンションが上がっていた。海なんてほんとに久しぶりだしな。

「……」

「ん？　どうした、ふらの」

　隣のふらのが、なんだか青ざめたような表情をしていた。

「……なんでもないわ」

「いや、なんか調子悪そうだけど……車くるま酔よいでもしたのか？」

「……お気き遣づかいどうも。でも酔っているのは車のせいじゃないわ」

「じゃあ何なんだ？」

「甘草酔いよ」

「……は？」

「あなたの顔を見ていると、胃がムカムカしてきてしょうがないんだけど……ねえ甘草君、ちょっとあなたの顔面にゲロ吐はいていいかしら」

「いいわけねえだろ！」

「今日の朝食はイモリの丸焼きだったから、そのまま出てくるかもしれないわ」

「お前一体何食ってんだ⁉」

「ごめんなさい、ヤモリの間違いだったわ」

「あんまし変わんねえよ！」

「全然違うわよ‼」

「なんで逆ギレ⁉」

「謝って」

「は？」

「私の胃の中のヤモリに、『イモリと変わらないなんて言ってすみませんでした』って謝って」

「いや、お前それは──」

「早く」

「……イ、イモリと変わらないなんて言ってすみませんでした」

「あら、意外に素す直なおなのね。これで私の胃の中のイモリも……ん？　ヤモリだったかしら……まあどっちでも大して変わらないわね」

「お前ぶん殴なぐるぞ！」

「そもそもどっちも食べてないしね」

「うがあああああっ！」

　……心配した俺が馬ば鹿かだった。




「よっ……ほっ……」

　設置された脱だつ衣い所で着き替がえを済ませ、波打ち際ぎわで準備体操をしていると──

「奏っち、お待たせーっ」

「奏さーんっ」

「……」

　謳歌、ショコラ、ふらのの三人が、連れ立ってやってきた。

　新調したのか、三人共、前にアクア・ギャラクシーに行った時とは違う水着を身につけている。

　謳歌は、普ふ段だんのイメージの赤とは違い、水色のビキニだった。まったく違う色だったが、これはこれで爽そう快かい感かんがあって謳歌っぽい感じがする。布の部分はやたらと小さく、露ろ出しゆつの多さはいつも通りだった。

　ショコラは、白を基調としたカラフルな感じの水着。普段の衣装はチョコレートっぽいけど、これはパフェって感じだ。チョコレートがショコラなら、パフェはパルフェ？……なんか危険っぽいからこれ以上はやめておこう。

　ふらのは、上下共に真っ黒の水着だった。本人の髪かみや肌はだが真っ白なんで黒いのがより際だって見えている。そして、デザインがやたらに凝こっていてかわいらしい……どうしたんだ？　さっきまでのミニスカートといいこの水着といい、なんかふらのっぽくないな。

「奏っちどうどう？」

「奏さん、かわいーですか？」

「……」

「あ、ああ……三人とも似合ってると思うぞ」

　正直な感想を口にする。

「やった！」

「えへへ」

「……」




　素直に喜ぶ謳歌・ショコラと、無言のまま俯うつむいてしまうふらの。

　まあ、俯いたといっても、いつもみたいな不ふ機き嫌げんオーラは出てないみたいだから大だい丈じよう夫ぶだろう。ふらのも一応女の子だし、いくら俺からでも褒ほめられれば悪い気はしないはずだ。

「奏っち、早く泳ごーよっ」

「あ、お、おいっ……」

　謳歌は、言うが早いか俺を海の中に引っ張っていく。

「奏さんっ、ちくびを丸だしにした男のひとがたくさん泳いでますよっ」

「変な言い方するなっ！」

　ショコラも後ろから背中を押してくる。

「あ、ま、待って……」

　ん？　後ろでなんか、すごいか細い声がしたような──

「おりゃーっ！」

「うわっ！」

　横からいきなり突つき飛ばされて、海面に突っ込んでしまう。

「げほっ、げほっ、お前……」

「あははっ、髪の毛ぴったり貼り付いてる、変なのーっ」

　けらけらと笑う謳歌。

　こ、この子供め……

「だんせいのみなさん……奏さんがぬれています。奏さんがぬれていますよーっ！」

「お前もう帰れよ！」

「すいちゅうなら、もっとぬらしてもわかりませんっ！」

「何の話してんだ⁉」

「髪の毛びよーん。あはは、ワカメみたいっ！」

「うがーっ！　お前らいいかげんにしろーっ」







「く……酷ひどい目にあった」

　約三十分後、謳歌とショコラにさんざん振ふり回されて、うんざりしながら砂すな浜はまにあがる。

　謳歌は「ちょっと泳いでくるね」と言って、オリンピックにでも出られそうな勢いでガチ泳ぎしてるし、ショコラは「たべられそうな貝をさがしてきますっ」と岩場に向かって行った……元気すぎてつきあってられない。

「ったく……ん？」

　見れば、ふらのがしゃがみ込んで何かをやっていた。どうやら砂で何かを作っているらしい。

「……」

「ふらの、それ、なんだ？」

　ふらのの体に遮さえぎられてよく見えないけど……

「パイオツよ」

「……は？」

　ふらのは、ある方向を指差した。

「あそこに、無む駄だにパイオツがでかくて、頭の悪そうなメス豚ぶたがいるでしょう」

　……いや、たしかにおっぱい大きいけど、別に頭悪そうではないだろう。しかもメス豚ってお前……

「あのメス豚のパイオツを模したオブジェを作り、『もげろ』と呪のろいを込めながら思いっきり踏ふみつぶすという遊びよ」

「暗っ！」

「私は全すべての巨きよ乳にゆうを一いつ匹ぴき残らず駆く逐ちくしてやるわ」

　なんでどっかの巨人みたいに言ってんだよ……

「ついでに全ての巨根も根絶やしにしてやるわ」

「なんて⁉」

「甘草君は……安心してよさそうね」

「うるせえ！」

　傷つくんで、股こ間かんをまじまじと見ながら言うのやめてもらえませんか。

「それはそうとふらの、海入らないのか？」

「……」

　一いつ瞬しゆんにして不機嫌そうになったふらのの顔を見て、思い出す。

「あ、そうか。お前、カナヅチだもんな」

　アクア・ギャラクシーでは、思いっきり溺おぼれまくってたしな。

「カナヅチ？　一体何を言っているのかしら。甘草君のアレは工具にたとえると、精々ネジなんだけど」

「お前が何言ってんだ⁉」

　俺の……そんなに小さいのか？

「甘草君、何か勘かん違ちがいしているみたいだけど、私は別にカナヅチじゃないわ」

「いやでも後ろのそれ……ゴムボートだろ？」

　少し離はなれた所に置いてあったのは、しろぶた君型のゴムボートだった。海の家でこんなの貸し出ししてるとは思えないから、おそらくは持参したんだろう。

「ゴムボート？　違うわ、これは豚型のダッチワイフよ」

「そんなわけねえだろ！」

「デブせ……もとい、ブタ専の甘草君にはちょうどいいんじゃないかしら」

「俺はノーマルだ！」

「アレのサイズはとてもノーマルとは言えないみたいだけど」

「しつけええええ！」

　ネタですよね……ネタですよね？

「駄だ目めだ……これじゃいつもと同じだよ……これじゃ駄目だ」

　ふらのはそこで下を向いてぼそり、と何かを呟つぶやいた。内容がよく分からなかったので聞き返そうとしたその時──

「……甘草君」

「どうした？」

　急に、ふらのの雰ふん囲い気きが変わった。

「あ、あの……」

「あの？」

「私は泳げるんだけど……泳げる事は泳げるんだけど……別に泳げる人間がゴムボートに乗ってはいけないという決まりはないと思うの」

「まあ……そうだな」

　どうしても泳げないのを認めたくないみたいなんで、話を合わせておく。

「その……よかったら……よかったら……」

「よかったら？」

　何か、言いづらそうな感じでチラチラとしろぶた君のボートに視線を向けるふらの。

「こ、これに……一いつ緒しよに……乗ってくれたら嬉うれしいな、なんて」

「ん？　悪い、もう一回言ってくれ」

「こ、このゴムボートに一緒に乗って──」

「……悪い、全然聞こえないんだけど」

「…………」

　急に無表情に戻もどったふらのは、近くを通りかかった人に声をかけた。

「……そこのあなた」

　それは、さっきふらのがさんざん馬鹿にしていた、おっぱいの大きい女の子だった。

「え？　私ですか？」

　不思議そうに首を傾かしげる女の子。

「ええ、そうよ。ちょっと危険人物についての情報を教えてあげようと思って。実は、私の隣となりにいるこの男が、あなたを見ながら砂でパイオツのオブジェを作っていたわ」

　この人何言ってんの⁉

「え？……え？」

　困こん惑わくしながら、ふらのの指差した方を見る女の子。

　その先には、無駄にクオリティの高い砂おっぱいが。

「ち、違うんだ……」

　事情を説明しようと、女の子に手を伸のばした瞬しゆん間かん──






【選べ　①女の子のおっぱいを揉もむ

　　　　②ふらののおっぱいを揉む

　　　　③砂のおっぱいを揉む】








「死ね！」

　思わず大声で叫さけんでしまい、それに反応した女の子が、体をびくっ、とさせる。

「甘草君、勝手にパイオツオブジェを作った挙げ句、死ねはちょっとないと思うわ」

「お前マジで黙だまってろ！」

　俺は、襲おそい来る頭痛に耐たえながら、弁解する。

「あ、あの、ごめん。今のは君に言ったんじゃなくて……」

　そして言い訳しながらしゃがみ込み──

「こんな事する自分に対する……罵ば倒とうです」

　砂のおっぱいを揉んだ。

「い……いやあああああ変態いいいいいいいいいっ！」

　女の子は悲鳴をあげながら、ものすごい勢いで駆かけていってしまった。

「な、なんで俺がこんな目に……」

　ふらのが、ぽん、と肩かたに手を置いた。

「甘草君……」

　さすがに申し訳なさそうな表情を浮うかべているふらの。全ての元げん凶きようはこいつだが、反省しているんなら──

「ざまあ（笑）」

「お前そろそろ殴なぐるぞ！……って、ん？」

　そこでふらのは急にトーンダウンして、下を向いてしまう。

「……失礼するわ」

　そのまま、しろぶた君のゴムボートを引きずって歩いていってしまった。

「私の馬ば鹿か……私の馬鹿ぁ……」

　何かぶつぶつ言ってるみたいだけど……相変わらずふらのは意味不明すぎる。




　　　　３




「はあ……」

　俺は砂浜に寝ねそべり、ミッションについて考えていた。

　キス……キスか……一体どうすればいいんだろうな。

　勿もち論ろん、相手が望まないキスなんて強要する事ができないし、万が一俺と進んでキスしてくれる女の子がいたとしても、それをあの三人の前で、というのはハードルが高すぎる。

「やっほー甘草ちゃん」

　そこで声がかかり、思考が中断される。

「ああ、みちるさん……って、うおっ！」

　その姿を見た俺は、思わず声をあげてしまった。

「な、なんちゅう水着きてるんですか……」

　彼女が身につけていたのは、肌はだの露ろ出しゆつがとんでもなく多い水着だった。謳歌も相当なものだったけど、それを遥かに上回る肌はだ色いろ率だ。

「なんていうか、サービスサービスゥって奴やつ？」

　ミサトさんっぽい言い方をしながら体をくねらせる。しかし、出るとこは出てて、引っ込むとこは引っ込んでるという、理想的なプロポーションだった。

　これで、性格がまともだったらさぞかしモテるんだろうにもったいない……この人、もしうちの学生だったら絶対『お断り５おことわりフアイブ』入りしてるだろうな。

「それ、バスガイドの仕事じゃないでしょ……」

　呟きながら、一歩、後ずさった。

「ん？　なーんか甘草ちゃん、私の事避さけてない？」

「いや、そんな事は……」

　あった。別に嫌きらっている訳じゃないけど、この人からは謳歌やふらのと同じ匂においがぷんぷんするからな。できる事なら絡からまずに済ませたかった。

「ほらほら、せっかく水着のおねーさんが傍そばにいるんだから、もっと興奮してもいーんだよ」

　グラビアアイドルみたいなポーズをとるみちるさん。

「水着のおねーさん見てると、ムラムラしない？」

「……しないです」

「水着のおねーさん見てると、オラオラしない？」

「いや、しないでしょ。なんで承じよう太た郎ろうなんだよ」

「水着のおねーさん見てると、奈な良ら奈な良らしない？」

「意味わかんねえよ！」

「水着のおねーさん見てると、奈良づくししない？」

「幕張⁉」

　く……だからこの手の人間の相手は嫌なんだ。ふざけさせておくときりがないから、話題を変えよう。

「あの……ひとつ聞いていいですか？」

「あ、好きなカッターは奈良カッターだよ」

「そんな事誰だれが聞いた！」

「なになに？　お姉さんの３ＦＲＥＥＺＥスリーフリーズでも聞きたいの？」

「サイズだろ！　なんでエコーズなんだよ！」

「にゃはは、甘草ちゃんからかってると面おも白しろいなー」

「く……」

「で、ほんとは何が聞きたかったのかな？」

　やっとまともに話を聞いてくれそうになった。

「あの……俺って、三年前もここに来たんですよね？」

「そだよ。なんか思い出したかな？」

「いや……思い出せそうで、何も浮かんでこないんですよね……みちるさん、三年前の事、教えてもらえませんか？」

「ＹＡ☆ＤＡ」

「へ？」

「やだよーん。っていうか、それは甘草ちゃんが自分で思い出さないと、意味ない事だと思うよー」

「自分で……」

「そうそう。だって──」

　そこで、みちるさんの言葉が止まる。

「およよ？　あれって雪平ちゃんじゃない？」

「え？」

　みちるさんの視線を辿たどり、俺も海の方を向いてみる。

「あ、ほんとだ」

　人がたくさん遊泳しているエリアからちょっと奥に、一人でぽつんと浮いているのは、しろぶた君のゴムボートに乗ったふらのだった。

　ふらのはここからでも分かるくらいに、顔が真っ青だった。別に、そこまで遠くに流されているわけじゃないけど、カナヅチのふらのにとっては大問題だろう。

「なんだろねー。ちょっと様子がおかしいけど」

「あいつ、カナヅチなんですよ……俺、ちょっと行ってきます」

「うわ……甘草ちゃんが、助けるフリして雪平ちゃんにＨな事する気だ」

「しねえよ！」

「うわ……甘草ちゃんが、助けるフリして雪平ちゃんにＨＧな事する気だ」

「意味わかんねえ！」

　なんで助けに行って腰こし振ふんなきゃいけないんだよ……

「うわ……甘草ちゃんが、助けるフリして雪平ちゃんにＲＧな事する気だ」

「あるあ……ねーよ！」

　みちるさんはもっとボケたそうだったが、振り切って海に入る。

「まったく……泳げないくせに何やってんだあいつ」

　人の合間を縫ぬって、しろぶた君ボートまで泳いでいく。

　一定距きよ離りまで近付いた所でクロールを止め、立ち泳ぎで更さらに傍まで寄っていった。

「どうしようどうしようどうしよう……」

　顔面蒼そう白はくになったふらのは、しろぶた君のボートに、必死でしがみついていた。

　俺には全く気が付いている様子がない。

「ふらの、大だい丈じよう夫ぶか？」

「どうしようどうしようどうしよう……」

「おーい、ふらの」

「どうしようどうしようどうしよう……」

　……このままではいつまで経たっても気付きそうにないので、その肩を、とんとん、と叩たたく。

「もしもーし」

「へ？…………………………………………………………あ、あああああああ甘草君っ⁉」

　俺を認にん識しきしたふらのは、もの凄すごい反応を見せた。

「お、おい、あんまり暴れると落ちるぞっ」

　俺のその制止にはっ、となり、体の動きをぴたりと止めるふらの。

「……」

　顔もいつもの無表情になり、一見、平静を取り戻もどしたかに見えた。が、

「なんか、大分怖こわい思いしたみたいだけど、大丈夫か？」

「な、ななな、なな何を言っているのかしららららら。だ、だだだ、だだだだだ、大丈夫よよよよよよ」

「すげえこんなに動どう揺ようしてる人初めて見た！」

「ち、ちちち、ちちちちちょっと風が強くて、流されてしまっただけよよよよよよ」

　……なるほど。流され始めた時点で降りて、自分で泳げばなんて事なかったんだろうけど、あれだけカナヅチじゃそうもいかないよな。

「……ほら」

　手を差し出した。

「……」

　しかし、ふらのは中々握にぎらない。

「……ほら」

　少し強めに促うながすと、おずおずといった感じで摑つかんだ。

「……ありがとう」

　声が小さくて何を言っているかは分からなかったが、震ふるえはおさまっている。とりあえずは落ち着いてくれたみたいだ。

「じゃあ、俺もちょっと乗らせてもらうぞ」

　そのまま、ふらのの後ろに乗り込む。

「ちょっ……な、何してるの？」

「何をって……漕こがなきゃ戻れないだろ」

　押して泳いだんでは、バランスがよろしくない。一いつ緒しよに漕ぐのが一番いい方法だと思ったんだけど……

「う、後ろは駄だ目め……」

「は？」

「な、なんていうか、その……えっちな感じがするから……駄目」

　これもまた声が小さくて、全然聞こえない。

「ふらの、何て？」

「……あなたみたいなゴミクズに背中は預けられないって言ったのよ」

　とんでもない暴言が飛んできた。

「……なんかすんません」

　何が気に障さわったのかは分からないけど、ここで揉もめてもしょうがない。一いつ旦たん着水してから、ふらのの前に乗り込む。

「……」

「えっと……」

「……」

　……なんだろうか、ものすごい視線を背中に感じる。

「……ふらの、俺の背中、何か付いてるか？」

「甘草君、背中にパイオツの入れ墨ずみを入れる気はないかしら」

「いきなり何言ってんだ⁉」

「銭湯に行ったら、ヤク○と間ま違ちがえられて、みんなどいてくれるわよ」

「それ引いてるだけだろ！」

「後、運動会の借り物競走で『背中にパイオツの入れ墨がある人』指定の時、役に立てるわ」

「千年待っても出番ねえわ！」

「違う……違うよ私……せっかく二人きりなんだから……聞かなきゃ……」

　後ろで、深呼吸をする音が聞こえた。

「甘草君……一つ聞いていいかしら」

「ん？　なんだ？」

「…………」

　そのまま黙だまってしまい、中々言い出さないふらの。

「どうした？」

「…………」

　そこから更に黙るふらの。

　しばらくして、ようやく口を開いた。

「その……この間の……事なんだけど」

「この間？」

「そう……神社の夏祭りに行ったでしょう」

「ああ、夏祭りがどうしたんだ？」

「その時に……私や遊王子さんやショコラさんと一緒にいるのが好き……って言っていたじゃない？」

「あ、ああ……」

　たしかにそんな事言ったな……今思えば、大分恥はずかしいセリフだった気がする。でも、なんで今いま更さらそれを蒸むし返すんだ？

「それってやっぱり……そういう事よね」

「？　そういう事って？」

「それってやっぱり……それ以上の感情はないって事よね」

「それ以上って？」

「そ、それ以上は……それ以上よ」

「……すまん。具体的に言ってもらわないと分からない」

「…………」

　またしても黙ってしまうふらの。

　そして、しばらく経ってから、ぼそりと呟つぶやく。

「もう……もう言っちゃおうかな……」

　ふらのは、いきなり俺の背中に顔面を押し当てた。

「お、おいっ、ふら──」

「聞いて」

　その声は、今までふらのが発した事がないような真しん剣けん味みを帯びていた。

「あ、ああ、分かった……」

　ふらのはゆっくりと、しかし、はっきりと言葉を発した。

「その……甘草君は……私の事……私の事……あの……お、女の子としてどう思っ──」

　その時、一ひと際きわ強く風が吹ふいた。

「うおっ！」

「きゃああっ‼」

　バランスを崩くずし、しろぶた君ボートが転てん覆ぷくする。

　当然、俺もふらのも海に投げ出される。

「あちゃー。ふらの、だいじょ──」

「わ、わぷ、わぷ、わぷ、駄目えええ、死んじゃううう！　しんじゃうううう‼」

　……思いっきり溺おぼれていた。

「お、おいおい」

　ばしゃばしゃと水をまき散らしながら暴れるふらの。

「やだあああっ！　助けてえええええ！」

　錯さく乱らん状態のふらのは、俺の背中にぎゅっと、抱だきついてきた。

「お、おいっ！」

　あまりに強く抱きつくもんだから、ふらのの控ひかえめな胸でも、思いっきり感かん触しよくが分かる。

　これはまずいと思い慌あわてて引き離はなそうとするが、ふらのはものすごい勢いで抵てい抗こうした。

「やだあっ！　離れちゃやだあっ！　私溺れちゃうっ！　死んじゃうううううっ！」

　こいつ……絶対気付いてないよな。

「ふらの……」

「やだやだ離さないでっ！　甘草君から離れたら死んじゃううううっ！」

「……ここ、もう浅あさ瀬せだけど」

「………………………………………………………へ？」

　ものすごい間ま抜ぬけな声をあげたふらのは、俺の首筋に抱きついたまま、その場に立ち上がった。

「……足、着くわね」

「……そうだな」

「……溺れないわね」

「……そうだな」

「……離れても、大丈夫ね」

「……そうだな」

「…………」

「…………」

　ふらのはそのまま、ブルブルと震えだした。

「ま、まあ、誰だれでも苦手なもんくらいあぐえええええええっ！」

　思いっきり首を絞しめられた！

「あんな……あんな姿を見られたからには……縊くびり殺すしかないわ」

　どこの宴うたげ先生だよ！

　火事場の馬ば鹿か力ぢから（？）なのか、普ふ段だんのふらのからは考えられない力で絞めあげてくる。

　だ、駄目だ……このままではオとされる。

「や……めろっ！」

「きゃっ」

　俺は体を捻ひねって、なんとかふらのを振ふり解く事に成功した。

「げほっ……ごほっ……」

　し、死ぬかと思った。

　ふらのに文句を言おうと思ったその瞬しゆん間かん──

「うおおっ⁉」

　眼前に、ふらののパンチが迫せまっていた。

　こ、こいつ、また殴なぐって記き憶おくを消す気──

「──っ」

　もう駄目だ、と思い目をつむるが、いつまで経たっても衝しよう撃げきは襲おそってこない。

　おそるおそる目を開けてみると、ふらのの拳こぶしは、正にスレスレで止まっていた。

「……」

　無言のまま拳を降ろすふらの。そして──

「お、おい……」

　ふらのの顔が、俺の胸に付けられる。

「……忘れてちょうだい」

「……い、いや、そんな事言われても」

「お願いだから……忘れてちょうだい」

「ふらの……」

　顔を離したふらのは、しろぶた君ボートを携たずさえて、砂すな浜はまへと向かっていった。

「はあ……」

　相変わらずの情じよう緒ちよ不安定っぷりにため息をつきながら、何気なく下を向いた時、

「ん？」

　クラゲがいた。

　半はん透とう明めいなんでよく見ないと分からないが、けっこう大きめのクラゲが、海面をゆらゆらと漂ただよっていた。

　クラゲって、たしか刺さされるとかなり痛いんだよな。種類によっては命の危険もあるとか聞いた事がある気がする。

　まあでも、この距きよ離りなら避さけて通れば──




【選べ　①クラゲに刺される※数分間だけ全身が強きよう烈れつに痺しびれる　②クラゲに刺される※チン○だけがちょうどいい具合に一生痺れる】




　……やだよ。ちょうどいい具合でもチ○コが一生痺れるなんてやだよ。

　俺が、おそるおそる①を選んだ瞬間──

「うわああっ⁉」

　それまで、ゆったりと漂っていたクラゲが、もの凄すごい勢いで向かってきた。そして、

「ぎゃああっ！」

　太ももあたりを刺され、悶もだえる俺。

　シャ、シャレになんないぞこれは……

「う……く……」

　水中に倒たおれる訳にはいかないので、なんとか砂浜まで歩いていき、ばたりと倒れ込む。

「甘草君？」

　ふらのがそれに気付いて、駆かけ寄ってくる。

「ちょ、ちょっと……どうしたの」

　慌てた感じで俺のすぐ脇わきに座り込むが、口まで痺れている俺は、答える事ができない。

「ど、どうしようどうしよう……」

　ふらのが大おお袈げ裟さに慌てるもんだから、何事かとギャラリーが集まってきた。

　うわ、なんか大事になってきたな。選せん択たく肢しは数分って言ってたから、ほっとけば後ちょっとで痺れもなくなるんだけど……

「わ、私のせいで甘草君が……」

　ふらのが涙なみだ目になっていく。どうやら、さっきの首絞めのせいでどうにかなったと勘かん違ちがいしているらしい。なんとか伝えてやりたいが、まだ口が動かな──

「どいてくださいっ」

　そこでやたらと野太い声がかかって、何者かがギャラリーの間から現れた。

　それは、やたらに短い海パンを着用した、筋骨隆りゆう々りゆうのおじさん。

　恰かつ好こうから察するにどうやら、ライフセーバーらしい。この騒さわぎを見て駆けつけたんだろう。

　そのライフセーバーは、ふらのの反対側にしゃがみ込んで、俺の様子をまじまじと見つめた……どうでもいいけどめちゃくちゃヒゲ濃こいな、この人。

「いかん、大量に水を飲んでいるようだ」

　へ？

「これは……早急に人工呼吸が必要だな」

　い、いや、これ、痺れて声出せないだけだから、別に人工呼吸とかは関係ないんだけど……

「この少年は……私が助けるっ」

　ちょ、ちょっと待てっ、おっちゃんなんか気合い入れて顔近づけてきてるけど、それ必要ないか──

「いくぞ少年っ！」

　ぎ、ぎゃああああああああああああああああっ！




「おええ……」

　吐はき気を抑おさえながら、海の家の脇に設置された、仮設の診しん療りよう所じよから出る。

　医師の話によると、このままツアーを続けても全く問題がないという事だった。普ふ通つうに刺された訳じゃなく、選択肢によるものなので、後こう遺い症しようなどは残らなかったんだろう。

「甘草君……」

　ふらのがいた。どうやら、俺の診察が終わるのを待っていたらしい。

「ごめんなさい」

「え？　いや、診察前に言っただろ？　あれは別にお前じゃなくて、クラゲのせいだから、謝る必要ないって」

「そうじゃないわ」

「へ？」

「私が騒いだせいで、不要なキスをさせてしまってごめんなさい」

「思い出させるなよ……」

　ライフセーバーの唇くちびるとヒゲの感触が蘇よみがえってきて、再び吐き気がこみ上げてくる。

「濃こい沼ぬま茂しげ男お（四十四）と、不要なキスをさせてしまってごめんなさい」

「なんでプロフィールまで調べてんだ……」

「濃沼茂男（四十四）と、不要な唾だ液えきの交こう換かんをさせてしまってごめんなさい」

「嫌いやな言い方するなよ！」

「濃沼茂男（四十四）と、不要な精液の交換をさせてしまってごめんなさい」

「してねえだろ！」

　そこでふと、気がつく。

「あ……これ、達成したんじゃないか」

　俺は、ふらのの前で間違いなくキスをした。

「達成？」

「ふらの悪い、ちょっと確かく認にんしたい事ができた」

　不思議そうなふらのに断りを入れてから、脱だつ衣い所へとダッシュする。

「来てる……」

　携けい帯たいには『神』からのメールが一通。

　期待に胸を膨ふくらませながら開いてみるが──

「ん？」

　それはミッション達成の報しらせではなかった。

《人工呼吸は、人命を救う崇すう高こうな行こう為いであり、キスとは別種の行動とみなされます。よって先さき程ほどの濃沼茂男との口づけは対象外とします……ざまあ》

「なめてんのか！」

《なお、今回のミッションにおけるキスの相手は、生身の女性に限定されます……夏彦とキスとか、馬ば鹿かじゃないですか（笑）》

「うがああああああっ！」

　あまりのおちょくりっぷりに、叫さけびを上げた瞬間──




《キスはちゃんと……好きな人としましょうね》




「……え？」

　どくん。

　その文面を見た瞬間、

「うっ……」

　またしても急激に吐き気が襲ってきた。

「う……うえっ……」

　口をおさえて、トイレまで駆け込む。

「う……あ……かはっ」

　そこで、胃の中のものを全すべて吐き出してしまった。

　さっきのメールの文面の……何が引っかかったんだ？

　キスはちゃんと好きな人と……

　そうだ、この前自分でも同じような事を考えて、同様の吐き気に襲われて──

「あっ……」

　脳のう裏りに、雷らい光こうのような閃ひらめきが走る。

　俺は……俺はたしかに三年前、このツアーで誰だれかと一いつ緒しよの時間を過ごしていた。

　一緒にバスに乗り、一緒に海で遊んで、一緒にカレーを作った。

　楽しかった……とても楽しかった。

　でも……顔も名前も思い出せない。

　記き憶おくの中のその子には、もやのようなものがかかっており、顔が全く判別できなかった。

　バスや海やカレーの思い出にしたって、それをした、という事がなんとなく思い出されただけで、具体的なエピソードに関しては、全く浮うかんでこない。

　それでも直感が告げていた。この子は、俺の失った記憶に深く関係していると。

　誰だ……この女の子は一体誰なんだ？







　幕間　ある三年前の話２
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　天あま上がみ空そら。

　そう名乗った少女は、はっとしたように、俺の頭から手を離はなした。

「あ、ご、ごめんね。いきなり馴なれ馴れしかったよね。私、他ほかの人の頭撫なでちゃうの、ちょっとした癖くせなんだ」

「い、いや、いいんです。その……気持ちいいし」

「そう？　ならよかった」

　天上さんは、にっこりと笑って。再び俺の頭を撫なでた。

「いいこいいこ」

　完全に子供扱あつかいだったが、全く不快感はなかった。

「なんか……お姉さんみたいですね」

　俺のその反応に対して、天上さんは、ちょっと苦笑いをした。

「あはは、私、よく歳の割には老ふけてるって言われちゃうんだよね」

　たしかに天上さんは、とても俺と一歳違いとは思えないような、大人びた雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

「あの、天上さん」

「あ、呼び方、空でいいよ。なんか天上っていう名字、大袈裟すぎて苦手なんだ」

「じゃあ……空、さん」

　おそるおそるといった感じになってしまった。同じくらいの歳の女の子を名前で呼ぶなんて、幼なじみのゆらぎ以外では初めての経験だし。

　空さんは嬉うれしそうに、にっこりと微笑ほほえんだ。

「うん、じゃあ。私も奏かなで君、って呼んでいいかな？」

「ど、どうぞ」

　奏君……奏君か……なんかいいな、それ。

「それで、どうしたのかな、奏君」

「あ、いや……空さん、全然老けてなんかないですよ」

「そう？　お世辞でも嬉しいな」

「お、お世辞じゃないですよ」

「ふふ。ねえ奏君、このツアーの間、仲良くしてくれる？」

「あ、は、はい、もちろんっ」

「よかった」

　空さんはにっこりと微笑んだ。

　それから俺達は、バスの中で他愛もない事を話した。空さんは別段面おも白しろくもない俺の話をにこにこしながら聞いてくれたし、自分の事も話してくれた。

「……人間観察？」

「うん」

　趣しゆ味みの話になった時、空さんの口から出たのはそんな単語だった。

「なんか変わった趣味ですね」

「うん、よく言われる。でもね、君に声を掛かけたのも、この趣味があったからなんだよ」

「人間観察ですか？」

「そう。ガイドさんと話してるの見てて、すぐに分かったんだ。この人は、ものすごく純じゆん粋すいな人だな、って。それで、お友達になれたらな、って思って話しかけてみたんだけど……ふふ、予想よりずっと純粋だったね」

「そ、そうですか？」

　頷うなずきながらにっこりと微笑む空さん。

　俺は、なんだかその笑顔を直視する事ができずに、俯うつむいてしまった。




　そして、バスは最初の目的地である海に辿たどり着いた。

　お袋ふくろと親父おやじは、相変わらず二人っきりでベタベタしているんで、ほっといて俺は一人、砂すな浜はまで準備運動をしていた。

「あ、いたいた、奏君だ」

　背後から声をかけられて、そちらを振ふり返る。

「う……」

　思わず呻うめきが漏もれてしまう程に、その水着姿は美しかった。

　純白のワンピースタイプの水着は、空さんのイメージにぴったりだったし、青い髪かみとのコントラストも素す晴ばらしい。

　俺は、思わずじっと見つめてしまった。

「あ、あの……そんなに見られると、ちょっと恥はずかしいかな」

「ご、ごごご、ごめんなさいっ！」

「あ、そ、そんなに謝らなくてもいいよ……女の子としては、嬉しいし」

「すごく……似合ってると思います」

「ほんと？　ありがとう」

　似合ってるどころか、その辺のグラビアアイドルなんか相手にならないくらい、かわいかった。

「あーっ！　天上ちゃんと甘あま草くさちゃんがイチャイチャしてるっ！」

　そこへガイドさんが現れた。

「べ、別にイチャイチャなんか……ぶっ！」

　振り返った俺は、思わず吹ふき出してしまう。

「ガ、ガイドさん、な、なんて恰かつ好こうしてるんですか……」

　その水着は、とんでもなく露ろ出しゆつが多かった。

「なんて言うの？　サービスサービスゥって感じ？」

　ミサトさんみたいな言い方をして、グラビアアイドルっぽいポーズをとりだすガイドさん。

　この人……バスガイドの仕事をなんだと思ってるんだろう。

「というか甘草ちゃん、ガイドさんなんて水くさいなー。みちるでいいよん」

「そ、そうですか……」

「ま、お邪じや魔ま虫はいなくなるからさ、お二人でごゆっくり……むふふ」

　みちるさんは、世話好きのオバチャンみたいな感じで去っていってしまった。

「……あの人、一体何しにきたんですかね？」

「はは……おもしろい人だよね」

　苦笑いする空さん。

「あ、そうだ、奏君」

　そこで空さんは、雰囲気を変えるように、ぽん、と手を打った。

「一緒に砂のお城作らない？」

「あ、いいですね」

　空さんの提案に従って、城を作り始める。

「ここは……こんな感じでいいですか？」

「わー、奏君、上手だね」

「ここはもうちょっと削けずった方がかっこいいかもです」

「あ、ほんとだ。すごいすごい」

　自分で言うのも何だけど、俺は結構器用な方なんで、完成した城は、なかなかのクオリティを誇ほこっていた。

「これでよし……と。空さん、どうですか、これ」

「うん、すっごい綺き麗れい。奏君よく頑がん張ばったね、いいこいいこ」

　空さんは、またしても頭を撫でてきた。

「あ、顔に泥どろついちゃってるよ」

　そして、反対側の手で、俺の頰ほおについた泥を拭ぬぐってくれる。

「うん、やっぱり遠くまでお出かけして遊ぶのって……楽しいよねっ」

「う……」

　空さんのその表情を見た瞬しゆん間かん、俺の胸の中に、未知の感情が湧わき起こった。

　なんだか、むずがゆくて、もどかしくて、切なくて、それでいて……燃えるように熱い。

　この気持ちは……一体何なんだろう。
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　第三章　不幸助平～アンラッキースケベ～
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「はーいみなさん、旅館ですよーっ」

　バスが宿の前に到とう着ちやくし、やかましいくらいにみちるさんの声が響ひびく。

　俺は……ここにも来た事があるんだろうか。

　結局、海で思い出しかけた女の子についての記き憶おくは、それ以上蘇よみがえってくる事はなかった。

　旅行の日程はまだ二日残されている。その過程で何か思い出せればいいんだけど……

　そして、ミッションの事も考えなくちゃならない。海でのメールで、明確に女性というターゲットが指定されてしまい、達成が更さらに遠のいているこの現状……気が重くなってきたな。

「うわー、おっきーいっ！」

「すごいですっ！」

「……たしかに、これは中々ね」

　三人の声で、意識が引き戻もどされる。

　そのリアクションが示す通り、ただで泊とまってしまうのが憚はばかられるような、重じゆう厚こうな佇たたずまいの旅館だった。

　パンフレットによると、露ろ天てん風ぶ呂ろがウリの一つらしい。

　うだうだ考えてても解決するもんでもなし……浸つかって気分転てん換かんでもするか。




　部屋に荷物を置いて、浴場に向かう途と中ちゆう、

「お、甘あま草くさちゃーん」

　みちるさんがあらわれた。

　なんか、ＲＰＧのモンスターみたいな言い方になってしまったが、この人の場合、その表現でも間ま違ちがってない気がする……できればエンカウントしたくなかったし。

「ちょいとちょいと、お兄さん」

　下げ卑びた感じの笑えみで、手招きするみちるさん。

「ちょっと耳よりな情報をゲットしたんだよん」

「耳より？」

「そうそう……誰だれもいないよね」

　あたりをキョロキョロしだすみちるさん。誰かに聞かれたらまずい話なんだろうか？

「ここの女将おかみさん……最近、ちょっと耳が遠くなってきたんだって」

「どうでもいいわ！」

　耳よりじゃなくて、ただの耳の情報だろそれは……

「あはは、じょーだんじょーだん、ほんとに耳より情報があるんだよ」

　みちるさんは、無む駄だに溜ためを作ってから、呟つぶやいた。

「実はここ……混浴じゃないんだって」

「……だから？」

　果てしなく、だから？　としか言いようがない状じよう況きようだった。

「いやね、甘草ちゃんが『温泉といえば混浴だぜ、ゲベベ……』とか期待してたらショック受けちゃうだろうから、早めに教えといてあげようかなー、って」

「俺の事なんだと思ってるんだ！」

「性せい欲よくの塊かたまり」

「ひでえな！」

「でもでも、甘草ちゃんに限らず、男子高校生ってみんなそんなもんじゃない？」

「いや、それは暴論すぎるでしょ……」

「男子高校生って、女の子の裸はだかと、由美かおるの入浴シーンの事しか頭にないんでしょ？」

「後ろ渋しぶすぎるわ！」

　疲つかれる……この人の相手、マジで疲れる。

「まあとにかく、ここは混浴じゃないんだから、女の子の裸を見たかったら覗のぞくしかない訳じゃん？」

　何言ってんだこの人……

「そこで甘草ちゃんに、これを授さずけよー」

　みちるさんが懐ふところから取り出したのは──

「こ、これは……」

『女の子の入浴を覗く為ための十の方法～これで君もユゲユゲキングだ～』

　……なんで旅先でまでこれなんだよ。

「あれ？　どしたの？」

「いや、なんでもないです……」

　この人の性格からして、どうせ拒きよ否ひしても無理矢理見せつけてくるだろうな。

　ため息をつきながら、いつも通り、要点がまとめられたページに目を通す。




《①　のび○さんのエッチ！》

　いきなりこれか……国民の誰もが知ってる光景だけど、覗く方法でもなんでもない。

《解説　実は、これがやりたかっただけなんですけど、残り九個、どうしましょう？》

　知るか！　完全に出オチじゃねえか！

《②　堂々と覗く》

　いやいやいや……何言ってんだ捕つかまるから。

《解説　もしばれたら、『お前だって俺のチン○見たんだからおあいこだ』と言ってやりましょう》

　フルチンで覗いてたのかよ！

《③　男湯の壁かべをよじ登って覗く》

　ああ、マンガとかでよく見るアレだな。そんで、女の子にバレて、桶おけ投げられたりするテンプレ的な行動だ。

《解説　これを試ためす時は、後ろに気をつけないと掘ほられます》

　なんでホモがいるの前提だ！

《④　偶ぐう然ぜんを装って覗く》

　俗ぞくに言う、ラッキースケベを意図的に引き起こそうって事だな。

《解説　『わ、わわわ、悪い！　まさか女のお前が、女湯に入ってるとは思わなかったんだ！　わざとじゃない！』》

　わざとじゃねえか！

《⑤　透とう明めい人間になる薬を飲んで覗く》

　もう無茶苦茶だな……そんな事言ったらなんでもアリだろうに。

《解説　ただし、この薬はチン毛だけは消すことができないので、大変な事になります》

　誰が使うか！

《⑥　透明人間になる薬（改）を使って覗く》

　チン毛はちゃんと消せるんだろうな……

《解説　ただし、この薬はチン毛だけしか消す事ができないので、大変な事になります》

　ただのチン毛剃そった奴やつじゃねえか！

《⑦　透明人間になる薬（真）を使って覗く》

　（改）とか（真）とか、もう訳わかんないな……

《解説　この薬を使うと、真性包○になります》

　もう透明人間関係ないじゃねえか！

《⑧　透明人間になる薬（独）を使って覗く》

　独ってなんだ？

《解説　この薬を使うと、体ではなく存在感が消えるので、ぼっちになります》

　だから誰が使うか！

《補足　あっ、あなたにはこの薬、必要ありませんよね》

　ケンカ売ってんのか！

《⑨　透明人間になる薬（ファイナル）を使って覗く》

　やっと終わるのか……

《解説　こいつは、完全に体を消し去る事ができます》

　お、さすがはファイナルっていうだけはあるな。

《補足　しかし、チン○に関してだけは欠点があり、平常時のチン○しか消せませんので、おっきくなった時点で、そこだけ透明じゃなくなります》

　意味ねえええええ！

《⑩　ス○夫さんのエッチ！》

　最初と同じネタで被かぶせてきたか……でもなんでスネ○？

《ｂｙジャイ○ン》

　やめろおおおおお！

「どうだった？」

「いや、クソの役にも立たないですけど……そもそも覗く気なんてありませんから」

　うんざりしながら、本をみちるさんに返す。

「えー、なんでなんで？　甘草ちゃんって、女の子の裸に興味ないの？」

「いや、ない事はないですけど、それとこれとは別問題でしょう」

「つまり、甘草ちゃんはホモだと」

「人の話聞けよ！」

「女の子の方が好き？」

「当たり前だ！」

「だよねえ～」

　そこで、意味ありげな表情になるみちるさん。

「ま、それはともかくここの露天風呂、気持ちいいから早く入ってきたらー？」

「まあ……元からそのつもりですけど」

　みちるさんが余計なちょっかいをかけて来なければ、もうとっくに湯に浸かっていただろう。

「そっかそっか。それじゃー、楽しんできてねーん……むふふ」

　なんだか怪あやしい笑みを浮うかべる。

「それじゃーねー、ばいびー」

　みちるさんは、ひらひらと手を振ふって、去っていってしまった。

「まったく……一体なんなんだよ、あの人は」

　なんかろくでもない事企たくらんでるような顔だったけど……考えすぎか？




　　　　２




　浴場の前まで辿たどり着き、『男湯』と書かれた暖簾のれんをくぐる。

　まだ早い時間帯という事もあってか、他ほかに利用客はいないようだった。

　シャワールームで体を洗ってから、扉とびらを開けて外に出る。

「おお……」

　ウリの一つとして謳うたっているだけあって、相当本格的な露ろ天てん風ぶ呂ろだった。眼下に広がる街の風景も、中々に壮そう観かんだ。

　さっそく湯船に体を浸つからせる。

「はあ～」

　なんかおっさんみたいな声が漏もれてしまった。いや、これは気持ちいいな。

　思わず鼻はな唄うたでも口ずさんでしまいそうになる。正に極ら──

「────」

　そこで、微かすかに人の声が聞こえてきた。誰かが入って来たみたいだ。

　一いつ緒しよにバスツアーに参加している誰かかもしれない。まあ、こんないいものを独ひとり占じめしてるのはもったいないし、ちょっと話でも──

「おおー、ひろいですっ」

「すごーい！　ほんものの露天風呂だーっ！」

「……この間も言ったけど、あなた達、少しはしゃぎすぎよ」

「…………え？」

　……なんだろうか、今、とても……とても聞き慣れた声が聞こえてきたような。

「えー、ふらのっちだって水みず鉄てつ砲ぽうとか持ち込んでるじゃん」

「そ、それは……」

「これだけひろければ、それであそんでもだいじょーぶそうですっ」

　……………………………………………………………………………………………なんで？

　間ま違ちがいない。この声は間違いなくショコラと謳おう歌かとふらのだ。

　おかしい……どう考えてもおかしい。俺は確かに『男湯』と書かれた暖簾をくぐったはずだ。

　そこで、さっきのみちるさんの怪しい笑みが脳のう裏りに浮かんで来た。

『そっかそっか。それじゃー、楽しんできてねーん……むふふ』

　まさか……まさかあの人……暖簾を……入れ替かえたのか？

　もしそうだとしたら、今俺がいるのは…………女湯？

　顔面から一気に血の気が引いていった。

　ま、まずいだろこれっ！

「あれ、誰だれかいるのかな？」

　俺の気配に気付いたらしい謳歌が、疑問の声をあげる。

「だ、誰もいません……って何言ってんだ俺！」

「……俺？」

　うおお！　つい声出しちまった‼

「なんか……聞いた事あるような声だなー」

　ヤ、ヤバいっ！

「……もしかして……奏っち？」

　じゃばじゃばとお湯をかき分け、こっちに近付いて来る謳歌。

　だ、だだだ大だい丈じよう夫ぶだ落ち着け！　まだあわてるような時間じゃない。オレたちは強い。谷や沢ざわはまるで成長していない。

　混乱のあまり、よく分からない思考が頭の中を巡めぐっていた。

　そうしている間にも、謳歌はどんどん接近してきている。ヤバい、マジでヤバいぞこれ、ど、どうにかしないと犯罪者に──






【選べ　①女によ体たい化してやり過ごす　　　　　　　　※三十分で元に戻もどる

　　　　②オネエ化してやり過ごす　　　　　　　※三十分で元に戻ると思われる

　　　　③温泉そのものと化してやり過ごす　　　※三十分で元に戻るかもしれない】








　なん……だと。

　おちょくってるのかこいつ……おちょくってるんだろうな。

「ぐううっ」

　早くも相当な頭痛が襲おそってくる。

「むむむ……やっぱり奏っちの声だ」

　更さらに近付いてくる謳歌。も、もう時間がない！

　断腸の思いで①を選んだ直後……俺の体は、女の子のものに変わっていた。

「……」

　セミロングになった髪かみを触さわる。やたらにつるつるになった肌はだを触る。非常におっぱいおっぱいしているおっぱいを触る。

「…………」

　気持ち悪い……感かん触しよくは気持ちいいのに気持ち悪い……うう。

　大丈夫だ。人生で女体化したのはまだ三回目だ。人間、生きてればこんな事もたまには……ねーよ。

「あれ？　女の子だ」

「ひっ」

　謳歌の声がして、間かん一いつ髪ぱつで目をつむる。

　あ、危なかった……別に女体化したからといって、謳歌達の裸はだかを見ていいわけじゃないし、なんとかこのまま出口まで向かわなければならない。

「ねえねえ、今ここに男の子いなかった？」

「い、いえ……俺……じゃなくて、わ、私しか、い、いませんでしたよ」

「おっかしーなー」

「遊王子さんの聞き間違いじゃないかしら」

　ふらのの声が近付いてきた。

「甘草君にそんな度胸があるわけないでしょう」

「うん、奏っちがそんな事するはずないんだけど……でもたしかに声が聞こえたんだよなー？」

「きっと今いま頃ごろ、部屋で有料チャンネルを見ながら、激起きびんびん丸まる状態よ」

「勝手に決めつけるな！」

「「え？」」

　ふらのと謳歌が、同時に疑問の声をあげる。

　し、しまった！　思わず反射的にツッコんでしまった。

「な、なんでもないですのことよ、オホホ……」

「「……」」

　まずい……怪しまれているのが、空気で伝わってくる。

「ところであなた……なんで目をつむっているのかしら？」

　当然の疑問だった。

「う……あ、あの……その……」

　必死に言い訳を模も索さくするが、中々浮かんでこない。

　そして、追い詰つめられた俺の脳が出した結論は──

「今こ宵よいは……常とこ闇やみに包まれて世界の深しん淵えんを肌で感じていたい気分なんです」

「……なるほど……病気なのね」

「おー、なんかかっちょいー」

　謳歌は理解していないようだけど、なんとかこのまま厨ちゆう二に病というキャラ設定で乗り切るしかない。

　そこへ、脳天気なショコラの声が割り込んできた。

「あれ？」

　な、なんかヤバそうな予感が……

「あ、かな──」

「きゃーっ‼　うおーっ‼　わーっ‼　ぎゃーっ‼」

　そのセリフを、あらん限りの大声で遮さえぎる。

「「……」」

　ま、まずい……謳歌とふらのに更に怪しまれた。

「あ、あはは……ス、スーパーワギャンランドッ！　わーっ！　ぎゃーっ！」

　……我ながら、意味不明すぎるごまかし方だった。

「「……」」

　ちょっとした沈ちん黙もくの後、ふらのが一言。

「あなた……ちょっと残念な人なのね」

　なっ……

　ものすごい衝しよう撃げきが襲ってきた。ふらのにそんな事を言われたら……人として終わりだ。

「……なんだか、すごく失礼な事を考えているようなオーラを感じるんだけど」

　ふらのがジト目で睨にらんでくる（雰ふん囲い気きから察知）。

「あれ？」

　そして、横から謳歌の不思議そうな声が。

「あれ？　きみ、どっかで見た事あるよーな……」

　ま、まずい！　そ、そういえば前にアクア・ギャラクシーで、恐きよう怖ふにより幼児化した謳歌と、女体化した状態でガッツリ絡からんだ事があるんだった。

　その時の記き憶おくは謳歌にはないはずだけど……再び間近で見た事で、思い出しつつあるのかもしれない。

「き、気のせいじゃないでしょうか……」

「そっかなー。あたし、一度見た人は大体忘れないんだけどなー」

「あ、あの……私、そろそろのぼせてきたんでこれで……」

　そう言って体の向きを変え、出口の方へ向かおうとした時、

「きゃっ！」

　胸が、誰かの体に当たって、よろめいてしまった。

「……あなた」

　なぜか、底冷えのするような声が響ひびいて来た。まずい……ぶつかったのはふらのだったか。

「あ、ご、ごめんなさ──」

「あなた……随ずい分ぶんとけしからんパイオツをしているわね」

「へ？」

「あ？　ちょっ……」

　次の瞬しゆん間かん、ふらのの手が、俺の胸を鷲わしづかみにしていた。

「や、やめてくださ……あっ……」

　そのまま遠えん慮りよなく俺の胸を揉もみしだくふらの。

「おまけに感度良好……ますますけしからんパイオツね」

「や、やめてえ……」

　肌を通して強きよう烈れつな憎ぞう悪おの念が伝わってくるが、その手つきはあくまでソフト……やだ、気持ちいい。

「あ、面おも白しろそう。あたしもやるやるーっ！」

「え、ちょっ……」

　そこで謳歌が反対側の乳を揉み出した。

「むふふ……うりうりっ」

「あ……は……んっ」

　こちらは、テクニカルなふらのの揉み方とは違い、やたらに荒あらっぽく触ってきた。

「あ……う……そんな激しく……」

　しかし、それは決して不快ではなく。言うなれば子供に揉まれているような感じで……なんか奇き妙みような感覚が襲ってくる。

「あはは、反応おもしろーいっ」

　もしかして……これが母性本能？

　って、何考えてんだ俺は⁉

　だ、駄だ目めだ！　もうこれ以上は、男として再起不能な領域に踏ふみ込んでしまう。

「も、もうやめてーっ！」

　俺は、両手をばたつかせて、二人をどけようとしたが──

　ふよん。

　ぺたん。

　左右の手のひらが、異なる感触を観測。

　こ、これは……

「およ？」

「……あら」

　紛まぎれもなく……おっぱいだった。

「す、すすすすす、すんませんでしたああああああーっ！」

　目をつむったまま、温泉に全身を浸つからせて土下座する俺。ふ、不ふ可か抗こう力りよくとはいえ、とんでもない事をしてしまった。

「ん？　なんでそんなに謝るの？」

「……そうね。あなたのデカパイは確かに罪だけど、別に土下座までする必要はないわよ」

　謳歌とふらのは、訳が分からないといった感じだった。

「い、いや、それは──うおっ⁉」

　急激な、浮ふ遊ゆう感かん。

「よい……しょっ……」

　……ショコラ？

　ショコラが、なぜか急に俺をおんぶしていた。

「ショコラっち、どしたの？」

「……このひと、のぼせてますから、ちょっと外につれていきます」

「そういえば、顔が真っ赤になってるわね……ちょっとイジりすぎたかしら」

　そのまま、ざぶざぶとお湯をかき分けながら、出口へと向かっていくショコラ。

「は、はああ……助かった」
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　ショコラにおぶわれながら、安あん堵どのため息をつく俺。

「あ、ありがとな、ショコラ。でも、できるならもうちょっと早く助けてくれればよかったのに」

「……おっぱいはだめです」

「は？」

「わたしはさいしょ、ふらのさんと謳歌さんにおっぱいをもまれる奏さんを見ながら、せいべつをはんてんさせて、夏なつ彦ひこさんにちくびをもてあそばれる奏さん、というじょうきょうをもうそうして楽しんでいました」

「そんな事してたのかよ！」

「でも……だめです」

「何が？」

「奏さんが謳歌さんとふらのさんのおっぱいをもむのは……だめです」

「も、揉むってお前……あれは事故だし、少し触さわっちゃっただけで……」

「それでもだめです」

　むー、と、むくれた感じの声を出すショコラ。

「もむなら、わたしのおっぱいにしてください」

「ぶっ！……な、なに言ってんだお前！」

「奏さんがもんでいいのはわたしのおっぱいだけで、奏さんのおっぱいをもんでいいのは夏彦さんだけです」

「何言ってんだお前⁉」

「……ちょっとふざけてしまいましたが、わたしはほんきです」

　そこで、俺を背負うショコラの手に、ぎゅっ、と力が込められた。

「ショコラ？」

「わたし……いけないとわかってても、やっぱりしっとしちゃいます……やっぱり……奏さんがだいすきです……」

「ショコラ……」

　肌はだを通して、その想おもいの強さがひしひしと伝わってくる。

　でも……でもやっぱり今は、その気持ちに応こたえるわけにはいかない。




　　　　３




「し、死ぬかと思った……」

　なんとか女湯から脱だつ出しゆつできた俺は、ぐったりしながら脱衣所から出る。なぜか、脱ぬいだ浴衣ゆかたが女の子の服装に変わっていたんで、今の俺の恰かつ好こうは超ちようミニスカート……泣きたい。

　そのまま人目を忍しのんで男子トイレへ。その個室で待機する事数分。

「うっ……」

　急激に一いつ瞬しゆんだけ意識が遠くなり──

「も、戻もどっ……た」

　俺の体は、無事に男のものに戻っていた。

　個室から出て、鏡で姿を確かく認にんする。服装もちゃんと元着ていた浴衣に戻っていた。

「は、はああああ……」

　安あん堵どと疲ひ労ろうが入り交じったため息が漏もれる。

「なんでこんな目に遭あわなきゃならないんだ……」

　げんなりしながらトイレから出る。

「あ、甘草ちゃんやっほー」

　元げん凶きようが、目の前に現れた。

「やっほーじゃないっ！　何を考えてんだあんたはっ！」

「ジョジョの各部ボスで誰だれが一番かっこいいか」

「どうでもいいわ！……いや、それは全然どうでもよくないな」

　俺も何回か考えた事あるし。

「でしょでしょ？　みんな甲こう乙おつつけがたくて、考えると夜も眠ねむれなくてさー」

　ここからは具体名が出そうなんで、未読で知りたくない人は聞かない方がいいかもしれない……って、誰に言ってんだ俺。

「まあ、たしかにみんな魅み力りよくありますからね」

「だよねだよねー」

　みちるさんは、満足そうに頷うなずいて指を折り始めた。

「ディオ、カーズ、ＤＩＯ、吉き良ら、ディアボロ、プッチ神父、あとオバマ」

「なんか違ちがうの混ざってますけど⁉」

「まあこの件に関しては、もっとじっくり考える必要がありそうだね」

　そこでみちるさんは、にやり、と口くちの端はしをあげた。

「で、甘草ちゃんは、遊ゆう王おう子じちゃん達のおっぱいの事しか考えてない、と」

「いや触ってねえから！……はっ⁉」

「触った？」

　みちるさんの口の端が、つり上がった。

「ほう……ほうほうほう……これは俗ぞくに言う、自じ爆ばくという奴やつじゃないのかね」

「う……」

　な、なんたる失態か。思わず、余計な事を口走ってしまった。

「なんだい甘草ちゃんも意外にやるねえ～。私はせいぜい見るのが精せい一いつ杯ぱいと思ってたのに、まさかパイタッチまでいっちゃうとは」

「い、いや、さっきのは言い間違いで、別に触ってなんか──」

「で、誰のが一番おいしかった？」

「なんで吸ったみたいになってんだ！」

「にゃはは、冗じよう談だん冗談」

「く……ってか、怒おこってる最中だった。みちるさん、なんであんなふざけた真似まねしたんですか！」

「じれったいから」

「は？」

「だって、あんなに露ろ骨こつなのに甘草ちゃん、気がついてないんだもんさー」

「露骨？　なんの話です？」

「うわー、うわー。かわいそー。三人ともかわいそー。うわー。うわー」

「だから、かわいそうって何がです？」

　みちるさんは、呆あきれたように大おお袈げ裟さにため息をついた。

「鈍にぶい、鈍すぎるよ、甘草ちゃん。どうしちゃったのさ。三年前のあの子の時は──」

「あの子？」

「……あ」

　みちるさんは、しまった、という表情を浮うかべて、口に手をあてた。

「あの子って誰です？」

　それは間違いなく、海で脳のう裏りに浮かんで来た女の子の事だろう。

「し、知ーらない」

　……明らかに目が泳いでいる。

「みちるさん、その子の事教えてくださいっ」

　俺は、思わずみちるさんの肩かたをがっちりと摑つかむ。

「お願いです、みちるさん」

　そのまま、みちるさんの方に一歩にじり寄った。

「あ、甘草ちゃん、痛いよ……」

「あ……ご、ごめんなさい」

　興奮して、力が入りすぎていたらしい。みちるさんの肩から手を離す。

「初めてなんだから……やさしくして」

「あんた何言ってんだ⁉」

「大だい丈じよう夫ぶ、甘草ちゃんのがどんなに小さくても、私は気にしないから」

「だから何の話してんだ⁉」

「大丈夫、十秒で終わっちゃっても、私は気にしないから」

「そんなに早くねえよ！」

　く……

「みちるさん……俺、真ま面じ目めに聞いてるんですけど」

「あらら、ごめんごめん。じゃあ、私もマジレスしよっか」

　みちるさんの顔つきが、変わる。




「甘草ちゃん……世の中には、思い出さない方が幸せな事もあるんだよ」




「え？」

「じゃーねー、ばいばいびー」

「あ、ちょっと──」

　一瞬にして、いつものふざけた感じに戻ったみちるさんは、止める間もなくそのまま歩いていってしまった。

「思い出さない方が……幸せな……事？」

　俺自身の体の拒きよ絶ぜつ反応や、みちるさんの態度からして、俺とその女の子の間に……何か、よくない出来事が起こったのは間違いない。

　たしかにみちるさんの言う通り、何も思い出さない方がいいのかもしれない。そんなに嫌いやな記き憶おくなら、このまま忘れていた方がいいのかもしれない。

　でも……でも俺は──






【選べ　①人前で自分のハナクソを食べる

　　　　②人前で自分のハナ水を飲む

　　　　③人前で自分のハナ毛を愛めでる】








　……シリアスぶち壊こわすの、やめてもらえませんか。







　幕間　ある三年前の話３
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　一日目の宿しゆく泊はく先は、いかにも老舗しにせという感じの、雰ふん囲い気きがある旅館だった。

　俺は、浴衣に着き替がえてウリであるらしい露ろ天てん風ぶ呂ろへと向かっていた。

「あ、奏かなで君」

「お、甘あま草くさちゃんじゃん」

　そこへ、同じく浴衣姿で露天風呂へ向かおうとしているらしい空そらさんとみちるさんが。

「どうどう？　はだけた姿のお姉さんって興奮しない？」

　みちるさんがわざと胸むな元もとを強調させて、体をくねくねさせる。

　この人、顔はすごい綺き麗れいなのに、なんでこんななんだろう……

「いや……俺、そういうの興味ないですから」

　興味ない訳がなかったけど、なんとなく、空さんの前で他ほかの女の人にデレデレした態度を取りたくなかった。

「うわ、聞いた天上ちゃん？　甘草ちゃん、ホモなんだってさ」

「なんでそうなる⁉」

「だってだって、甘草ちゃんの年ねん齢れいで、女の子に興味ないわけないじゃーん。ねえ、天上ちゃん」

「あはは……私はノーコメントで」

　苦笑いを浮かべる空さん。

　あ、ちょっと困った顔もかわいいな。

「ほほう……にゃるほど」

　そんな俺の様子を見ていたみちるさんは、空さんの方に向き直った。

「ところで天上ちゃん」

「なんですか？」

　急に、いやらしい笑えみを浮かべるみちるさん。

「姉ちゃん、ええケツしとるのう」

「ひゃうっ！」

　そしていきなり、空さんの尻しりを撫なで回した。

「な、何するんですか……」

「いやね、甘草ちゃんが、天上ちゃんのお尻しり触さわりたそうな顔してたから、私もつい」

「な、何言ってんだ！」

「およ？　天上ちゃんのお尻、触さわりたくないの」

「そ、そりゃ、触りたいに決まって……何言わすんだ！」

　こ、この女……

　俺は、みちるさんを思いっきり睨にらみつけた。

「ひいっ！　犯おかされるっ！」

「犯すか！」

「ひいっ！　殺されるっ！」

「殺すか！」

　両手で口を押さえて怯おびえたようなポーズをとるみちるさん。

「うわっ……私の年収、低すぎっ……？」

「それは知らねえよ！」

　く……

「むふふ、それじゃこの辺で、お邪じや魔ま虫は退散するとしますかにゃー」

　言うが早いか、みちるさんは体をくねくねさせながら、独りで歩いていってしまった。

「まったくあの人は……」

「面おも白しろいよね、みちるさん」

「積極的に絡からみたくはないですけどね……」

　クラスにも大体一人はいるんだよな、見た目はいいのに行動が変で、異性から引かれるような奴やつが。まあ、俺には関係ない話だけど。

　……そんな事考えてる場合じゃないな。空さんに弁明しておかなくては。

「あ、あの……」

「どうしたの？」

「さ、さっきの、噓うそですからね」

「さっきのって？」

「その……俺が、空さんのお尻触りたいなんて……」

　空さんは、俺の言葉には答えずに、なぜか穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「ねえねえ、奏君」

「な、なんですか？」

「いっしょにお風ふ呂ろ入ろっか？」

「ぶっ！」

　たまらず吹ふき出してしまう。

「なっ……ななな、何を──」

「ふふ、冗じよう談だんだよ」

　空さんは、にっこりと微笑んでみせた。

「奏君、素す直なおだからからかってると楽しくて」

「むう……」

　そして楽しそうに、俺の頭を撫でた。

「いいこいいこ」

「……子供扱あつかいしないでください」

「ふふ……でも、奏君と一いつ緒しよにいると楽しいのはほんとだよ。とっても話しやすいし。奏君、女の子にモテるでしょ」

「……モテる……か」

「どうしたの？」

　……この機会にちょっと聞いてみるか。

「あの、空さん」

「何かな？」

「ちょっと変な事聞いていいですか？」

「うん、どんな事だろ？」

「……告白とかされた事あります？」

「告白？　どうしたの、急に？」

「実は俺……全然自じ慢まんとかじゃないんですけど、女の子に結構告白されるんです」

「あ、やっぱりそうなんだ」

「……でも……悪いとは思うんですけど、全部断ってるんです」

「そうなの？　なんで？」

「俺……好きとかそういうの、正直理解できないんです……そんな状態で受け入れるのはなんか失礼な気がしちゃって……」

「そうなんだ。まあ、そういう感覚は、女の子の方が進んでるっていうし……中学二年生の男の子だと、まだ分からない子もいるかもしれないね」

　女の子の方が進んでる……か。

「じゃあ空さんは……空さんは誰だれかを好きになった事、あるんですか？」

　そこで空さんは、なぜだか少し寂さびしそうな笑みを浮うかべて、言った。

「ないよ」

　そうなんだ……その言葉に、なんだかほっとしている自分がいた。

「でもね……私は恋れん愛あいにとても憧あこがれてるんだ」

　空さんは寂しそうな顔をしたまま、続ける。

「恋愛って素敵だよね。互たがいに好き合ってる男女が、一緒に話をして、一緒に遊んで、一緒に住むようになって、一緒に子育てして、一緒に歳をとっていく。私もいつか……経験してみたいな」

　その空さんの横顔は、今までよりもさらに大人びて見えた。

「あ……な、なんか恥はずかしい事言っちゃったね、い、今の忘れてね、はは……」

　まじまじと見つめている俺に気がついた空さんは、少し顔を赤らめた。

「うーっ、なんか熱くなってきちゃった。ごめん、ちょっとお風呂入ってくるね」

　そう言って、走り去ろうとした空さんだったが、何かを思い出したように立ち止まり、振ふり返る。

「奏君も、早く好きになれる人が見つかるといいね」

「──っ」

　その笑顔をみた瞬しゆん間かん、俺の胸に、またしても未知の感情が去来した。

「じゃあ奏君、また後でねっ」

「……」

　空さんの後ろ姿を眺ながめながら……俺の脳は、その感情の正体をゆっくりと理解していった。




『甘草君……君の事考えると、頭がぽーっとなって、胸がドキドキして、モヤモヤして、夜とかあんまし眠ねむれなくて……あー、もう、なんか上手うまく説明できないんだけど……あの……好きです、つき合ってください』




　告白してくれた女の子の言葉が蘇よみがえる。

　その時は全然理解できなかったけど、今なら、その子の言っていた事が分かる。

　そうか……これがそうだったのか。




　俺は──空さんに恋こいをしている。







　第四章　被剝問答～プライド２～
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「はいはーい、みなさん。カレーですカレーですカレーですよーっ！」

　二日目の目的地、キャンプ場に向かうバスの中で、みちるさんが、ウザいくらいのテンションで声を張り上げる。

　どうやらそこで、カレーを作るというのがメインイベントらしい。

「という事で甘あま草くさちゃん、カレーがテーマの歌を歌ってちょうだい」

「は？」

「ありゃ、聞こえなかったかな？　カレーに関係ある歌を歌ってちょ」

　なんだその無茶ぶりは……カレーに関する歌なんてあったっけか？

「難しそうなら、私の方から指定しちゃおうかなー。『私のカレーは左乳』どーぞっ」

「ほぼ原形ねえじゃねえか！」

「じゃあ、キテレツのやつで」

「それはコロッケの歌だ！」

「あ、じゃあコロッケさんの物もの真似まねしてちょ」

「もうカレー関係ないじゃねえか！」

　しかもあの人、真似する方だろ……

「じゃあカレクックの物真似で」

「話題の戻もどし方強ごう引いんすぎるだろ！」

「あ、ちなみに今度、ベンキマンの短編が描かかれるらしいよ」

「カレーと一緒にベンキの話するなよ！」

「さあ、テンション上げておいしいカレーを作りましょうねー」

「上がるか！」




　そんな最低の前まえ振ふりがありつつ辿たどり着いたキャンプ場。

　ここでカレーを作るという事だったが、食材や調味料、調理器具は準備されているし、薪まきや着火器具も完備。

　どうやら一から苦労して作る、という事ではなく、自然の中で、雰ふん囲い気きを楽しみながら調理しようというコンセプトらしかった。

「あたし、一から火を起こすの得意なんだけどなー。あれ楽しいからやりたかったなー」

　ちょっと残念そうな謳おう歌か。火起こしが得意な女子なんて珍めずらしいけど、サバイバル能力高そうだもんな。

「わたしは雷かみなりおこしがとくいですっ」

「いや、それはただ単に食うのが好きなだけだろ……」

「私は雷らい電でんに『知っているのか⁉』と聞くのが得意よ」

「もう雷しか合ってねえじゃねえか！」

　……駄だ目めだ、こいつらを野放しにしとくと進まないんで、さっさと調理に入ろう。

「さて、と。じゃあまず野菜を切るか」

　俺が作業を開始しようとすると、

「私もやるわ」

　慣れた手つきで野菜を切っていくふらの。

　ふらのはこの前、俺が体調を崩くずした時に、看病（？）してくれた。その時にも思ったけど──

「お前、やっぱりこういうの得意なんだな」

「別に……こんなの当たり前よ」

　思いっきりそっけなく言うふらのだが、鼻の頭がぴくぴくと動いている……嬉うれしいんだろうな。

　鼻をぴくぴくさせながら、次々と野菜に包丁を入れていくふらの。

「おー、すごいね、ふらのっち」

　その様子を感心したように眺める謳歌。

「謳歌は料理とかした事ないのか？」

「うーん、実験で怪あやしい薬とか調合したりはするけどねー。包丁はまともに握にぎった事ないかなー」

　まあ、アバズレンＺとか、スカートメクレールとか作ってる奴やつに、料理なんかさせない方がいいよな……

「あはは、でもおもしろそうだから、あたしもやってみよーっと」

「あ、おい、慣れない奴が包丁握ると……」

「え？　なにー？」

　謳歌は、じゃがいもの皮をこともなげに剝むいていた。こいつ……天才か。

　もちろん俺やふらのに比べれば多少のぎこちなさは否いなめないものの、包丁をほぼ初めて握った奴の動きじゃない。相変わらず無む駄だな才能に満ち溢あふれている。

「奏かなでさん、わたしもやりますっ」

　ショコラが、我が慢まんできないといった感じで手を挙げる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「だいじょーぶですっ」

　やたらに自信満々なのはいいが、その切り方はざく、ざく、といった感じで、非常に大ざっぱだった。

「おま……ちょっ……危なっ……ああもう見てられんっ」

　俺は、ショコラの後ろに回りその両手を摑つかんだ。

「いいか、包丁はこう握って、こう動かすんだ」

「ほああ、奏さんがてとりあしとりですっ、うれしーですっ」

「「……」」

　俺とショコラのその様子を見て、なぜか手を止めるふらのと謳歌。

　そして、俺に見えないように、何かをやりだした。

　その数分後。

「か、奏っち、あたしにも教えてよっ」

「へ？　いや、謳歌は十分上手いから別に教える事は──」

「み、見て見て、下手へたすぎて変な風に剝けちゃった」

　そう言って謳歌が差し出してきたのは、後ろが透すけて見える程ほどに極ごく薄うすに桂かつら剝むきされたニンジン。

「うまっ！」

　おいおい、こんな薄いの、俺でも難しいぞ。上達が早いってレベルじゃないな……

　そこでふらのが、すっ、と寄ってくる。

「甘草君……私にも教えてくれると助かるわ」

「いや、ふらのはもっと必要ないだろ。むしろ俺より上手いレベルで──」

「ほら見て……あまりに下手すぎて、ジャガイモを『パイオツとそれを揉もんでいる手』の形に剝いてしまったわ」

「うめええええっ！」

　モチーフは最悪だが、その精せい緻ちな作り込みは匠たくみの領域に達していた。なんだこの超ちよう絶ぜつ無む駄だクオリティ……

「お前、これだけできて下手な訳ないだろ……」

「……もっと普ふ通つうに剝きたいから、甘草君に教えてほしいのよ。まあ実際のアレが剝けていないあなたに頼たのむのは心苦しいんだけど」

「うるせえ！」

「あら、否定はしないのね」

「む、むむ剝けてるわ！　むしろズル剝けだわ！」

「じゃあ証しよう拠こを見せてもらえるかしら」

「はいはい、じゃあこの場で剝いて……って、できるかっ！」

　……こいつら、カレーくらい大人しく作れないんだろうか。




「よし……オッケーだっ」

　隙すきさえあればボケる三人にうんざりしながら調理する事約一時間、ようやくカレーが完成した。

　皿に盛りつけて、木製のテーブルについた各おの々おのの前に配る。

「ほああ、おいしーですっ」

「ほんとだ、みんなで作ったからなおさらだねっ」

「……これはなかなかね」

　味自体は、ザ・カレーとでも言うべきもので、特筆すべきものではなかったが、謳歌の言う通り、皆みんなで作り上げたという達成感が、うまさを何割か増しにしているように感じられた。

　自然と食が進み、普ふ段だんは小食気味な俺も三杯ばい食べてしまった。

　ちなみに女子勢はふらのが一いつ杯ぱい、謳歌が二杯はい、ショコラが十杯ぱいだった……米多めに炊たいといてよかった。

「……うーん」

「どうした？」

　二杯目を食べ終えた所で、なにやら首を傾かしげる謳歌。

「いやー、最初はおいしかったんだけどね。なんか飽あきちゃったっていうか、もうちょい味にパンチがほしいかなって」

　パンチか……まあ、ルーも準備されてた市し販はんのものだし、あんまりインパクトはないけども。

「でもどうするんだ？　特別な香こう辛しん料りようとか準備されてないぞ」

「奏っち、魚だよ」

「は？」

　川の方を指差して、目をキラキラさせる謳歌。

「魚入れたら、ワイルドな感じでもっとおいしくなるよねっ」

「魚ってお前……」

「じゃーちょっと獲とってくるねーっ」

　謳歌は、言うが早いか、川の方に向かって走っていってしまった。

　この後の自由時間用に、釣つり道具の貸し出しなんかもあるって、事前の説明でみちるさんが言ってたけど……それすらも持たずにどうするつもりだ。

　テーブルの上に、麦むぎわら帽ぼう子しも忘れてるし。

「この炎えん天てん下かに帽子も被かぶらずに……しょうがないな、あいつ」

　何気なく呟つぶやくと、ふらのがすっ、と隣となりにやってきた。

「甘草君の股こ間かんは、常に被ってるけどね」

「うるせえ！」

「あら、否定はしないのね」

「か、かか被ってないわ！　むしろズル剝けだわ！」

「じゃあ証拠を見せてもらえるかしら」

「はいはい、じゃあこの場で剝いて……って、できるかっ！」

　……こうやって反応してしまうから調子に乗るんだろうな。




　　　　２




　それから数十分。

「遅おそいな……」

　謳歌はいつまで経たっても戻もどってこなかった。まあ、魚なんてそんなにすぐに獲れるわけないか。

「でも俺、ちょっと捜さがしに行ってくるわ」

　謳歌の事だから溺おぼれてるとかはないと思うけど、万が一という事もある。ついでに麦わら帽子も届けてやろう。

「……それなら一いつ緒しよに私も行くわ」

　ふらのが席を立とうとする。

「いや、いいだろ。ふらのが来ても（泳げないから）大変だし」

「で、でも……」

「ほら、下手に水辺に行って、また昨日みたいにおぼ──ぐえっ！」

　思いっきり喉のどを突つかれた。

「げほっ！　な、なにすんだっ！」

「おぼ……なんて？」

　う……ものすごい形相で睨にらんでくるふらの。そういえば、忘れてくれって言われてたっけな。ショコラも聞いてるし、溺れたなんて言われたくないんだろう。

「甘草君、コボちゃんを間ま違ちがって、オボちゃんと言おうとしてしまったのね」

「……いや、それは無理があるだろ」

「かりあげクンを間違って、オボちゃんと言おうとしてしまったのね」

「どうやったって間違えねえよ！」

「おとぼけ課長を間違って、みこすり半劇場と言おうとしてしまったのね」

「なんか違うの混ざってるぞ⁉」

　駄だ目めだ……付き合ってるときりがない。

「まあとにかく、俺一人で十分だから行ってくるわ」

「……そう、なら勝手にすれば」

　ふらのは、ぷいっと歩いて行ってしまった。

　俺が一人で行く事の何が気に入らないんだ？　まあ、ふらのの機き嫌げんが不安定なのは、ある意味いつも通りか。

　ショコラに、他ほかの人達のカレーをねだったりしないようにきつく言いつけてから、謳歌を捜しに出る。

「さて、と……」

　川沿いをそのまま進んでいくと、膝ひざ下したまでを水につけ、水面をじっと見つめている謳歌の姿が目に入った。

「おーい、謳歌」

「あ、奏っち」

　俺に気がついた謳歌は、嬉うれしそうにこちらに視線を向けた。

　そして、ばしゃばしゃと水をまき散らしながら、走ってくる。

「魚は獲れたのか？」

　俺の問いに、謳歌は目をキラキラと輝かがやかせた。

「ほらほら、見て見てっ」

　河原に置いてあった巨きよ大だいなバケツを持ってくる謳歌。その中身は──

「……マジか」

　大小入り乱れた川魚が十匹ぴき近く、無造作に放り込まれていた。

「お前これ……どうやって獲ったんだ？」

「素す手でだよ？」

「素手？」

「そうだよー、あ、じゃあ実演するから見ててね」

　そのまま俺に背を向け、再びばしゃばしゃと川の中に入っていく謳歌。

「むむ……この辺がクサい……」

　そして、足を止めて水面を見つめる事数秒。

「おりゃっ」

　両手を思いっきり水面に突っ込む。

「獲れたーっ」

　そして、高々と掲かかげられたその手には、巨大なイワナが……マジでどんな身体能力してんだ。

「お前……どうやったらそんな事できるんだ？」

　また、俺の前に戻ってきた謳歌に、若じやつ干かん呆あきれながら聞く。

「んーとね。あっ、って思ったらしゅっ、としておりゃーっ、ってやって、がばっ、として獲れたーって感じ？」

「ミスターかよ……」

　まあ天才は、自分の感覚を人に伝えるのが難しいって事なんだろう。

「よーし、これだけ獲れれば、魚カレーにするのに十分だよね」

「十分というか……これ全部入れたらえらい事になるぞ」

　最後の巨大イワナを筆頭に、バケツの中で狭せまそうにうごめく魚達……何匹びきかリリースした方がいいだろう。

「よし、じゃあ、目的も達成した事だし、今度は遊ぼっかな」

「え？」

「おりゃーっ」

　そのまま川の中へ突とつ進しんしていく謳歌。

「奏っちも入りなよっ」

　そんな子供みたいな事……とも思ったが、謳歌の表情があまりに楽しそうなので、つられてしまう。

「んじゃ……ちょっとだけ」

　ズボンを膝上までまくり、謳歌の近くまでいった途と端たん──

「うりゃっ！」

「うわっ！」

　思いっきり水を飛ばしてきた。

「く……お、お前……」

　水は、俺の顔面に直ちよく撃げきした。

「へへーん」

　ニヤリ、と笑う謳歌。

「分かった、お前がそういうつもりなら……くらえっ！」

　飛ばし返す。

「ほいっ」

　それをいとも簡単によける謳歌。そして、

「うりゃっ！」

「うわっ！」

　再び、俺の顔面に水が直撃した。

「ふふーん」

　く……身体能力が違い過ぎる。

「時に奏っち。ポケットに入ってるおぬしの携けい帯たいは防水ですかな？」

「へ？　ああ、完全防水だけど」

「じゃあ、大だい丈じよう夫ぶだね」

「へ……大丈夫ってなにが──うおおっ⁉」

「どーんっ！」

　いきなり、俺の腹に頭ず突つきをかましてくる謳歌。

　たまらずふっとんだ俺は、背中から水面に着水する。

「あはは、びしょ濡ぬれびしょ濡れー」

　川の中に尻しりもちをつく俺を、指差して笑う謳歌。

　こ、こいつ……どこまでガキなんだ。

　ちょっとイラッとした俺は、多少汚きたない手を使ってでも、仕返ししてやる事にした。

「お前……服が濡れて透すけてるぞ」

「え、うええっ⁉」

　俺の指し摘てきに、慌あわてて服を引っ張る謳歌。

「え？　え？　全然濡れてなんか──うわわっ」

「くらえっ」

　俺の突き飛ばしをまともにくらい、ざっぱーん、と、盛大な音を立てて着水する謳歌。

「うー、やられちゃった、あははっ」

　さっきまでの俺と同様に、尻もちをつくような体勢になったが、嫌いやがるどころかむしろ楽しそうだった。

「いやー、きもちいーなー」

　真夏の陽光に照らされた謳歌の表情は、顔についた水すい滴てきのせいもあってか、やたらに輝いて見えた。

　しかしこいつ、ほんとに夏が似合うな。

「う……」

　そこで俺は、ある事に気付いてしまう。

　さっきは不意を突く為ための噓うそだったんだけど……謳歌の方を見ないようにしながら、小声で言った。

「お前……服が濡れて透けてるぞ」

　こうなるのは当たり前なのに、仕返しする事しか考えてなくて、そこまで頭が回らなかった。

「あはは、そりゃあこれだけびしょ濡れなら透けるのはあたりま……えええっ⁉」

　ワンピースが貼はり付いて、体のラインが全部出てしまっている。ブラジャーも思いっきり透けているし、スタイルがいいもんだから、ちょっととんでもない事になっていた。

　そして、不ふ可か抗こう力りよくで見てしまったんだが、謳歌のパンツは紐ひもパンだった……たしか、前の柔やわ風かぜミッションの時も紐パンだったよな。

「う……う……ううう」

　謳歌が、妙みようなうめき声をあげていた。

　ま、まずい！　これは、恥はずかしがって逃にげ出すパターンだ。

「うひゃあ──」

「ま、待てっ！」

「へ？」

　致いたし方ないので、謳歌の方を向いて、腕うでを摑つかむ。

「そのかっこであっちに行く気か？」

　謳歌が走っていこうとしたのは、さっきまで俺達がいた調理場方面。この状態の謳歌が走っていったらえらい事になる。

「う……じゃ、じゃあもっと上流に……」

「そっちにも多分、釣つりしてる人いるぞ」

「う……」

「……俺、あっち向いてるからさ、河原でちょっと乾かわくまで待ってたらどうだ」

「……う、うん……そうしよっかな」

　この炎えん天てん下かならば、そこまで時間はかからずに、透けないレベルまでは乾くだろう。

　俺は、謳歌の方を見ないようにしながら両手を突ついて、河原の砂じや利りに腰こしを下ろした。

「おいしょっと……ん？」

　すぐさまその背中に、何かが触ふれた。

「謳歌？」

　どうやら、背中をくっつけて、同じ体勢で座っているらしい。

「こ、これなら奏っちから見えないし……は、恥ずかしいから、こっち向かないでね」

「あ、ああ……」

　恥ずかしいならなんでくっついてくるんだろうか。俺の反対方向にいれば、どこにいても見えないのに。

　しかし謳歌の背中、なんか異様に熱いな……

「……」

「……」

　なんとなく黙だまり込んでしまう俺と謳歌。

　そして、その沈ちん黙もくがしばらく続いた後、

「……奏っちさ」

「ん？」

「好きって……なんだと思う？」

「へ？　どうしたんだ、急に」

「あのね……この前の夏祭りの時さ……あたし達の事、友達として好きって言ってくれたよね」

「あ、ああ……言ったな」

　ふらのに続いて、謳歌まで祭りの事を持ち出してきた。あの時は、ミッションが大おお詰づめでいっぱいいっぱいだったんだけど……そんなに気にするようなセリフだろうか。

「それってさ……やっぱりそういう事だよね」

「そういう事って？」

「やっぱりこの言い方じゃ気付かないか……」

　なにやら意味不明な事を呟つぶやいた謳歌は、更さらに言葉を続ける。

「奏っち、あのね……あたし、この前駅前歩いてたら、ナンパされたんだ」

　ナンパ？　なんかいきなり話が変な方向に飛んだな……まあ、謳歌は見た目は抜ばつ群ぐんだから、初見の人間が声をかけてくるのは、何も不思議じゃない。

「それでね……今からちょっと遊びにいかない？　って言われた」

「お、それでどうしたんだ？」

「うん……行った」

　ちょっと躊躇ためらいがちに答える謳歌。

「へえー。楽しかったか？」

　何気なく打った相あい槌づちだったんだけど──

「……」

　謳歌はなぜか黙りこくってしまった。

「どうした謳歌？」

　なんか、背中の体温が一気に下がった感じがするんだけど……気のせいか？

「……あたしがふらのっちだったら、目玉突いてたかもしんない」

「いきなり何怖こわい事言い出してんだ⁉」

「ちょっと今、土下座させて頭ぐりぐりしたい気分なんだけど、やっていい？」

「謳歌さんおかしいですよ⁉」

　ど、どうしたんだいきなり。最近ドＳに目覚めつつあるのは知ってたけど、それにしても急すぎるだろ。

「それでね、相手はすっごいかっこいい人でね……喫きつ茶さ店てんとか、カラオケとか、映画館とか連れてってくれた」

　ナンパされた話に戻もどる謳歌。しかしそれ、ナンパで引っかけた割には、ガチというか、ガッツリ普ふ通つうのデートコースじゃないか？

「それでね……最後、人のいない公園でね……その……あの……キスしちゃった」

「何っ⁉」

　思わず振ふり向いてしまう俺。

「わっ、わわわっ！　まだ乾いてないから見ちゃ駄だ目めーっ！」

「あ、わ、悪いっ」

　再び元の背中合わせの体勢に戻る。

「でも……ちょっと嬉うれしいかも」

「え？」

「な、なんでもないよっ」

　俺が、過か剰じように反応してしまった理由は二つ。第一はミッションとなくした記き憶おくのせいで、キスという単語に敏びん感かんになっているという事。そして第二の理由は──

「お前それ……その後どうしたんだ？」

「え？　あ、ああ、えっと、どうしよっかな……うん、そ、そうだ、そっから別れて、次にまた会う約束したんだ」

「やめとけ」

「え？」

「いや、人の交友関係に口を出すのもどうかと思うんだけど、会ったその日にいきなりキスするような男なんて、ろくな奴やつじゃない」

　普ふ段だんはふざけていても、根は純じゆん粋すいな謳歌の事だから、チャラ男にいいようにもてあそばれて、とんでもない事になるかもしれない。

「心配……してくれるの？」

「まあ……そりゃあな」

「あたしがキスしたって言った時……どう思った？」

「どうって、そりゃお前……」

　……どうなんだろう？

　そう聞いた時、急に頭に血がのぼったような気がして、思わず反応してしまったんだけど……自分でもよく分からない。

「……」

　背中に感じる謳歌の体温が、また上がった気がした。

「……行ってないよ」

「は？」

「遊びになんて行ってないよ」

「行ってない？」

「そうそう、ぜーんぶ噓だよっ！　あはは、奏っち、騙だまされやすいねーっ」

「じゃあ、キスの話も？」

「ないない。ナンパされたのだけはほんとだけど、その場でごめんね、って言って断っちゃった」

　……なんじゃそりゃ。

「お前、なんでそんな噓を？」

「だって……奏っちが鈍にぶいんだもん」

「は？」

　全く意味が分からない。

「ほらほら、そのリアクションがもうそうだよね……まあ、奏っちらしいけど」

　一人で納なつ得とくしたように、上じよう機き嫌げんになる謳歌。

「それに……あたし、そんな女の子じゃないよ」

「え？」

「そんなに軽くないもん」

「軽くって？」

「その……会ったその日にキスしちゃうなんて……そんな事しないもん」

「そ、そうか……」

　まあ謳歌の性格からしてそうだとは思うけど……結局、この一連の会話で、謳歌が何をしたかったのかは全然分からないな。

「ねえ、奏っちはどうなの？」

「どうって？」

　体をもじもじさせながら、言いづらそうに口を開く謳歌。

「その……キスとかした事あるの？」

「俺か？　はは、お前そんなの聞くまでもないだろ。俺がキスなんて──」




　どくん。




　心臓が、一ひと際きわ強く脈打った。

「──っ」

　そして、例の強きよう烈れつな吐はき気が襲おそってくる。

「う……ぷ……」

「か、奏っち大だい丈じよう夫ぶっ⁉」

　異変を察した謳歌が、俺の前面に回り込んでくる。

「へ、平気だ。ちょっと気分悪くなっただけだし……問題ない」

「で、でもでも、汗あせすごいし、顔も真っ青だし……」

　なんだ……一体なんなんだ……一体三年前に、何があったっていうんだよ。

　キス、好きな人、女の子……キーワードが頭の中をぐるぐると回り、胸の奥に、ドス黒い気持ち悪さが渦うず巻まいていく。

　でももう少しだ……もう少しで何かを思い出せそうな──

「──っ⁉」

　その瞬しゆん間かん、少しだけ記憶の扉とびらが開いた。

　そうだ……悲しい事があったんだ。

　とても……とても悲しくて、辛つらい事があったような……俺は、それに耐たえられなくて自分の記憶を……

　とある、女の子の記憶を消した。

　その子は……その女の子は……

「うっ……」

　脳のう裏りに一いつ瞬しゆんだけ、誰だれかの笑え顔がおが浮うかんだ気がしたが、瞬またたく間に弾はじけ飛んでしまった。




　……誰なんだ、君は。
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「はいはーい、みなさん。カレーですカレーですカレーですよーっ！」

　みちるさんの軽快な声が響ひびく。

　二日目は、このキャンプ場でカレーを作るというのがメインイベントらしかった。

「奏かなで君、一いつ緒しよに作ろっか」

「あ、はい」

　声をかけるまでもなく、空そらさんの方から誘さそってくれた。一緒に料理……そのシチュエーションに、なんだか胸が高鳴る。

　用意された食材を慣れた手つきで切っていく空さん。

「空さん、料理上手なんですね」

「ふふ、ありがと」

　空さんは微笑ほほえみながら、じゃがいもの皮をするすると剝むいていく。

「あ、そうだ、奏君もやってみる？」

「え？　俺ですか？」

　家ではお袋ふくろが家事全ぜん般ぱんをやってくれているんで、包丁なんて家庭科の調理実習でしか握にぎった事がない。

「うん。お料理ってね、やってみるとすごく楽しいよ」

「……じゃあ、ちょっとだけ」

　正直、あまり興味がなかったけど、空さんがそう言うのなら試ためしてみよう。

「よっと……こ、こんな感じかな」

　見み様よう見み真似まねで、タマネギに包丁を入れていく。

　空さんの切ったものに比べれば形は歪いびつだったけど、なんとか見られるようには切る事ができた。

「あ、うまいうまい。奏君、料理のセンスあるんじゃないかな」

「そ、そうですか？」

　褒ほめられた。それだけでもちょっと顔が赤くなってしまったのに──

「でもね、もうちょっとこうした方がいいかな」

「う……」

　後ろから抱だきつくようにして手を添そえてくる空さん。

「そ、空さん……」

「ん？　どうしたの？」

「い、いや……その……なんでもないです」

「あ、そうそう。さっきよりもずっと良くなったよ、奏君」

「……」

　俺は、後ろの空さんに気をとられて、完全に手元が疎おろそかになっていた。その結果──

「つっ！」

　軽く、指を切ってしまった。

「あ、大変っ」

　空さんは、俺の手を取ってその指を……くわえた。

「なっ……」

　あまりに突とつ然ぜんな事に、固まってしまう俺。

「そ、空さん、汚きたないですから……」

　俺の指をくわえながら、首を横に振ふる空さん。

「止まったかな？……ごめんね……私が余計な事したから」

　しばらくして、やっと解放してくれた空さんは、申し訳なさそうに頭を下げた。

「い、いやいや、こんなの、なんでもないですっ」

　俺は、真っ赤になった顔を隠かくすように、今度はじゃがいもの皮を剝きはじめた。

「よっと……こう……かな」

「あ、うまいうまい。やっぱり奏君、センスあるよ」

　また褒められた……将来、大学生とか社会人になったら一人暮らしする事もあるかもしれないし、ちょっと料理とか家事とか本格的にやってみようかな……

　そうして調理を進めていき、二人で作ったカレーができあがった。

「うん、やっぱり自分達で作ったのっておいしいね」

　満面の笑みを浮かべる空さん。

「……そうですね」

　その笑顔を頭に焼き付けるのに必死で、カレーの味なんか全然分からなかった。




　カレーの後片付けを終え、俺は調理場近くの川まで遊びにきた。

「うわー、水が綺き麗れいだね。よし、ちょっと入っちゃおうかな」

「え？　でもその恰かつ好こうじゃ……」

「平気平気、よいしょっと」

　ワンピースの裾すそをたくしあげて、水の中へ入っていく空さん。

「うわー。冷たくて気持ちいい。奏君もこっちきなよー」

　空さんは水の中をばしゃばしゃと駆かけ回りながら、俺を誘う。

「じゃあそうしま──あ、危ないっ」

「きゃっ！」

　何かに足をとられて、転んでしまう空さん。

「はは、びしょびしょになっちゃった」

　無む邪じや気きな笑顔を見せる空さん。大人びた雰ふん囲い気きもいいけど、こういうのも……かわいい。

　でも、空さんの素す敵てきな所を見つければ見つける程ほど、胸の中の切なさが大きくなっていく。

　明日で……明日で空さんと会えなくなってしまう。

「あの……空さん」

「どうしたの？」

「……」

　意を決して、口を開く。

「か、帰ってからも……連れん絡らく取っていいですか？」

　空さんは、にっこりと微笑んだ。

「いいよ」

「ほ、ほんとに？」

「うん。私も、奏君と明日で会えなくなっちゃうなんて、嫌いやだもん」

「う……」

　瞬間的に、自分の顔が真っ赤に染まるのが分かった。そ、そんな嬉うれしい事を言ってもらえるとは思わなかった。

「じゃあ、携けい帯たい番号とメールアドレス、交こう換かんしよっか」

「そ、そうですね」

　そうして俺の携帯に、『天上空』という名前が登録された。

　これでいつでも連絡を取る事が出来る。

　……しかし、目的は達したはずなのに、なぜか俺の欲よく望ぼうは満たされなかった。

　ある一つの思いが、胸の中でどんどん大きくなっていく。

「あ、あの……空さん」

「どうしたの？」

　な、何を考えてるんだ、俺は。やめろ、昨日会ったばっかりで、今やっとアドレスを交換したばっかりだっていうのに……一体何を言うつもりだ。

　それは、どう考えても先走った行こう為いだった。大人になって後から思い出したら、死にたくなるに違ちがいないような、中二思考全開の空気の読めない行動……でも……でも俺は、湧わき上がってくる思いを止める事ができなかった。

　呼吸を整え、ゆっくりと、そしてしっかりと空さんの目を見ながら、言葉を発した。




「その……好きです」




　言ってしまった……言ってしまった。

「……」

　黙だまりこんでしまう空さん。

　そりゃそうだ。いきなりこんな事言われたら、誰だってドン引きするに決まってる。

「あ、あの、空さ──」

「……うん。私も奏君の事……好きだよ」

「……………………………え？」

　一いつ瞬しゆん、自分の耳を疑った。

　ぽかん、とした俺の表情を見た空さんは、慌あわててぶんぶんと手を振った。

「あ、あの、そういう意味じゃないよっ。そういう意味じゃないんだけど……これからそういう意味になれるように……仲良くできたらいいな、って」

　これは……これはどういう事だ？　空さんの言っている内容は耳に入ってきても、脳が正しく認にん識しきする事ができない。

「私、恋れん愛あいした事ないって言ったでしょ？　でも、奏君とはすごく波長が合うっていうか、自然にいられるっていうか……奏君ならもしかしてって思って……」

「空さん……」

「そもそもね……バスの中で初めて見た時から……この人いいな、って思ってたんだ」

「──っ！」

　脳のう裏りに電でん撃げきが走った。

　女子が、恋愛恋愛と騒さわいでる意味がやっと分かった。こんな……こんな気持ちを一回味わってしまったら、これなしで生きていくなんて考えられない。

「空さん……手、握っても……いいですか？」

「……いいよ」

　少し、顔を俯うつむかせながらも、首を縦に振ってくれる空さん。

「じゃ、じゃあ……」

　俺が、ゆっくりと手を伸のばし、二人の手と手が触ふれそうになったその瞬しゆん間かん──

「あ、いたいた。ヘイヘイ何やってんだいチミタチッ！」

　みちるさんの声が割り込んできた。

　ばっ、と離はなれ、顔を背そむける俺と空さん。

「あらー……もしかしてこれ……お邪じや魔まだったかにゃ？」

　空気を読む能力が皆かい無むに近いであろうみちるさんも、さすがにバツが悪そうに頭を搔かく。

「お、おほほ、ごめんなさいね、でもそろそろ出発の時間ザマスの事よ」

　ごまかすように言い放って、足早に去って行ってしまう。

「……い、いこっか」

「……そ、そうですね」

　俺達は、みちるさんの後を追って歩き出し……そして、どちらからともなく、手を近づけて──握った。

　あったかい……とてもあったかい。空さんの全部が、手のひらから伝わってきているような気がして、とてもあったかい気持ちになった。

　もし……もし恋こい人びとになれたら、こんな夢みたいな気分がずっと続くんだろうか。

　よし、毎日メールしよう。帰ったら毎日メールしよう。いや、それよりも電話だな。小こ遣づかい全部電話代につぎこんで、毎日電話しよう。あ、でも、あんまりしつこすぎると嫌きらわれちゃうかもしれない。

　そんな妄もう想そうをしながら、空さんの方を見る。

「……ふふ」

　空さんは、少し恥はずかしそうに、にっこりと微笑ほほえんでくれた。

　楽しい……空さんの傍そばにいるだけで……いや、たとえ傍にいられなくても、電話やメールで繫つながっていられるだけで、最高に楽しいだろう。




　そう、空さんとの楽しい日々が続くんだと思っていた。

　この時は、まだ。
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　バスツアー三日目の朝。

「ん……」

　俺はホテルのベッドで目を覚ます。

「ん……んう？」

　と、同時に気付いてしまった。

「うえええええっ⁉」

　なぜ…………なぜショコラが俺の隣となりに寝ねている？

「むにゅむにゅ……えへへ……」

　当の本人は気持ち良さそうに寝ね息いきを立てているが、これはそんな吞のん気きな状じよう況きようじゃない。

　……落ち着け。落ち着いて昨日の状況を思い出そう。

　昨晩、俺は確かに一人でベッドに入ったはずだ。その直前、当然ながら酒なんて飲んでないし、意識がなくなるような出来事にも憶おぼえがない。

　そして、この部屋はオートロック。後、考えられる侵しん入にゆう経路は──

「窓、か」

　そういえば、鍵かぎを掛かけた記き憶おくはない。ショコラの部屋は隣で、こことはベランダで地続きになっているから、物理的にはなんの支障もなく入ってこられるな。

　……まあ、方法自体はさして重要じゃない。問題なのは、なんでこいつがここにいるかという事だ。

「まったく……なにやってん──うっ」

　毛布をめくった俺は、息を吞のんだ。

　な、なんだこの恰好……上半身だけ身につけているパジャマがはだけて──

「う、うわああっ⁉」

　ちらり、とだけ見えてしまって慌てて目を逸そらす。こ、こいつ……はいてない！

　な、何考えてんだ、ほとんど裸はだかじゃないか。
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　俺は、極力顔から下を見ないようにしながら、ショコラを揺ゆすった。

「おい、起きろ……起きろショコラ」

「むにゅむにゅ……おいしかったです」

　駄だ目めだ……まったく起きる様子がない。

　というか、おいしかったって一体何の事だ？

「……ん？」

　ショコラの口の周りに、なにやら食べカスのようなものと白い液体が付着している。

　テーブルの上を確認してみると、半分以上残っていたはずのチョコレート菓が子し、『きのこのマーチ』の袋ふくろの中身がなくなっている。

　……もしかして、食べ物の匂においにつられてこの部屋まで来て、そのまま寝ちゃったとかいうオチか？……ショコラなら大いにありえる展開だけれども。

　という事はこの白い液体は……

　確認してみたら、俺が近くのコンビニで買ってきて冷蔵庫に入れておいた、どろり濃のう厚こうヨーグルト（夏といえば、やはりどろり濃厚シリーズだ）も、飲み尽つくされてごみ箱に入っていた。

「ふみゅ？」

　そこで、ショコラがようやく目を覚ます。

「あれ？　奏かなでひゃん？」

　ベッドの上で、ぺたん、と女の子座りをして眠ねむそうに目を擦こするショコラ。

　俺は、下方向に目線を動かさないように注意しつつ、荷物からジーパンを取り出して、ショコラに手て渡わたそうとする。

「……説教は後だ、とりあえずこれをはいて──」

「えへへー」

　ショコラがいきなり抱だきついてきた。

「うわああああああっ！」

　お前下！　下はいてないから！　そのまますり寄ってきたらヤバいから‼

「へへ……奏さーん」

　だ、駄目だ、完全に寝ねぼけている。いつも寝起きはいい方じゃないけど、今日のは特にひどい。

「は……なれろっ！」

　力の限り、ベッドの上にショコラを突つき飛ばす。

「うぎゅっ……ふみゅう……」

　信じられない事に、ショコラはまた眠りについてしまった……この調子だと、無理矢理起こすのも難しそうだな。

「く……これは早くどうにかしないと……ん？」

　背後で、入り口のドアがノックされた。

　時刻はまだ六時半。こんな時間に訪ねてくるなんて、一体誰だれだ？

　ドア越ごしに声を掛けてみる。

「は、はい……」

「甘あま草くさ君、おはヨークベニ○ル」

　……この声、この話し方、そして、特定の県民にしか分からないネタを平然と言ってのける神経……間ま違ちがいなくふらのだ。

　最悪だ……こんな所をふらのに見られようものなら、どんな罵ば倒とうをされるか分からない。

　何の用かは知らないけど、絶対に中には入れられない。俺は、息を吞のみながら、ドア越しに声をかけた。

「ど、どうしたんだ？」

「甘草君がお漏もらしする音が聞こえたのよ」

「聞こえるわけねえだろ！」

「あら、否定はしないのね」

「それはもういいわ！」

　こんな朝っぱらから下ネタかよ……。

「……で、本題は何なんだ？」

「……朝からあんな大きい叫さけび声をあげておいて、なんだも何もないでしょう」

　ショコラを見つけた時の声か……思わず叫んでしまったけど、向かいのふらのの部屋まで響ひびいてたのか……

「そ、それは悪かったな。もしかして起こしちゃったのか？　でも、あれは別になんでもな──」

「あ、ふらのっちだ」

　う……そこで最悪な事に、謳おう歌かの声まで聞こえてきた。

「あら、遊ゆう王おう子じさんも聞いたのかしら」

「うんうん。やっぱりあんな大声が聞こえてきたら、気になるよねー。心配になって見に来ちゃった」

「お、謳歌もか……なんか騒さわがせちゃって悪かったな」

「うん、昨日もなんか調子悪そうだったからちょっと心配で……なんでもないならそれでいいんだけど……奏っち、なんで顔出さないの？」

　う……確かに、心配して見に来てくれた二人に、ずっとドア越しに話しているのは悪いよな。

　ここで妙みように拒きよ否ひしても、逆に怪あやしまれるかもしれない。ショコラは中で寝てるし、ちょっとドアを開けて顔を出すだけなら問題ないだろう。

　ドアの隙すき間まから、顔を覗のぞかせる。

　二人ともパジャマ姿だった。俺の悲鳴（？）を聞いて、そのまま駆かけつけてくれたんだろう。そして若じやつ干かんはだけている。

　普ふ段だんなら目のやり場に困ってドギマギしてしまったかもしれないが……今はそんな状況じゃない。

「ほんとに何でもないんだ……ちょっと怖こわい夢みちゃってさ……」

「へえ……あんな叫び声をあげるくらいだから、余よ程ほど恐おそろしい夢だったんでしょうね。実は私もさっきまで相当怖い夢を見ていたんだけど、それ以上なのかしら？」

「……どんな夢だったんだ？」

「富士山と鷹たかが出てきたわ」

「いや、それってめでたいんじゃないのか？」

　まあ、時季的に初夢ではないけど。

「その後、狭せまい部屋に閉じ込められて、死ぬまで懸けん賞しよう生活をやらされたわ」

「そっちのなすびかよ！」

　あれを一生とか……たしかに怖すぎるな。

「で、甘草君はどんな怖い夢を見ていたのかしら？」

「そ、それはその……あれだ……」

　俺は言葉に詰つまってしまった。アドリブに弱いタイプなんで、こういう時、咄とつ嗟さにうまく取り繕つくろう事ができない。

「……遊王子さん、どう思う？」

　俺の顔をジロジロと眺ながめ回したふらのは、隣の謳歌に問いかける。

「うーん。なーんか噓うそ臭くさいなー」

　そういえば謳歌は、親しい人の噓うそなら目を見れば大体見み抜ぬけるとか言ってたっけな……

　ふらのも、疑いの眼まな差ざしを向けてきた。

「遊王子さんに同意するわ。なんだかここ一帯がイカ臭いわ」

「そんなわけねえだろ！」

「でもさ、奏っち。なんでもないなら、なんでそんなに汗あせかいてるの？」

「……え？」

　言われて初めて気がついたが、俺の顔面は、脂あぶら汗あせでいっぱいだった。う……いくら真夏とはいえこの時間帯はそこまで暑くないし……マズいな。

「……何かおかしいわね」

「うん……おかしい」

　ど、どうする。雲行きがかなり怪しくなってきたぞ……これ以上ボロを出す前に、多少無理矢理にでも帰ってもらうしかないか。

「じ、実はちょっと腹が痛くてさ……今からトイレ入るから、そろそろ勘かん弁べんし──」

『ふ……みゅう』

　……い、今、奥から微かすかに聞こえたのは……

「今何か……中から人の声がしなかった？」

「うんうん、たしかに聞こえたっ」

　ショコラの寝ね言ごとはばっちり二人の耳にも届いてしまっていた。

「怪しい……」

「ま、待て、違うんだあれは──」

　ま、まずい。このままだとごまかし切れなく──
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　……どっちでもほぼ同じ気がするんですが。

「じ、実は白状すると……朝一でエロチャンネルを見ててだな……ちょっと興奮しすぎて叫んじゃって……さ、さっきのもテレビからの声が漏れてきただけだろ……はは」

「「……」」

　微び妙みような感じの眼差しを向けてくる二人。

「まあ、完全に作り話という雰ふん囲い気きではないけど……」

「うーん……でもなんかまだ噓臭い感じがするんだけどなー」

　多少だが、疑念が薄うすまったみたいだ。ここは押し切るしかない！

「も、もう理由説明したんだからいいだろ。トイレ入りたいからさっさと帰って──」

　どさあっ！

　……マジで空気読め、お前。

「今……何か落ちたような音がしたわね」

「うんうん。あの音は、モノじゃないっぽいよね」

　何か、確信を抱いたような二人。

「……デカ長、これはもう踏ふみ込むべき事態だと判断するわ」

「……だね」

　そして、顔を見合わせる。

「という訳で最後通告よ、甘草君。さっさと開けないと射殺するわよ」

「いきなり物ぶつ騒そうすぎるだろ」

「もしくはあなたの股こ間かんの銃じゆうを引きちぎるわよ」

「物騒ってレベルじゃねーぞ！」

「もとい、あなたの股間のモデルガンを引きちぎるわよ」

「本物ですけど⁉」

　俺が、ふらのにツッコんでいる内に、謳歌が後ろに下がって、助走距きよ離りをとっていた。

「はいはーい。奏っち、危ないからドアから離はなれてねー」

「ちょ、ちょっと待っ──」

「とおおおーっ！」

「ぐあああっ！」

　全体重を乗せたドロップキックを支えきれず、ふっとばされる。

「とつにゅーっ！」

「さて……何が出てくるのかしらね」

　床ゆかに倒たおれる俺を跨またいで、室内に侵しん入にゆうしていく謳歌とふらの。

「ま、待ってくれっ！」

　俺の制止も空むなしく、二人はベッドの前まで辿たどり着いてしまった。

　そこに転がっていたのは、毛布に包まれた物体。

　もぞっ……もぞ……

「うわあああっ！」

　慌あわてて駆け寄ろうとしたが、時既に遅おそし。

　毛布の中から出てきたのは…………半はん裸らのショコラ。

「むにゅ……あ、奏さーん」

「「……」」

　二人は、固まってしまっていた。

「あ、いや、違ちがうっ！」

「「…………」」

　謳歌とふらのの表情から、みるみる血の気が引いていく。

「シ、ショコラ、違うよな。これはそんなんじゃないよな。謳歌とふらのにちゃんと説明して──」

「だっこしてくださーい」

　ひいいいいっ！

　この期ごに及およんでまだ寝ねぼけてやがるっ！

「「………………」」

「ち、違うんだ二人ともっ！　これは誤解でっ……」

　ショコラを必死で引きはがしながら、必死で弁明する。

「違う……ね。じゃあ、ショコラさんの口に付いているその白い液体は、一体何なのかしら」

「こ、これは単なるヨーグ──」

「奏さんの……濃のう厚こう……おいしかったです」

「お前わざと言ってないか⁉」

「えへへ……きのこ……くちのなかに……たくさんでした」

「マジで恨うらみでもあんのか⁉」

　ほっぺをつねりあげてやりたい衝しよう動どうにかられたが、今はそんな場合じゃない。

「奏っちが……ショコラっちと……えっちい事してた……」

「だ、だから誤解だって。俺が寝ている間に、ショコラが勝手に──」

「あれ？　わたし、ぱんつはいてません……」

　ぎゃああああっ！

「……もういいわ」

「……奏っちの……奏っちの馬ば鹿かーっ！」

「あ、お、おいっ！」

　ふらのと謳歌は、そのまま部屋から出ていってしまった。

　後に残されたのは、絶望に頭を抱かかえる俺と、未いまだに状じよう況きようが飲み込めていない様子のショコラ。

「ふえ？　なにかありましたか？」

「ありすぎだわ！」
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　ツアーの最終目的地へと向かうバスの中。

「あ、あの……ふらのさん？」

「……」

　隣となりのふらのに話しかけるが、完全に無視されてしまう。

「おい、話聞いてくれよ。あれは誤解だって何回も説明してるだろ」

「ごかい？　そう……五回もショコラさんと楽しんだのね」

「お前何言ってんだ⁉」

「黙だまりなさい、このきのこチン○野や郎ろう」

「なんだそれ⁉」

「黙れって言ったんだけど」

「……す、すみません」

　なんか、あまりの迫はく力りよくに謝ってしまう俺。

「……」

　それ以降、また押し黙ってしまって、全く反応してくれない。

　……これは駄だ目めだ。

　そして、誤解を解かなければいけない人物がもう一人、

「あの……謳歌さん」

「ぷいっ」

　後ろに座る謳歌の脇わきに行って、なんとかなだめようとするが、こちらもむくれてしまって、とりつく島もない感じだ。

「奏っちのスケベ」

「う……」

　それを言われてしまうと、返しようがない。何もなかったとしても、半裸のショコラが俺の部屋にいたのは事実な訳で……

「エッチなビデオ見てるって噓吐ついて、中ではもっとエッチな事してた……」

　ジト目で睨にらまれる。

「い、いや、だからそれは違うって言ってるだろ」

　そこで、謳歌の隣のショコラが口を開く。

「そーです謳歌さん、何もありませんでしたよ。わたしがねぼけて、奏さんのベッドにもぐりこんでしまっただけです。いつもどおりの事ですっ」

「いつも……通り？」

「なんで余計な事言ったし！」

　いや、たしかにそういう事は頻ひん繁ぱんにある（もちろんすぐに追い出している）けども……なんで今ここで言うんだよ……

「いつも……あんな事してるんだ」

「い、いやそれは違──」

「知らないっ」

　完全にそっぽを向いてしまう謳歌。

　……というかそもそもこの二人、なんでこんなに怒おこってるんだろうか？

　仮に二人が疑ってるように、俺がショコラと変な事してたとしたら、それはたしかに問題だろうけど、そういう行こう為いに対する義ぎ憤ふんとしては、すこし怒り方が過か剰じような気がする。

「にひひ」

「うおっ！」

　そこで、いきなりみちるさんの顔面が現れたんで、思わず飛び退のいてしまう。

「甘草ちゃん、ちょいとちょいと」

　みちるさんは、そのまま俺の手をとって、後部座席の方まで引っ張っていった。そして、空いている席に腰こし掛かけて、俺に隣に座るように促うながす……いや、仕事しろよ。

「むふふ、なかなか面おも白しろい事になってるようですなあ」

「……これっぽっちも面白くないですけど」

「で、甘草ちゃんは誰だれがいいの？」

「誰って？」

「またまたー、とぼけちゃってこの、いけずう～」

「とぼけるって、何がです？」

「甘草ちゃん……マジで言ってる？」

「マジも何も……意味が分からないんですけど」

「……」

　みちるさんは、目を見開いて絶句した後、

「ぷっ……あははははっ！」

　いきなり、大笑いしだした。

「ど、どうしたんですか？」

「ぷ、くくっ……サイコーだよ甘草ちゃん、君達、サイコーに面白いよっ」

　そう言って、俺の肩かたをバンバンとはたくみちるさん。

「だから……こっちは一つも面白くないんですけど」

「いや、面白いよ……」

　そこで、みちるさんが声のトーンを下げた。

「とっても」

「……みちるさん？」

　一いつ瞬しゆんだけ雰ふん囲い気きが豹ひよう変へんしたように見えて、思わずまじまじと眺ながめてしまう。

「ん？　そんなにおねーさんの事見てどうしたのかにゃ？　もしかして、惚ほれた？」

「いや、違いますけど……」

「もしかして、掘ほられた？」

「どいつもこいつもホモネタやめろ！」

　……やっぱりいつものみちるさんだった。

　そのまま席を立って伸のびをするみちるさん。

「さーて、甘草ちゃんからかうのはこれくらいにして……後はどうしよっかなー」

　いや、仕事しろよ。
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　バスは、大型のサービスエリアで長めの休きゆう憩けいをとる事になった。

　雪ゆき平ひらふらのは、トイレで鏡を見ながら、考える。

（甘草君の……馬鹿）

　勿もち論ろん、奏とショコラの間に何もない事は、理解している。

　奏が……そういう事をできる人間じゃないのは分かっているから。本当に何らかのトラブルがあって、ショコラが入りこんできてしまったのだろう。

　しかし、だからと言って、笑って見過ごせるかというと、それはまた別問題だった。

　今まで考えないようにはしていたが、奏とショコラは一いつ緒しよに暮らしている。

　つまり、いつでも朝の状態……更さらには、その先に進んでしまう可能性があるという事だ。

（うう……だめだめっ）

　脳内に浮うかんでしまった情景を追い払はらうように、ぶんぶんと首を振ふる。

　……このままでは駄目だ。なんとかして気持ちを伝えないと駄目だという事は分かっている。

（なんで……なんでもっと素す直なおになれないんだろう）

　自分の不ふ甲が斐いなさに嘆たん息そくしたその時、

「雪平ちゃん、ちょいとちょいと」

　誰かがふらのの肩をとんとん、とつついた。

　振り返ってみると、そこにはバスガイドの姿が。

「……何か？」

　即そく座ざに外そと面づらモードに戻もどり、無表情で問いかけるふらの。

「あのさー、一個質問していい？」

「……まあ、私に答えられる事ならば」

　このバスガイドは相当に変人だ（人の事を言えた義理ではないけれど）。一体何を聞かれるのだろうと身構えるふらの。

「雪平ちゃんてさ、甘草ちゃんの事、好きなんでしょ？」

「⁉」

　あまりに直球な指し摘てきに、目を見開くふらの。

「そ、そんな事は……」

　否定しようとしたふらのだったが、相手はニヤリ、として、それを更に否定する。

「にゃはは、隠かくそうとしても無む駄だ無駄。誰がどう見てもバレバレだよ」

「……」

「ショコラちゃんはもちろん、遊王子ちゃんだって甘草君の事好きなの、丸わかりだよね」

「そう……ですよね」

　思わず、素の感じで言葉が出てしまう。

「あれあれ、急にしおらしくなっちゃったね。もしかして雪平ちゃん……キャラ作ってる？」

「……」

「むふふ、なんか色々溜ため込んでそうだねー。おねーさんに話してみそ？」

「……」

「ほらほら、どうせ私とは今日でサヨナラなんだしさー。そういう人間なら後あと腐くされないでしょ？」

「……」

「おねーさん、甘草ちゃんの三年前の事、色々知ってるから、ちょっとは力になれると思うけどなー」

「…………………あ、あの……」

　気付けばふらのは、自分の奏に対する想おもいを話しだしていた。

　なんで一昨日おととい会ったばかりの人間にそんな事を……とも思ったが、彼女は話を聞き出すのが巧たくみで、いつの間にかとまらなくなっていた。

「──今朝だってひどかったんです……アクシデントは仕方ないにしても、私がなんで怒ってるのか全然気付いてくれないし──」

　そして、今朝の出来事に至るまでを、全すべて吐はき出していた。

「うんうん、甘草ちゃんの鈍にぶさは病的だねー」

　全てを聞き終わった彼女は腕うで組ぐみをして、うんうん、と頷うなずいた。

「や、やっぱりそう思いますよね」

「思う思う。好きになってる方からしたら、たまったもんじゃないと思うにゃー」

「そ、そうですよね！　さっきも話しましたけど、甘草君ってばいつもひどいんですよ……わざと気がつかないふりしてるんじゃないかって思うほどなんです……性格的にそんな事する訳はないんですけど」

　彼女はそこで、少し雰囲気を変えて口を開いた。

「そっか……でもさ、それは勘かん弁べんしてあげてほしいんだ」

「……え？」

「甘草ちゃんが、恋れん愛あいに対して極きよく端たんに鈍いのには原因があるんだよ」

「理由……ですか？」

　こくり、と頷いて続ける。

「実は三年前、甘草ちゃんは、一人の女の子に恋こいをしていたんだよ」

「こ、恋⁉」

「あ、なになに、ショックだった？」

「あ、いえ……ショックはショックですけど……でも、それよりも甘草君が誰かを好きになってる所なんて想像できなくて……」

「あー、まあ今の感じからすると、そう思うのも無理はないよねー。でもでも、三年前の甘草ちゃんはそうじゃなかったんだなー」

　ふらのは、おそるおそるといった感じで言葉を絞しぼり出した。

「それで……その、相手の女の子っていうのは？」

「私」

「……え？」

　あまりに唐とう突とつな事に、目を丸くするふらの。

「そうでーす。実は甘草ちゃんが三年前に恋をした女の子はこの私、なのでしたー」

「……」

「おいおーい。雪平ちゃん、もっとリアクションしてよー。私一人で寒いよー」

「あ、ご、ごめんなさい」

「むふふ、露ろ骨こつにほっとした顔したね」

「あの……私、真ま面じ目めにお話ししてるんですけど……」

「にゃはは、ごめんごめん、ふざけないで話すからさー」

　そして自らの宣言の通り、声のトーンを落とした。

「そのツアーで初めて出会った甘草ちゃんとその子は、意気投合して、すぐに仲良くなった。ツアーの後半では、恋人とまではいかないまでも、それに近いような雰囲気にはなってたと思う。傍はたから見ててもとってもお似合いだった……でもね」

　言葉を溜めてから、ぼそりと呟つぶやいた。

「甘草ちゃんにとって……とても悲しい事があったんだよ」







「悲しい事？」

　遊王子謳歌は、耳にした言葉をそのまま繰くり返す。

「そう。その恋って甘草ちゃんの初恋だったと思うんだよね。それが、その悲しい事によって……失われてしまった。そのせいで心に傷を負った甘草ちゃんは、恋愛を拒きよ絶ぜつする体になってしまった」

「拒絶？」

「昨日今日の甘草ちゃんを見てるだけでも分かったけど、あそこまで鈍いのはちょっと異常だよねー。マンガとかアニメとかで異様にニブチンな男の子がいるけど、それと同じレベルじゃないかな」

「あたしも……そう思う」

　昨日の川原でも、あそこまで分かりやすく言ったのに、全然気付く様子がなかった。あれはもう、ショコラのように、面と向かって好き、とでも言わなければ永遠に伝わらないような気がする。

「おそらくは、本人も気がつかない無意識のうちに、異性からの好意をシャットアウトしちゃってるんじゃないかな」

　思い当たる節はいくつもあった。ただの鈍どん感かんで片付けてしまうには、あまりにもひどすぎる。何か、後天的な要因があったといわれた方が、まだしっくりくる。

「でも……なんでガイドさんがそんな事知ってるの？」

　謳歌は、質問を向ける。

「それが起こった時、私は現場の一番近くにいたからね……そりゃもう大変だったよ。甘草ちゃん、錯さく乱らん状態で涙なみだボロボロでさ」

「奏っちが……涙ボロボロ」

　三年前といえば、奏はもう中学二年生だ。少しくらいの事で号ごう泣きゆうするとは思えない。

「心が耐たえきれなかったんだろうね……甘草ちゃんの脳は、自分の心を守る為ために、記き憶おくを封ふう印いんしてしまった」

「それで……ガイドさんの事も忘れてたんだ」

「そうそう。後からご両親に確かく認にんしたら、このツアーに参加した二泊はく三日の間の事だけ、綺き麗れいに忘れちゃってるって事だったんだ……よっぽど辛つらかったんだろうね。だから私も、あんまり刺し激げきしないように、その事は知らない振りしたんだけど」

「三年前……奏っちに何があったの？」

「うん、甘草ちゃんが恋をしていたその女の子が──いや、ここから先は、私が勝手に話していい内容じゃないかな」

「え、き、気になるんだけどっ」

「うーん、甘草ちゃんのプライベートにかかわる問題だしなー」

「うむう……」

　そう言われてしまっては、それ以上聞きようがなかった。

　もやもやを抱かかえる謳歌の横で、彼女は何かを思いだしたように、ぽん、と手を打った。

「あ、そうそう。遊王子ちゃんに声をかけたのは、そんな事を話す為じゃないんだった」

　それまでの神しん妙みような面おも持もちから一転、いつも通りの軽いノリで口を開く。

「あのねあのね、私さ、遊王子ちゃんの味方だから、言うんだけど」

　声を潜ひそめて、謳歌の耳元で囁ささやいた。

「雪平ちゃんね……今夜、甘草ちゃんに告白するんだってさ」







「謳歌さんが奏さんにこくはく……ですか？」

　ショコラの目が、驚きよう愕がくに見開かれる。

「そうそう」

「みちるさん、いままでの感じからして、それはあんまり考えられないとおもい──」

「あるんだなー、それが。私、本人から聞いてきたから間ま違ちがいないよ。なんていうかこう、夏と旅の開放感のなせる業わざってやつ？」

「……かりにそれがほんとだとして……なんでそれをわたしに教えるんですか？」

「さっき言ったじゃん。私はショコラちゃんの味方だって」

「みかた……ですか？」

「そうそう、この二日間見てて思ったんだけど、甘草ちゃんに一番お似合いなのは、ショコラちゃんだと思うんだよねー」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、ショコラのしっぽ毛がぴこん、と屹きつ立りつした。自分でも不思議だが、感情が昂ぶると、いつも勝手に動いてしまう。

「ほ、ほんとですか？」

「ほんとほんと。甘草ちゃん、ショコラちゃんの事、すっごい大事に思ってるの、見てるだけでもよく分かるし」

「はい、奏さんはとってもやさしーですっ」

「でも……このままじゃ危ないよ」

「え？」

「遊王子ちゃんは今日、告白するって言ってるし、雪平ちゃんだっていつ思い切るか分かんないし……私的にはショコラちゃんがお似合いだと思うけど、甘草ちゃんがどう感じるかは本人にしか分かんないからなー」

「でも……わたしはもう奏さんに、好きっていっちゃってますし……」

「甘い！　甘いよショコラちゃん！　好きって言ったくらいで想いが伝わった気でいるなんて、デビューしたら印税ガッポリで、先生先生ってチヤホヤされて、女の子にモテまくると思ってるラノベ作家志望者の思考のように甘いぜえ！」

「え？　じゃあ……わたしはどうすればいいんですか」

「むふふ……それはキスだよ」

「きす⁉」

「そうだよ、キスキス。やっぱり、言葉で言っても伝わらない鈍感君には、行動で示さないとねー」

「で、でもそれはさすがに──」

「まあ私は、愛情表現の一つとしてそういうのもあるよー、って伝えただけだし。こっからどうするかはショコラちゃん次し第だいですにゃ」

「わたししだいですか……」

「そそ。それじゃー頑がん張ばってねえ～ん」

　そうして、ショコラに背を向けて、ひらひらと手を振ふりながら、去っていってしまった。

　一人残されたショコラは、拳こぶしをきゅっ、と握にぎった。

「わたし……しだい」




　ショコラから離はなれた彼女は、空を見上げながら、誰だれにともなく呟いた。

「さて……甘草ちゃんは幸せになれるかな」
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　長めの休きゆう憩けいが終わり、再び走りだしたバス内。

「……」

「……」

「……」

　……なんだか知らないけど、異様に空気が重い。

　さっきまでも、ふらのと謳歌が俺に怒おこっていたので、決していい雰ふん囲い気きとは言い難がたかったけど、これはなんていうか……質が違う。

「…………」

「…………」

「…………」

　どうも俺に対してというよりも、三人の間に妙みような緊きん張ちよう感かんがあるというか、なんか牽けん制せいしあってるというか……

「な、なあ」

「っ⁉」

　とりあえず、隣となりのふらのに声をかけてみたら、その体がびくり、と跳はねた。

「な、何かしら……」

「なんかお前ら三人……おかしくないか？」

「そんな事ないわよ……おかしいのは甘草君の……甘草君の……はあ」

　ば、馬ば鹿かな……ふらのがボケを途と中ちゆうで止めただと？

　そのまま、窓の外を向いて、物思いに耽ふけってしまうふらの。

　後ろの席の二人にも確認しようと思い、身を乗り出す。

「謳歌、ショコラ」

「えっ、な、ななな、何かな？」

「な、なんでしょうか？」

　……やっぱりこの二人もおかしい。

「さっきのサービスエリアでなんかあったのか？」

「べ、べっつにー」

「なんにも、こ、これっぽっちもありませんでした」

　……ごまかし方が下手へたすぎる……明らかになんかあっただろ、これは。

「なあ、ほんとに何が──」

「ばーんっ！」

「うわっ！」

　そこにまた、みちるさんが割り込んでくる。

「爆ばく発はつしろーっ！」

「は、はあ？」

「甘草ちゃん、爆発しろ、ぼーんっ！」

「な、何言ってんですかいきなり……」

　ガンガンするから、耳元でそんな大声出さないでほしい。

「甘草ちゃん。君はこの三人の状態を見て、どう思うのかね？」

「どうって……なんか変だなっ、って……」

「どーんっ！」

「もう爆発の話はいいですから……」

「爆発じゃないよ。君は喪も黒ぐろ福ふく造ぞうに目をつけられたんだよ」

「ある意味爆発より怖こわいわ！」

「どんっ！」

「……今度はワンピースの擬ぎ音おんですか？」

「ガバチョ」

「古っ！」

「静かなるドンが完結しちゃってヘコんでるんだけど、どうすればいい？」

「知るか！」

　あれはたしかに名作だけどさ……ドラマの秀ひでちゃん、かっこよかったよな。後、生倉のなぎら健けん壱いちとか神キャスティングすぎる。

「おふざけはここまでにして……甘草ちゃん、この空気、マジでどうにかした方がいいんじゃない？」

「いや、どうにかしようにも、原因にさっぱり心当たりがなくて……」

「……甘草ちゃん、やっぱり君、きたねえ花火になって爆発した方がいいね」

「綺き麗れいさっぱりなくなっちまうだろ！」

「………………」

「………………」

「………………」

　……俺とみちるさんのおふざけにも、一いつ切さい反応しない三人。

　バスは、微び妙みように重苦しい空気を内包しながら、目的地へと走っていった。
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　雪平ふらのは、決意する。

　自分は……甘草奏の事が好きだ。

　教室で話をした時も、屋上で一人反省会を見つかった時も、一いつ緒しよに対たい抗こう戦に出た時も、プールに行った時も、模も擬ぎデートに出かけた時も、ずっとずっとそう思っていた。

　その事を自分で認めたのは、その後のコスプレコンパでの事だったけど……そのずっと前から好きだった。

　しかし、そこから先の進展は一切なかった。素す直なおになれない自分が悪いのは明白だった。

　そのせいで、いつも奏を傷つけてしまい、自己嫌けん悪おに陥おちいるという事の繰くり返しだった。

　でも、それでも仕方ないと思っていた。むしろ最近では、その微妙な距きよ離り感かんが心地ここちいいとさえ感じるようになってしまっていた。

　しかし先さき程ほど、サービスエリアで、ショコラが奏にキスしようとしている、という話を聞いて、胸に強きよう烈れつな思いが生まれた。

　渡わたしたくない……取られたくない。

　嫌いやな感情だとは思う。でも……それを駄だ目めだと思う気持ちよりも、遥かに強い想おもいが湧わいてくるのだから仕方ない。

　雪平ふらのは、甘草奏の事が好きなのだから。

　だから今日……告白しよう。




　遊王子謳歌は、決意する。

　最初は、よく分からなかった。

　一緒にいて楽しいとは思っていた。不思議な行動をする、面おも白しろい人だとは思っていた。

　他ほかの男子とは何か違ちがうと思っていた。でも、何が違うのかは分からなかった。

　そんな中、小こ凪なぎとデートに行った時にパンツを見られ、対抗戦の時にパンツを見られ、プールでは胸まで触さわられた。

　そんなアクシデントを経へて、コスプレコンパの時に、ようやく分かった。

　自分は、甘草奏の事が好きだ。

　奏は鈍にぶい。先程聞いた通り、過去に何かがあって、無意識に恋れん愛あいを拒きよ絶ぜつしているらしい。

　だったら……自分がその殻からを破ってあげたい。

　過去に何か辛つらい事があったんだとしても、それよりも楽しい事で上書きしてあげたい。

　自分と一緒にいる事で、楽しいと思ってもらいたい。

　ずっと……ずっと一緒にいたい。

　その役目は……ふらのやショコラでなく、自分でありたい。

　遊王子謳歌は、甘草奏の事が好きなのだから。

　だから今日……告白しよう。




　ショコラは、決意する。

　出会った時にはもう、好きだった。

　自分の記き憶おくは曖あい昧まいだが、神の僕しもべはターゲットに対する好意を植え付けられて、この世界に派は遣けんされるらしい。

　だから、そのせいで自分は奏を好きなんだと思っていた。その事に、なんの疑問も抱いだかなかった。

　でも、日々を一緒に過ごすうちに、それは違うと思い始めた。

　これは違う……この好きはそういうものじゃない、と。

　それが、明確に恋こいだと実感できたのは、コスプレコンパの時だ。

　それ以降は、奏に女の子として好きになってもらえるように、接してきた。

　対して奏は、どこか自分に対して一線を引いているような態度しかとらなかった。

　真ま面じ目めな人だから、呪のろいである絶対選せん択たく肢しが解消されるまでは、そういう事はできないとでも思っているんだろう。

　であれば、自分は本来の任務通り、奏がミッションを達成できるように、全力でサポートすればいい……のだけれど。

　でも……もう待てない。もう我が慢まんできない。

　ショコラは、神の僕としてではなく、ショコラとして甘草奏が好きなのだから。

　だから今日……もう一度告白しよう。




　　　　６




「あ……もうこんな時間か」

　気がつけば、この展望公園に来てから、数時間が経過して、辺りは暗くなりかけていた。

　バスツアー最後のイベントは、展望公園からの夜景観賞だった。この公園は敷しき地ちが広大で緑も多いので、ツアー参加者は暗くなるまでの時間は、園内を回って思い思いの時間を過ごしているようだった。

　で、俺はといえば……風景を見下ろせる開けた場所で、一人でずっと考え事をしていた。

　というのも、バスがこの公園に着くなり、ショコラもふらのも謳歌も、みんなふらり、とどこかへ行ってしまい、一緒に過ごす相手がいなかったからだ。

　まあ考える事は色々あったから、暇ひまはしなかったのが救いだけど……

　まずミッションのキスに関して……清すが々すがしい程に何も思いつかない。まあこれは夏休み中っていう期限だから、帰ってからもまだ何日かは余よ裕ゆうあるけど……対象メンバーを考えたら、このツアー中になんとかしないとマズいんだよな。

　本当なら焦あせらなくちゃいけない所だけど、今は、それよりも気になる事があって、そっちに思考力の大半を奪うばわれていた。

　俺の記憶……三年前にあったはずの何か。

　このツアー中、幾いく度どとなく思い出しかけて、その度たびに強烈な吐はき気に阻そ害がいされてきた、女の子との思い出。

　しかし、ツアーの大おお詰づめを迎むかえたこの段階でもほとんど何も思い出せない。このツアーが三年前をなぞっているならば、俺はこの展望公園にも来ているはずなんだけど……駄目だ、やっぱり思い出せない。

　それにどうせ思い出しかけた所で、またあの吐き気が──

「ん？」

　そこで、誰だれかの気配を感じて振ふり返る。

「甘草君」

「……ふらのか」

　そこには、やたらに真しん剣けんな面おも持もちのふらのが立っていた。

「ふらの、さっきのバスの中──」

「奏っち」

　そこでまた、別方向から声がかかって、振り返る。

「謳歌……」

　そこには、これまた硬い表情の謳歌がいた。

「奏さん」

　そして、ショコラまでが現れる。

「甘草君」「奏っち」「奏さん」

　三人の呼びかけが見事に被かぶる。

「ど、どうした？」

　お互たがいの顔を見合わせて、黙だまり込んでしまう三人。

　そして、数秒後。

「「「あ、あの……」」」

　またしても被る呼びかけ。

　そして、またしても訪おとずれた沈ちん黙もくの数秒後。

「話があるから、少し二人になりたいんだけど」「ちょっと二人きりになれないかな」「ふたりだけでお話がしたいんですが」

　三被り目……三人の表情を見るに、示し合わせてふざけているような感じでもない。

「お、お前らさっきからどうしたんだ？　やっぱりなんかいつもと雰ふん囲い気きが──」




「はいはーい、微妙に修しゆ羅ら場ばってる所、失礼しますよー」




　張り詰つめた空気を払ふつ拭しよくするような、脳天気な声。

「……みちるさん」

　ほんとにこの人は、いつでもいきなり現れるな。

「どうしたんですか、こんな所で」

「むふふ、どうしたもこうしたも、この状じよう況きようを作ったのは私だからねー」

　ニヤリ、と笑ったみちるさんは、三人の方へ向き直る。

「雪平ちゃん、遊王子ちゃん、ショコラちゃん、ごめんねー。いやー、おねーさんよかれと思ってやったんだけど、まさか、三人ともタイミングが被るとは思わなかったよー」

「「「……」」」

「誰がどの順番で言うのか楽しみにしてたんだけどなー。みんな決心するの遅おそすぎぃ」

　よく分からない事を口走ったみちるさんは、今度は俺の方に向き直る。

「甘草ちゃん、できれば君が自然に思い出すのを待ってあげたかったんだけど……さすがにタイムオーバーかなー」

　みちるさんは、大おお袈げ裟さに腕うで時ど計けいをぽんぽん、と叩たたいてみせる。

「では甘草ちゃん、おねーさんがとってもいい話を聞かせてあげよう」

　いい話？　流れからすると……俺の記憶に関する話だろうか？

「むかーしむかし、ある所に、一人の男の子がいました」

　みちるさんは、やたらに芝しば居いがかった口調で喋しやべり出す。

「その子は、旅先で一人の女の子に恋をしてしまいます」

「……え？」

「男の子は、女の子と意気投合して、とても楽しい時間を過ごしました。ツアーの最後、別れるのが嫌だった彼は、その女の子に告白します」

　なんだ……この人はいきなり何を言ってるんだ。

「なんと、彼女の返事はＯＫでした」

「……」

　みちるさんの話が進むにつれて、胸の奥がざわついていく。

「しかし……とても悲しい事があって、その男の子は女の子に関する記憶の一いつ切さい合切をなくしてしまいました」

　みちるさんが、俺の眼前まで寄ってくる。

「さて、ここで問題です。三年前──その女の子と男の子に一体何があったのでしょう？」

　何が……そうだ、一体何があったんだ？　俺は……それを知りたい。

「甘草ちゃん、君はもう、思い出さなきゃいけないんだよ」

「……その女の子の事を？」

「そう。念のため、意思を確かく認にんするよ。甘草ちゃん、その子の事、本当に思い出したい？」

「え？」

「その子との記憶は君にとって、辛い……本当に辛い記憶だけど、それでも思い出したい？」

「……はい」

　俺は、はっきりと首を縦に振った。いくら……いくら辛い記憶だからって、このまま何も聞かされずにモヤモヤした思いを抱かかえているのは、もう嫌いやだった。

「そう……」

　みちるさんは、神しん妙みような面持ちで一いつ旦たん顔を伏ふせた後──

「なら……しょうがないね」

　今までに見せた事のないような、妖よう艶えんな顔つきになった。

　そして──

「いただきまーす」

「なっ……」

「「「⁉」」」

　その唇くちびるが、俺の口を塞ふさいだ。

「──っ」

　な、なんだ？

　なんだ？

　一体……何が起こってるんだ？

　みちるさんにがっちりと両りよう頰ほおを摑つかまれていて、身動きが取れない。

　俺は……キス……されたのか？

　それを理解した瞬しゆん間かん──

「う……うううっ！」

　強きよう烈れつな……吐き気が！

「まだ思い出さないかな、甘草ちゃん」

　口を押さえる俺を、なぜか楽しそうに眺ながめるみちるさん。

「なんで……なんでこんな事……」

　みちるさんに疑問を向けている間にも吐き気は増していき、俺はたまらず膝ひざをついてしまった。

「お……え」

「もう少し……もう少しだよ甘草ちゃん。じゃあ、大ヒントをあげよっか」

「大……ヒント？」
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「そう、君がずっと心の奥底にしまい込んでいた女の子の、名前」

　俺は、みちるさんを見上げるようにして、問う。

「その子の……その子の名前は？」

　みちるさんは、ゆっくりと、そしてはっきりと、その名前を口にした。

「天あま上がみ空そら」

　あまがみそら……アマガミソラ……天上空。

「あ……」

　脳が、ぐるん、と反転するような感覚が襲おそってきて──

　俺は……三年前の全すべてを思い出した。







　幕間　ある三年前の話５


[image: ]






　ツアーの最終目的地の展望公園。

「空そらさんっ、あっちに行きましょうっ！」

　俺は、浮うかれていた。

　何しろ空さんが、俺の告白を受けてくれたんだから。

　いや、正確には受けてくれた訳じゃないけど……あれはもう、そう言っても差し支つかえないだろう。

「ふふ、そんなに慌あわてなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」

　優やさしくて綺き麗れいな、年上のお姉さん。

　隣となりに来た空さんが、手を握にぎってくれる。

「う……」

　真っ赤になってしまう俺。

　自分から握った空さんも、ちょっと頰を染めていた。

　そのまま二人で並んで歩く。

「「……」」

　会話はなかったけど、その沈黙が心地ここちよかった。

　楽しい。間ま違ちがいなく今、この瞬間が人生で一番楽しい。

　そうしてしばらく進んだ後、俺は、その場に立ち止まった。

「ん？　奏かなで君、どうしたの」

　楽しければ楽しい程ほど……祭りの後は寂さびしい。今日でこのツアーは終わり……空さんと会う機会はなくなってしまう。

　空さんが住んでいるのはうちとは違う県。社会人ならともかく、中学生同士が気軽に会えるような距きよ離りじゃなかった。

　昨日は、電話番号とメアドを交こう換かんした事で浮かれて、帰ってからの交流を楽しみにしていたけど……このぬくもりを……空さんのこの手のあたたかさを直じかに感じてしまった今となっては、通信なんかで我が慢まんできるとは思えない。

　せめて……せめて、空さんと一いつ緒しよにいたという事を、もっと明確な形で脳のう裏りに刻みたい。

「あの……空さん」

「ん？　何かな」

　あまりにいきなりな発言だったと思う。でも、その時の俺に、空気を読んでやめるなんて選せん択たく肢しは存在しなかった。

　意を決して……言う。

「あの…………………………………………キス、していいですか？」

　瞬間、空さんはきょとん、とした表情を見せた。

　その顔を見て、我に返る。

　お、俺は調子に乗ってなんて事を！

「ご、ごめんなさい、今のなしでっ！」

　空さんは、下を向いて俯うつむいていた。

「……」

「あ、あの……怒おこりました？」

　い、嫌だ。このまま嫌きらわれちゃうなんて、絶対に嫌だ！

　しかし、空さんの反応は、予想外のものだった。

「……いいよ」

「……え？」

　何を言われたか、理解できなかった。

　呆ぼう然ぜんとする俺に対して、空さんはもう一度口を開いた。

「奏君なら……いいよ」

　空さんの言葉が信じられなかった。

「だ、だって、俺達、一昨日おととい会ったばっかりで。そ、そういうのはまだ早いっていうか、もうちょっと仲良くなってからというか……」

「か、奏君が言い出したんじゃない」

「い、いやそれはそうなんですけど……」

　空さんは、顔を真っ赤にしながら言った。

「その……はしたない女の子だと思わないでね」

　空さんは、消え入りそうな声で続ける。

「誰だれにでもこんな事言うわけじゃないから……奏君だから……いいかなって思ったんだよ」

　心臓が、飛び出るかと思った。

「あのね……お姉さんぶって頑がん張ばってきたけど、本当はいっぱいいっぱいなんだ。昨日も奏君が好きだって言ってくれた時なんて、心臓が飛び出そうだったんだよ」

　俯いてしまう空さん。

　俺は思わず、その頭を撫なでていた。

「あう……」

　この人……かわいい。

「ほんとに……いいんですか？」

　空さんは下を向いたまま、こくりと頷うなずいた。

　でも……キスってどうやるんだろう？

　目はつむった方がいいんだろうか？　相手の肩かたは押さえた方がいいんだろうか？　どのくらいの長さすればいいんだろうか？

　疑問が頭の中をぐるぐるまわって、俺の体は硬こう直ちよくしてしまった。

「奏君」

　空さんが顔を上げて、優しく微笑ほほえんだ。

「大丈夫……私も初めてだから」

　その一言で、決心がついた。

　空さんが、目をつむった。

　その肩を、摑つかむ。

　俺は、ゆっくりと自分の口を、空さんの唇くちびるに近づけていく。

　俺は……今からキスするんだ。

　心臓が、爆ばく発はつしそうな勢いで鼓こ動どうする。

　覚かく悟ごを決めろ……男だろ。

「空さん……いきます」

　正に、二人の唇が触ふれようとした次の瞬間──

「あはははははははははははははっ！」

　辺りに響ひびきわたるような大笑い。

「…………え？」

　一体誰が声を発したのか分からなかった。

　辺りを見回してみても、俺達以外には誰もいない。

　その声の主は──

「空…………さん？」

　空さんは、それまでと全く変わらない笑顔を浮かべていた。

「いやいや、ごめんね。君があまりにも思い通りに動いてくれたから、我慢できなくなっちゃったんだ」

「思い通り……って？」

　訳がわからずに、空さんのセリフを繰くり返す俺。

「うん。あんまり素す直なおに私の誘ゆう導どうにひっかかっちゃうんだもん」

「誘導って……誘導ってなん……なんですか？」

「んー、まあストレートに言うと、『私の事を好きになるように誘導した』って所かな」

　何を……何を言っているんだ、この人は。

「え？　いや、だって俺は自分で空さんを好きになって……え？　え？」

　錯さく乱らんしてしまって、頭がうまく回らない。

　空さんは、そんな俺の頰ほおに手を添そえて、微笑んだ。

「君の事、好きって言ったよね？」

「……」

　無言のまま、頷く俺。

「ごめんね、あれ噓うそなんだ」

「……え？」

「言ったでしょ。趣しゆ味みは人間観察だって。最初に君に会ってからの態度はぜーんぶ、この状じよう況きようを作り出す為ための演技だったんだ」

「じゃ、じゃあ……俺に優しくしてくれたのも全部……」

「うん、演技だよ」

「う、噓だ。だって空さんだって、あんなに楽しそうにしてたのに……」

　心臓が、破は裂れつしそうな音を立てる。

　あれが……俺に見せてくれた笑顔が全部、演技？

「うん、そう見えるようにしたからね」

「噓……だ」

「いやー。やっぱり君に声をかけて正解だったよ。一目見た時から、この子、純じゆん粋すいで騙だまされやすそうだな、って思ってたんだよね」

「分からない……分からないですよ、空さん」

「ああ、ごめんね。一気に色々言ったら混乱するよね。もっと分かりやすく言わないとね」

　空さんは、満面の笑みで言い放った。

「君の事なんて、なんとも思ってないよ」

　世界が、終わったかと思うような衝しよう撃げきが襲おそってきた。

「そん……な……噓……ですよね……空……さん」

「あ、それそれ、そういう顔が見たかったんだよね」

　空さんは、それまでとは違う、マンガの中の悪役みたいな笑みを浮うかべた。

「今回のコンセプトは『初はつ恋こいをブチ壊こわされた少年は、どんな表情を見せるか』って所かな」

「噓だ……そんなの……噓だっ！」

「失しつ恋れんだって立派な恋れん愛あい行動の一つだしね……もうこういう所から攻せめていかないと、私の目的は達せられないと思うんだ」

　意味不明な事を呟つぶやく空さん。

「う……う」

　自分でも気付かないうちに後あとずさっていたらしく、木に背中がぶつかる。

　そこへ空さんが、顔を近づけてきた。

「ねえ……キスしようよ」

「……は？」

　この人は何を言っているんだ？　今までのは全部演技だったって……

　あ、それともやっぱり、今までのは全部悪質な冗じよう談だんで……そ、そうだよな。あの空さんがこんな酷ひどい事する訳ないもんな。

「空さん」

　俺は、期待を込めた目で空さんを見み据すえる。

「あ、ごめんね。何か変な期待させちゃったかな？」

　しかし。

「もう一度言うけど──君の事なんて、なんとも思ってないよ」

「──っ！」

　再び襲ってくる、絶望。

「その顔……ものすごくいいね」

　赤い舌を、ちろりと出す空さん。

「この状況でキスされたら……君、どうなっちゃうのかな」

　この人……この人……怖こわい。

「さあ奏君、私とキスしようか」

「や、やめっ──」

「逃にがさないよ」

　もの凄すごい力で俺の肩を摑む空さん。

　そのまま空さんの唇が迫せまり──

「私の事……永遠に忘れられなくしてあげる」

「っ⁉」

　俺の口が、塞ふさがれる。

「んーっ！　んーっ！」

　暴れるが、空さんは解放してくれない。

　なんで……なんでこんな事に……

　さっきまで……あんなに楽しかったのに。

　様々な感情が同時に襲ってきて、俺の目には、涙なみだが浮かんでいた。

　好きだったのに……本気で……好きだったのに。

　空さんはそんな俺の様子を見て、満足そうに唇を離はなした。

「あ……あ……」

　膝ひざがガクガクと笑い、その場に崩くずれ落ちる。

「う……あ……」

　寒い……周りは暑いのに……もの凄く寒い。

　両膝をつき、身を震ふるわせる俺。

「ねえ奏君、教えて？　あなたは今、どんな気持ちなの？」

　空さんが何かを言って、それが耳から入ってくるが、脳が意味を認にん識しきできない。

「ねえ、教えてよ？　恋愛って何？　恋こいするとどんな気持ちになるの？　それが壊されるとどんな感じなの？　私分からないの、教えて」

　もう駄だ目めだ……なんか……意識が……遠くなってきた。

「あれあれ？　もしかして気絶しちゃうのかな」

　薄うすれゆく意識の中、空さんが俺の頭を撫でる感覚だけが、最後まで残っていた。

「また、会いましょう」
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　それは、洪こう水ずいのようだった。

「あ、あなたは……」

　頭の中に、情報が一気に流れ込んでくる。

　目の前に立っている人を見据える。

　どうして……どうして忘れていたんだろう。三年前、俺をからかって喜んでいた、陽気なガイドさんはこんな見た目じゃなかった。

　性格や話し方、ノリはそのものだけど、少なくとも、こんな真っ青な髪かみの色はしていなかった。

　そう、この人は──

「空そら……さん？」

　俺の目の前で薄く微笑ほほえんでいる人物は、天あま上がみ空。

　俺の……初恋の人だった。

　空さんは、まとめた髪をほどきながら、にっこりと微笑んだ。

「また会えたね、奏かなで君」




　三年前、初恋を無残な形で打ち砕くだかれ、そのあまりのショックに、俺は気絶した。

　そして、目が覚めた時、俺はそのバスツアーの間に起こった出来事を全すべて忘れていた。

　俺の脳は、このバスツアーに来たという事自体を封ふう印いんし、消し去った。そうしなければおそらく、精神の均きん衡こうを保てなかったんだろう。

　記き憶おくがあるのは、家のベッドで目が覚めた所から。俺はその数日、高熱で寝ね込こんでいたんだと両親から聞かされた。今思うと、あの時の親父おやじとお袋ふくろの態度は妙みように不自然だった。




「全部……思い出しましたよ、空さん」

「ふふ。おかえり、とか言えばいいのかな、こういう場合」

　そこにあるのは、三年前と変わらない笑顔。

「一体……一体何してるんですか」

　自分でも、声が震えているのが分かった。

「何って、奏君に会いに来たんだよ」

　その様子には、全く悪びれた所が様子がない。人に、あれだけの……あれだけの仕打ちをしておいて……なんでこんな表情ができるんだ……

「会いに来た……なんで？」

「奏君の事が気になるからだよ」

「ふざけないでください！」

「いやーん、そんなに怒おこんないでよいけずー……って、もうガイドの振ふりする必要ないんだよね」

「なんで……なんでみちるさんの振りなんてしてたんですか」

　空さんは、なんで分からないの？　とでも言わんばかりに首を傾かしげてみせた。

「だって、普ふ通つうに再会してもつまらないでしょ？」

「つまらないって……それだけでこんな手の込んだ事を？」

「うん、そうだよ。私の事を思い出した奏君が、え？　え？　どういう事？　って、混乱する顔が見たかったんだ……正に、今みたいなその顔が」

「……」

「いやいや、ドッキリ大成功だね。普通に私が出てきて奏君久しぶり、っていうより、よっぽどドラマチックな再会だったよね。どうどう？　似てた？」

　……似てたなんてもんじゃない。その仕草、口調、ノリ、全てがみちるさんにしか思えない。

「本物のみちるさんは……どうしたんですか？」

　空さんは、口くちの端はしを吊つり上げた。

「彼女には、退場してもらったよ」

「退……場？」

　そのフレーズに、言いしれぬ不安がよぎる。

「ふふ、冗談だよ、冗談。窓まど辺べみちるはとっくにバスガイドを辞やめて、実家に戻もどってるよ。私はちょっとしたコネがあってさ。観光会社に無理言って、彼女の振りをしてたんだよね」

　そういう事情か……でも、ほんとに知りたいのはそんな事じゃない。

　俺は、止まらない動どう悸きを悟さとられないようにしながら、ゆっくりと口を開いた。

「もう一度聞きます。何で今いま更さら、俺に会いに来たんですか……いや、そもそもあなたは………一体何がしたいんですか」

　空さんは俺の目を見据えて、即そく答とうした。

「恋が知りたい」

「……え？」

「奏君、私はね。恋っていう感情が理解できないんだ」

　恋が理解できない？……それってまるで──

「そう、君と同じだよ」

「俺と空さんが……同じ？」

「うん。私は生まれつき。君は私にそうさせられたっていう違ちがいはあるけど、今の君と私は同じラインに立ってるって言っていいと思うんだ」

「……」

「だから……そんな君だからこそ、私に必要なんだよ」

　空さんは、俺の瞳ひとみをまっすぐに見据えながら、言葉を続ける。

「三年前の君じゃ、力不足だった。面おも白しろい素材だとは思ったけど、せいぜい失しつ恋れんする姿を見て、人間の数ある恋愛行動のパターンの内の一つとして、サンプリングするくらいしか使い道がなかった」

　空さんの一言一言で三年前の情景が蘇よみがえり、胸が軋きしんでいく。

「でも、今の君は違う。絶対に他者からの好意を受け付けられない体になってる。あの時のトラウマは三年の時を経へてより強固になり、腐くさり、淀よどんで、君の心の奥に澱おりのように溜たまっている。君は今まで私が観察してきた人間の……誰だれよりも素す晴ばらしい」

　空さんの独白は続く。

「もしも……もしも、私に近いレベルで恋愛できない体質の奏君が……恋に落ちる姿をこの目で見る事ができたら……私も、恋を理解できるかもしれない」

　それは……とても……とても歪ゆがんだ考え方だった。

「私はね、ずっと待ってたんだよ。君が立ち直るタイミングを。私が正体を明かしてもちゃんと受け入れられるまで、君の精神が回復するのを」

　そして空さんは、楽しそうに笑う。

「でも、嬉うれしい誤算があったんだよ。私の予測では、最低五年は待たなきゃならないはずだったんだけどね。抉えぐり方が甘かったのか……それとも、この子達がよっぽど魅み力りよく的なのかな？」

　そこで、ショコラ、ふらの、謳おう歌かの方に視線を向ける。

「「「……」」」

　三人は状じよう況きようが飲み込めずに、その場に立ち尽つくしていた。

　空さんは、そんな三人に笑みを向ける。

「それどころか、私の出番が奪うばわれちゃう所だったよ。この前の夏祭りの時、奏君、ちょっと気持ちが動きかけてたでしょ？」

　それはもしかして……あの、選せん択たく肢しが消えた時の事を言っているのか？　だとしたら、なんであの場にいなかった空さんがその事を知ってるんだ？

「まあ、あなた達で事が済んじゃうならそれでもよかったんだけど……やっぱり奏君は、トラウマ解消してからじゃないと、ちゃんと恋愛なんてできないよね」

　空さんは、三人に向かって、宣言する。

「という訳であなた達……悪いけど、奏君は私のものだから」

「「「なっ……」」」

　三人が一いつ斉せいに浮うき足立つ。

　そして空さんはにっこりと笑いながら、俺に向き直り──

　俺の頭を撫なでた。

「いいこいいこ」

「っ……」

　俺は、反射的にその手を振り払はらってしまった。

　空さんの手の感かん触しよくは三年前とまったく同じで……同じだからこそ、余計に嫌けん悪お感かんを抱いだいてしまった。

「ふふ、やっぱり嫌きらわれてるよね。まあ、そのくらいじゃないと意味がないから。奏君……君にはその最低の状態から私の事を好きになってもらうよ」

「な……」

　何を言ってるんだ、この人は。

「君が私を避さければ避ける程ほど……嫌えば嫌う程……憎にくめば憎む程いいんだよ。まあ、まだちょっと足りないみたいだけど。とにかくそのくらい絶望的な状況からの恋こいを観察しなければ……私の目的は達成できない」

「あなたは……あなたはどこまで──」

「奏さん、このひとは……」

　ショコラが、俺と空さんの間に割って入ってきた。

「あらあら、大好きな奏君との間に割り込んじゃってごめんね、ポンコツちゃん」

　ショコラの方に視線を向ける空さん。

「奏君が私の事を好きになったら……あなたは、二重にかわいそうな事になっちゃうね」

　空さんは、いまいち意味が分からない言葉を発しながら、馬ば鹿かにしたような笑えみを、ショコラに向ける。

「どうせ消えるんなら……自分が好きになってもらいたいよね」

　消える……一体なんの話だ？

　続いて空さんは、謳歌とふらのに視線を向ける。

「それと、そこの謳歌ちゃんとふらのちゃん。いつまで固まってるのかな」

「「……」」

　無理もない。当事者の俺でさえ、目の前で起こっている事を受け入れるのに精せい一いつ杯ぱいなこの状じよう況きようで、三年前の事を何も知らないこの二人にどうこうしろというのも、無理な話だ。

　聞こうにも、一体何から問えばいいのか分からないという状況だろう。

「あらら、だんまりなんだ。じゃあ、私から一個伝えちゃおうかな」

　そこで、空さんは一いつ旦たん言葉を切ってから、挑ちよう発はつ的な視線を向けた。

「奏君、知ってるかな。この子達たちね、さっき君にこく──」

「「やめてっ‼」」

　大気を切り裂さくような声が響ひびいた。

　謳歌とふらのは、空さんを睨にらみつけている。

「冗じよう談だんだよ、冗談。そんな怖こわい顔しなくてもいいじゃない」

　空さんは、芝しば居いがかった動作をしてみせた。

「責任は感じてるんだよ。私のせいで、奏君は超ちようがつく鈍どん感かんになっちゃったからね。そのせいで、あなた達も大分苦労してるみたいだし」

「「……」」

　再び押し黙だまってしまう謳歌とふらの。

「まあ惜おしい所までは行ったみたいだけど……所しよ詮せんはそこまでだったっていう事だよね。あなた達はタイムオーバー」

　そう言って、俺ににじり寄ってくる。

「奏君は、私のものだよ」

　空さんが、また一歩、近付いてきたその時──




【選べ　①天上空を受け入れる　②天上空を拒きよ絶ぜつする】




　こ、こんな時に……

　……いや、よく考えればこれはチャンスかもしれない。絶対選せん択たく肢しは選べば必ずその通りになる、人知を超ちよう越えつした現象だ。

　②を選べば、空さんは俺に関かかわる事ができなくな──

「消えろ」

「……え？」

　空さんが、その言葉を発した瞬しゆん間かん──

　絶対選択肢が、消え去った。

「え？……え？」

　い、一体……何が……起こったんだ？

　これじゃまるで、空さんが絶対選択肢を操あやつって──

「隙すきあり」

「──っ⁉」

　次の瞬間、空さんの唇くちびるが、俺の口を塞ふさいでいた。

　う……あ……

　三年前の記き憶おくが──一気に脳内を駆かけ巡めぐる。

　弄もてあそばれた……俺は弄ばれた末に……こんな風にキスされたんだ。

　空さんは俺の事なんて……なんとも思っていないのに。

　気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い。

　ドス黒い感情が瞬またたく間に胸を浸しん食しよくしていく。

　したくないしたくないしたくないしたくない。こんなキス……俺はしたくない。

　目の前に空さんの顔があった。

　俺が好きだったその人は、とても綺き麗れいで──とても醜みにくかった。

　間ま違ちがいだった……空さんを……人を好きになったのが間違いだったんだ。

　脳が無意識に記き憶おくを抑え込んでいたのも納なつ得とくだった。

　こんなの……こんなの思い出したくなかった。

　人を好きになる事で、こんな……こんな思いをするくらいなら……

　俺は恋こいなんて、もう二度と──




「やめてください」「やめなさい」「やめて」




　空さんの肩かたに手が置かれ、その体が後ろに引っ張られた。

「げほっ、げほっ……」

　解放された俺は、咳せき込みながら前方を確認する。

　ショコラ、ふらの、謳歌の三人が、俺の盾たてになるようにして、空さんとの間に立ちはだかった。

「うん、そうだよねえ。奏君にこんな事されたら、あなた達は黙だまってられないよねえ」

　三人に対し、不敵な笑えみを向ける空さん。

　対する三人は──俺の位置からでは背中しか見えないが──明らかに空さんを睨にらみつけていた。

「そんな顔しないでよ、怖こわいなあ」

　空さんはセリフとは正反対に、楽しげな表情を浮うかべる。

「あ、そうだ。いい事思いついた」

　そして体の前でぽん、と手を合わせる。

「あなた達に免めんじて、この場で奏君に手を出すのはやめてあげる。でも代わりに……奏君に素す敵てきなプレゼントを受け取ってもらおうかな」

　プレゼント？

　今度は一体何をするつもりだろうと身構えたその時──






【選べ　①ショコラを好きになる

　　　　②謳歌を好きになる

　　　　③ふらのを好きになる】








「こ、これは……」

　思わず声が漏もれてしまう。

　これは……この前のミッションの、夏祭りの時に出た──

「そう、夏祭りの時と同じ絶対選択肢だね」

「なっ⁉」

　絶対選せん択たく肢し……今、空さんは間ま違ちがいなくそう言った。

「さてさて奏君……私の正体は一体誰だれなんだろうね」

　──なぜか、祭りの一件を知っていた。

　──なぜか、空さんの一言で選択肢が消え去った。

　──なぜか、絶対選択肢という単語を口にした。

　この事から導き出される結論は──

　もしかして……もしかしてこの人が……『第三の神』なのか？

　俺に理り不ふ尽じんな生活を強しいている……元げん凶きよう。

「ふふ、奏君、混乱するのは分かるけど、早く選んだ方がいいと思うよ」

　空さんのそのセリフに合わせて、

「ぐああっ！」

　強きよう烈れつな頭痛が襲おそってきた。

「奏さんっ！」「甘草君っ！」「奏っち！」

　たまらず膝ひざをついてしまった俺に、血相を変える三人。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　激痛に耐たえながら、よろよろと立ち上がる。

　冗じよう談だんじゃない……俺はもう、人を好きになんてならない。

　三年前の記き憶おくが脳内を駆かけ巡めぐる。

　あんなのは……あんなのはもう──

「もう……恋こいなんて二度と御ご免めんです」

　睨みつけるように空さんを見み据すえる。

「なるほど。でも残念ながら奏君のその決意と、選択肢は全然関係ないんだよね」

「う、ああああっ！」

　先さき程ほどとは比べものにならないその痛みに、地面に倒たおれこんでしまう。

「ほらほら、早く選ばないと死んじゃうかもしれないよ」

　楽しそうに煽あおる空さん。

「あ、ああああっ‼」

　容よう赦しやなく俺を責め立てる頭痛。

「簡単な事なのに、何を躊躇ためらってるのかな。奏君だって、その三人の事は悪く思ってないはずだよ」

　嫌いやだ……嫌だ。

「俺は……俺はもう絶対に恋れん愛あいなんてしないで生きてい──うあああああああああっ‼」

　だ、駄だ目めだもう限界だ。

　い、意識が……

　限界に達しようとしたその時──

「……え？」

　手のひらに、あたたかい感かん触しよくがあった。

　飛びかけていた意識が引き戻もどされる。

　閉じていた目を、そっと開ける。
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「奏さん」

「奏っち」

「……甘草君」

　三人が、俺の手を握にぎってくれていた。

「奏さん、だいじょーぶですよ」

「そうだよ、あたし達たちがついてるよっ」

「まあ……そういう事だから安心するといいわ」

　不思議と、少し頭痛が軽くなったような気がした。

「あらら。奏君、随ずい分ぶんモテモテだね」

　その声に反応した三人は、俺の手を握ったまま、空さんの方に視線を向ける。

「ふふ、奏君はね、三年前に、私にものすごくひどい振ふられ方をして、恋愛ができない体質になっちゃったんだよ」

「「「………………」」」

　再び俺に視線を戻し、空さんの発言の真しん偽ぎを問うような表情を見せるショコラ、ふらの、謳歌。

「くっ……はあ……はあ……その通りだ」

　なんとか言葉を話せる程度には、頭痛は落ち着いてくれていた。

「……さっき……全部思い出したんだ……俺は……俺はもう二度と恋れん愛あいなんて……しない」

「甘草君……」

「あんなものは……あんな酷ひどい思いは……もう……嫌いやだ」

「奏っち……」

「裏切られたんだ……好きだったのに……好きだったのに……」

「奏さん……」

「もう恋愛なんて……恋愛なんて絶対にしない。そうすれば──」

「甘草君」

　俺の言葉を遮さえぎって、ふらのが口を開く。

「……どうした？」

「…………」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、意を決したように、再び口を開いた。

「一いつ般ぱん論だけど……あくまで一般論だけど……恋愛というのは……そんなに悪いものじゃないと思うわ」

「ふらの……」

　そして俺の目を見み据すえて、言う。

「私もその……いつかはしてみたいと思うし」

　どくん。

　心臓が、一ひと際きわ強く脈打った。

　続けて、別の声が聞こえる。

「奏っち……過去に何があったのかは分からないけど……私、一個だけ言いたいんだ」

「謳歌……」

　俺に向かって、微笑ほほえみかける。

「恋愛って……すっごくドキドキワクワクして、楽しいんだよっ」

　どくん。

　再び強く鼓こ動どうする心臓。

　更さらに、別の声が聞こえる。

「奏さん……もう恋愛しないなんて、かなしい事いわないでください」

「ショコラ……」

　俺の手を更にぎゅっと握にぎり、もう片方の手で俺の頭を撫なでた。

「わたしは……わたし達は、奏さんのことがだいすきなんですからっ！」

　どくん。

　そこで三人の顔が同時に目に入り──

「あ……」

　胸の中のドス黒い感情が──一気に消えていった。

　そして俺は、気付く。

「そうか……そうだよな」

　呟つぶやきながら、立ち上がる。

　俺は……考え方を間ま違ちがっていた。

「お、何かを決意したような感じだね。誰だれを選ぶのかな？」

　俺は、空さんを睨にらみつけるようにして口を開く。

「俺は……誰も選ばない」

「ん、どういう事かな？　それじゃあ選せん択たく肢しは消えないよ」

「ぐっ……」

　再び頭を襲おそう激痛。

　でもそんなの……知った事か。

「空さん……ありがとう」

「へ？」

　いきなりな俺の言葉に、空さんがきょとん、とする。

「あなたのせいで、色々と最悪な事を思い出したけど……あなたのおかげで、大事な事も思い出しました」

「大事な事？」

「人を好きになるのは……最高だって事です」

　そうだ……空さんの思おも惑わくがどうであれ……空さんの本心がどうであれ、俺が空さんに恋こいをしたというのは事実だ。

　そして、その時抱いだいた感情は……俺自身のものだ。

　楽しかった……本当に楽しかった。

　たとえ、与あたえられた舞ぶ台たいが偽にせ物ものだったとしても……俺の恋こい心ごころだけは本物だ。

「俺は……また誰だれかを好きになりたい」

　ふらのと謳歌とショコラのおかげで、その思いを取り戻もどす事ができた。

「でも俺は……好きになる人は、自分で決める」

　選せん択たく肢しなんかに……強制されてたまるか。

　空さんの目を見み据すえて、言う。

「だから俺は……誰も選ばない」

　その結果どうなるか……そんな事を考えてる余よ裕ゆうはなかった。

　ただ俺は、曲げられない結論だけを告げた。

「……へえ」

　満足そうに笑う空さん。そして──

「……え？」

　瞬しゆん間かん的に、頭痛が消え去った。

　同時に、脳内の選択肢も跡あと形かたもなく消しよう滅めつする。

「……空さん？」

「面おも白しろい。奏君は──いや、奏君達は本当に面白いね」

　空さんは、ちらりとショコラ達三人の方を見やった後、俺に視線を戻した。

「うん、予定変へん更こう。奏君には、もうちょっと学園ラブコメを続けてもらおうかな」

「学園……ラブコメ？」

「そうそう。奏君、君は自分では気がついてないかもしれないけど、傍はたから見てると君の学校生活って、マンガなんかでよくある学園ラブコメそのものだよ」

　そう……なのか？　そんな自覚は全然ないけど。

「まあ今までは、コメディ要素が強かったんだけど……奏君もなんか目覚めちゃったみたいだし、ちゃんとしたラブコメになりそうだよね」

　まるで自分だけが別世界から観測しているかのような物言いをする空さん……彼女が『神』だとするならば、その表現は間ま違ちがっていないけれど。

「ふふ。とにかく、見み応ごたえのある学園ラブコメを期待してるよ」

　この人の目的が……未いまだによく分からない。

「さて、どんな面白い絶対選択肢が出てくるだろうね」

　……いや、空さんの目的なんてどうでもいいな。

　学園ラブコメを見たいっていうのなら、いくらでも見せてやる。

　絶対選択肢が変な行動をしろっていうのなら、好きなだけしてやる。

　空さんが望む滑こつ稽けいな姿を、存分に晒さらしてやる。

　でも……人の心を──感情を踏ふみにじるような選択肢にだけは、全力で抗あらがってやる。

　強制的に人を好きにならせようとする選択肢なんて……死んでも選んでやらない。

　そして俺は自分の意志で、もう一度誰かを好きになってやる。

　誰かを好きになって……この絶対選択肢を頭の中から追い出してやる。

　いや、もう『絶対』なんていう言い方をするのはやめにしよう。

　この世に絶対なんて存在しない。

　もう絶対に恋れん愛あいしない、なんて俺の考えも、覆くつがえったんだから。

　俺はもう、脳内に蔓延はびこっている選択肢の思い通りになんて動いてやらない。




　俺の学園ラブコメは──脳内選択肢なんかに邪じや魔まさせない。





【①つづく　②To Be Continued...】









　あとがき







※今回のあとがきは、本編の内容に触ふれていますので、未読の方はご注意ください。




　注意書きしましたが、いきなりネタバレだと目に入ってしまうかもしれませんので、少しクッションを挟はさみます。

　二〇一三年の十月から、『俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している』のＴＶアニメが放送されます！

　アフレコも見学させていただきましたが、一話目から『エロ本』『ドーテー』『パイオツ』『フルチン』等のステキワードが飛び交かう、素す晴ばらしい現場でした。

　ご覧になっていただけると、原作者としてこの上ない喜びでございます。

　はい、では予告通り、次の行から少しだけ本編の内容に触れますのでご注意を。

　えー、読んでいただいて分かる通り、今回はちょっとアレな終わり方をしておりますが、別に次が最終巻とか、今後どシリアス一直線という展開になる訳ではありません。

　七巻は、ヒロインズとのラブ要素は進行させつつ、『お断り５おことわりふあいぶ』数名が新登場し、ひたすらふざけまくる話になる予定です。

　という事で、現在『お断り５』の新キャラを考えているのですが、その過程で自主ボツにした何人かを紹しよう介かいします。




猥わい褻せつ物ぶつ陳ちんノの助すけ

　超ちよう絶ぜつイケメン。『下ネタ以外の言葉を発すると、その度たびにブサイクになっていく』という常人なら自殺モノの呪のろいにかかっているが、生まれてこの方、（呪いに関係無く天然で）下ネタ以外を口にした事がないので、超絶イケメンのままである。




鞭むち打うち褒ほう美び

　超絶ドＭな女子。

　体に痛みを感じると、快感のあまり反射的に踊おどり出してしまうという習性を持つ。常に、スタンガンと発電機を身につけている。スタンガンにより体に電流が[image: →]快感のあまり踊り出す[image: →]踊りのエネルギーで発電機に電力が溜たまる[image: →]スタンガンに電力供給[image: →]スタンガンにより体に電流が[image: →]快感のあまり踊（ｒｙ　素晴らしき永久機関。




九十九つくも六十九男ロツクマン

　六十九歳の女性しか愛せないという、特とく殊しゆな性的嗜し好こうを持った男子。『七十以上はババア、六十八以下はガキ』と言って憚はばからない。しかしある日、小学生がバスケをするラノベと出会った事によりロリコンに目覚めてしまう。現在、アイデンティティーを喪そう失しつして引きこもり中。




尻しり割われ照てる子こ

　母親の再さい婚こん相手の名字が、『尻割』という珍めずらしいものだったが故ゆえに、とんでもないフルネームになってしまった悲劇の少女。本来は心優やさしい子だったが、名前の事で周囲から馬ば鹿かにされすぎて、グレてスケバン化。『ヒップのテル』の異名で恐おそれられている。

　最近、母親が離り婚こんして『山田』姓せいに戻もどった事により、更こう生せい。母親と穏おだやかな生活を送っていたが、新しい父として『槍やり杉すぎ』氏を紹介され、再びグレてしまった。




藻も左ざ山やま幾いく男お

　生まれた時から、全身モザイクという呪いがかかっていた悲ひ惨さんすぎる男子。しかし、その呪いは十七歳の誕生日に解けるという事が判明。それをマスコミが嗅かぎ付つけ、『悲劇の少年が報むくわれる瞬しゆん間かん！』と銘めい打うち、ＴＶで生なま中ちゆう継けいする事に。

　皆みなが固かた唾ずを吞のんで見守る中、カウントダウンが行われる。「３、２、１、０！」

「うおお！　これが……これが俺か！　みんな……みんな俺を見てくれえええええっ‼」

　しかし、呪いのモザイクが解けた彼の姿は全ぜん裸らだった為ため、すぐさま普ふ通つうのモザイクがかけられた。




　ここからは謝辞です。

　担当Ｙ女史、サブ担当Ｉ女史、イラスト担当のユキヲさん、コミカライズ担当の一いつ葵きさやかさん、長谷はせ見み亮りようさんを始めとする、のうコメの出版流通の過程において尽じん力りよくしていただいた全すべての方に多大なる感謝を。

　そして、のうコメのアニメに携たずさわっていただいている皆様にも多大なる感謝を。

　最後に、読者の皆様に一番の感謝を。のうコメ宣伝のツイートよりも、うんことかちんこに関する呟つぶやきの方を多くリツイートしてくださる皆様が大好きです。

　それでは、冬に発売予定の七巻でお会いしましょう。


二〇一三年八月　春日かすか部べタケル　　
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カバー・口絵・本文イラスト／ユキヲ

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎










俺おれの脳のう内ない選せん択たく肢しが、学がく園えんラブコメを全ぜん力りよくで邪じや魔ましている６








春日かすか部べタケル
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